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『Style FM日曜討論番組を支える会』の皆様に
毎月送られる「かわら版」と出演者に送られるCD

月刊誌ライセンスメイトによる特集
番組の発展と支援の輪を拡げてきた毎年毎年の集大成作業

TEL 092-722-0021　FAX 092-725-3190（年中無休）
〒810-0001福岡市中央区天神1-3-38　天神121ビル13階

Style FM 日曜討論番組を支える会 とは
平成１５年１０月の放送開始以来、この番組に出演されたリスナーの皆様を中心
に設立されたのが「Style FM 日曜討論番組を支える会」です。
当会事務局では、より良い番組を制作するために、以下の事業を行っております。

①番組の制作ならびにその品質を向上させるための一切の業務

②出演者の受付ならびに登番者の長期的確保

③県外出演者への交通費支給ならびに必要に応じて宿泊施設の手配

④出演者ならびに制作者への番組収録CDの送付

⑤番組収録CDの文章化作業と会員への送付

⑥出演者ならびに制作者が所属する関係先との連絡調整

⑦支える会の会員ならびに番組のリスナー拡大のための周辺への働きかけ作業

⑧「日曜討論かわら版」の発行と会員への送付

⑨局への広告協賛金の拠出

⑩総会、講演会、懇親会、慰労会の開催

⑪その他、本会の目的を達成する為に必要な事業

当会では、この番組に協力していただける新会員を募集しております。
入会ご希望の方は当会事務局までご連絡いただければ

詳しい案内資料をお送りいたします。
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放送のあゆみ



　参議院選挙が終わりました。
　昨年の9月に発足した民主党政権の10ヶ月への国民の評価を計る、日本のこれ
からが決定されると言ってもよい大切な選挙でした。結果は民主党の大敗という審
判が下り、自民党が大きく議席を回復することができました。
　財源の確保も無いままの子供手当に象徴されるバラマキマニフェストを掲げて
政権交代を果たした民主党政権でしたが、その政権運営はご承知のように迷走に
次ぐ迷走、暴走とも言える強引な手法やテレビを利用したパフォーマンス政治に、国
民は厳しい判断を下しました。
　私も昨年の衆議院選で議席を失い、無念の思いを噛みしめましたが、自民党にも
多々反省点はあり、しばらく民主党のお手並み拝見という思いでおりました。しかし余
りにお粗末な政権運営と、やはり顕在化してきたこの党の危険な体質に矢も楯もた
まらず、再び闘うことを決意し、今回の参議院選を一生懸命に支え戦いました。
　小沢幹事長が中国、韓国訪問の折に、かの国の人々に約束してきた「外国人地方
参政権付与法案」や千葉法相念願の「選択的夫婦別姓法案」等が提出される一歩
手前迄ゆく展開に、多くの国民が民主党という政党の隠れた本質に気づき始めたこ
とが、民主党敗北の一因でもあったと思います。
　今回の政権交代劇は、自民党にとっては厳しいお叱りの審判でしたが、怪我の功
名と言うのもおかしいですが、民主党という危険な政党が政権を握ることによって、
自治労・日教組・連合といった労組、それも革マル派に代表されるテロリストに近い
人々が支えている政党であるという本質が顕わになったことが、大変意義あることだ
ったと思います。
　小沢さんが幹事長の職に就いて実質牛耳った鳩山政権から、小沢さんが中枢を
去って菅政権になり、ある意味本格的社会主義政権になったと言ってもいいでしょ
う。菅総理を始めとして枝野幹事長、仙石官房長官、千葉景子法相、前原国交大
臣・・・と、政府・与党の中枢の人々が「国旗国歌法案」に反対した事実、日の丸・君が
代を国旗・国歌と認めたくない人々が日本のリーダーの地位に居るという事実を、声
を大にして国民のみな様に訴えてまいりたいと思います。
　国益を守り、日本という素晴らしい国の伝統と文化を次の世代に伝え、世界の中
で信頼され、誇りの持てる品格ある国づくりを目指して、今後も頑張ってまいります。

　「日本の未来は、大丈夫ですか」。そんな声をたびたび耳にするようになってきまし
た。昨年９月の政権交代以降の政治の迷走ぶりを見る限り、良識ある国民の多くが
そう感じているのではないかと思います。
　政治とカネの問題、普天間基地の移設問題に端を発した日米関係の危機的状
況、子供手当てや高校無償化に代表されるバラマキ政策、そのためにどんどん悪化
する国家財政、ゆがんだ教育政策などさまざまな施策に強い抵抗感を抱いている人
も多くいるのではないでしょうか。
　国益を損ないかねない外国人への参政権付与、家族の絆を崩壊させかねない夫
婦別姓など、なぜ政権与党がこれほどまでに執着しているのか、不可解さは増すばか
りです。未来どころではなく１０年後、いまの日本もすでに危うい状況にあるのではな
いか、と不安は増幅する一方です。　
　７月１１日の参院選で民主党は敗北したのは、こうした政治への民意の表れだと
思います。ただ、昨年夏の総選挙で政権交代という選択をしたのも、また民意である
ことに違いはありません。民意が大きく揺れるのは政治の本当の姿を知らされず、あ
るいは知ろうとせず、安易な判断に流されているためです。
　もっと国民ひとりひとりが政治の真実や実態を知り、自らの判断力を持つことが改
めて求められているのだと思います。
　その政治の深層を抉ることに力を注いできたのが、平成１５年１０月にスタートし
たStyleFM「日曜討論番組」です。過去の番組内容を見て分かるとおり、領土問題、
安全保障問題、教育問題、歴史問題などをテーマに出演者のみなさんが真摯に議
論を重ねています。その底流に流れているのは「誇りある国、日本」を守り、より良い
国にしていこうという強い気持ちだと思います。
　ラジオでこうした骨太の番組を継続していくことは並々ならぬ努力が必要だと思
いますが、九州不動産専門学院グループの小菅亥三郎代表を始めとした多くの関
係者の尽力によるものだと拝察しております。「継続は力」です。さらに長く、さらに多く
の人に聴いてもらい、これからもより良い国づくりにつながることを祈念しております。

　平成15年10月に発信が開始された『日曜討論番組』は7年目を迎え、今年6月で
放送回数352回(880時間)、出演者は述べ1945名(正味324名)になりました。出演
者を始めとしてリスナーの皆様、関係者の皆様から寄せられたご厚情に改めて感謝
申し上げます。
　さて、番組放送7年の活動を顧みるに、第一の難関は高質な台本の制作です。｢放
送行為とは限りなく消え行く作業｣とはいえ、収録され、視聴者の脳裏に焼きつきま
す。私たちの発信する情報は根も葉もないプロパガンダであってはならず、それは真
実(＝すべての事実)でなければなりません。
　第二の難関は健全な出演者の開拓と確保です。日曜日の午前10時から2時間半
の生放送に、意気込んで出演して下さる方を安定的に確保していくということは至難
の技です。しかし、日曜日の午前中という絶対多数が在宅している時間帯に、真実を
語りかける機会を行使しないという愛国運動ならば、そもそもその存在が問われてし
かるべきです。
　第三の難問は、潤沢な財源の準備です。支える会の結成はまさにそのためである
といっても過言ではありません。いかに憂国の至情溢れる草莾の人士といえどもメデ
ィア部門に橋頭堡を築きえなければ、空軍による制空権なき陸軍よろしく各個撃破さ
れていくのは目に見えております。
　まさに健全な出演者の安定的な確保と財源の明るい見通しが立ってこそ、国民の
声援を背に受けながら、高質な台本による堅実で不屈の国づくり運動が、メディア部
門においても進展するというものではないでしょうか。
　真正保守の側が、自然体で自ら信じる正論を堂 と々主張できる風土を一歩一歩
作りあげていくためにも、放送分野におけるこのような橋頭堡を林立させていくこと
こそが枢要な課題であると思われます。そしてこのような環境の構築を成功させ、自
らの所信を素直に開陳できるようになってこそ、大地に根の張った国づくり運動がよ
り大きなものになっていくのではないでしょうか。
　以上のような路線をさらに確固たるものにするため、今後も放送局の全面的なご
支援をいただきながら、｢国益を守り　真実を語り　誠心を尽くす｣番組づくりに取り
組んでまいります。皆様の更なるご支援とご協力をお願い申し上げます。

　最近は内閣支持率が注目される事が多いのですが、小泉内閣と鳩山内閣の最高
支持率は良く似ています。どちらも支持は7割近く、不支持は2割前後でした。これは
小泉劇場にも惑わされない層が2割いて、民主党の鳩山内閣の危険性を当初から
知っている層が2割はいたと云う事です。鳩山内閣不支持の2割は私たち保守で、小
泉内閣不支持の2割は左翼です。残りの6割がその時々のマスコミに踊らされてあっ
ち、こっちと移動しているのです。表面的なことで支持を決める層と見ていいでしょう。
　鳩山内閣は戦後の東京裁判史観と平和ボケの最悪の結果でしたが、民主党政権
があと3年は続くので、その間に日本解体に向かう様々な悪法を成立させる可能性
が高く、それに対して何とかして反転攻勢をかけて被害を最少限に食い止める必要
があります。政治課題において国民が争点、論点、問題点を知るということが不可欠
ですが、残念ながら現在のマスコミはNHKは勿論の事、産経新聞以外の殆どの新
聞、テレビは反日勢力に牛耳られており、日本のためになる、日本の立場に立った、
日本を護る情報が伝えられなかったり、隠蔽されています。その一例として、反日の日
本人が反日の外国人の手先となっている事実があります。実は、在日韓国・朝鮮人が
マスコミに多数採用され、反日の内容の放送、報道がされているのです。民団新聞
に、在日はマスコミの就職の壁ではなく「在日は武器」との在日韓国人の弁が紹介さ
れている始末です。台湾は大陸系の外省人は2割しかいないのにマスコミを彼らが
握っているので台湾の人口の8割を占める台湾人の意見がマスコミに反映されな
いとの台湾人の嘆きが言われていましたが、日本はそれ以上の深刻な状態です。わ
ずか60万人の在日韓国朝鮮人に日本人1億2千万人が情報操作を受けているの
です。
　又、中国人も約1000人が日本の大学に教官として在籍しているそうです。スパイ
活動をしている恐れもあるし、対日情報戦の先兵としての役目を果たしていると見て
いいのです。現に、テレビで中国の立場を代弁している中国人を見るのに不自由は
しません。日本のマスコミの反日汚染は病的と言うしかありません。
　日曜討論はこれからも日本と日本人の歴史と名誉、国益を護る番組としてその役
目を果たして参ります。

日本のマスコミは
反日勢力に
牛耳られている

小 菅  亥三郎
（専）ライセンスカレッジ理事長

放送分野に橋頭堡を
林立させていくことが
枢要な課題である

廣 瀬  千 秋

日本の真実の姿を
報道する「日曜討論」
に期待

産經新聞九州総局　総局長

香 月  洋 一
（医）香月内科医院　理事長
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西 川  京 子

お粗末な政権運営と
顕在化した民主党の
危険な体質

前衆議院議員　厚生労働副大臣



　参議院選挙が終わりました。
　昨年の9月に発足した民主党政権の10ヶ月への国民の評価を計る、日本のこれ
からが決定されると言ってもよい大切な選挙でした。結果は民主党の大敗という審
判が下り、自民党が大きく議席を回復することができました。
　財源の確保も無いままの子供手当に象徴されるバラマキマニフェストを掲げて
政権交代を果たした民主党政権でしたが、その政権運営はご承知のように迷走に
次ぐ迷走、暴走とも言える強引な手法やテレビを利用したパフォーマンス政治に、国
民は厳しい判断を下しました。
　私も昨年の衆議院選で議席を失い、無念の思いを噛みしめましたが、自民党にも
多々反省点はあり、しばらく民主党のお手並み拝見という思いでおりました。しかし余
りにお粗末な政権運営と、やはり顕在化してきたこの党の危険な体質に矢も楯もた
まらず、再び闘うことを決意し、今回の参議院選を一生懸命に支え戦いました。
　小沢幹事長が中国、韓国訪問の折に、かの国の人々に約束してきた「外国人地方
参政権付与法案」や千葉法相念願の「選択的夫婦別姓法案」等が提出される一歩
手前迄ゆく展開に、多くの国民が民主党という政党の隠れた本質に気づき始めたこ
とが、民主党敗北の一因でもあったと思います。
　今回の政権交代劇は、自民党にとっては厳しいお叱りの審判でしたが、怪我の功
名と言うのもおかしいですが、民主党という危険な政党が政権を握ることによって、
自治労・日教組・連合といった労組、それも革マル派に代表されるテロリストに近い
人々が支えている政党であるという本質が顕わになったことが、大変意義あることだ
ったと思います。
　小沢さんが幹事長の職に就いて実質牛耳った鳩山政権から、小沢さんが中枢を
去って菅政権になり、ある意味本格的社会主義政権になったと言ってもいいでしょ
う。菅総理を始めとして枝野幹事長、仙石官房長官、千葉景子法相、前原国交大
臣・・・と、政府・与党の中枢の人々が「国旗国歌法案」に反対した事実、日の丸・君が
代を国旗・国歌と認めたくない人々が日本のリーダーの地位に居るという事実を、声
を大にして国民のみな様に訴えてまいりたいと思います。
　国益を守り、日本という素晴らしい国の伝統と文化を次の世代に伝え、世界の中
で信頼され、誇りの持てる品格ある国づくりを目指して、今後も頑張ってまいります。

　「日本の未来は、大丈夫ですか」。そんな声をたびたび耳にするようになってきまし
た。昨年９月の政権交代以降の政治の迷走ぶりを見る限り、良識ある国民の多くが
そう感じているのではないかと思います。
　政治とカネの問題、普天間基地の移設問題に端を発した日米関係の危機的状
況、子供手当てや高校無償化に代表されるバラマキ政策、そのためにどんどん悪化
する国家財政、ゆがんだ教育政策などさまざまな施策に強い抵抗感を抱いている人
も多くいるのではないでしょうか。
　国益を損ないかねない外国人への参政権付与、家族の絆を崩壊させかねない夫
婦別姓など、なぜ政権与党がこれほどまでに執着しているのか、不可解さは増すばか
りです。未来どころではなく１０年後、いまの日本もすでに危うい状況にあるのではな
いか、と不安は増幅する一方です。　
　７月１１日の参院選で民主党は敗北したのは、こうした政治への民意の表れだと
思います。ただ、昨年夏の総選挙で政権交代という選択をしたのも、また民意である
ことに違いはありません。民意が大きく揺れるのは政治の本当の姿を知らされず、あ
るいは知ろうとせず、安易な判断に流されているためです。
　もっと国民ひとりひとりが政治の真実や実態を知り、自らの判断力を持つことが改
めて求められているのだと思います。
　その政治の深層を抉ることに力を注いできたのが、平成１５年１０月にスタートし
たStyleFM「日曜討論番組」です。過去の番組内容を見て分かるとおり、領土問題、
安全保障問題、教育問題、歴史問題などをテーマに出演者のみなさんが真摯に議
論を重ねています。その底流に流れているのは「誇りある国、日本」を守り、より良い
国にしていこうという強い気持ちだと思います。
　ラジオでこうした骨太の番組を継続していくことは並々ならぬ努力が必要だと思
いますが、九州不動産専門学院グループの小菅亥三郎代表を始めとした多くの関
係者の尽力によるものだと拝察しております。「継続は力」です。さらに長く、さらに多く
の人に聴いてもらい、これからもより良い国づくりにつながることを祈念しております。

　平成15年10月に発信が開始された『日曜討論番組』は7年目を迎え、今年6月で
放送回数352回(880時間)、出演者は述べ1945名(正味324名)になりました。出演
者を始めとしてリスナーの皆様、関係者の皆様から寄せられたご厚情に改めて感謝
申し上げます。
　さて、番組放送7年の活動を顧みるに、第一の難関は高質な台本の制作です。｢放
送行為とは限りなく消え行く作業｣とはいえ、収録され、視聴者の脳裏に焼きつきま
す。私たちの発信する情報は根も葉もないプロパガンダであってはならず、それは真
実(＝すべての事実)でなければなりません。
　第二の難関は健全な出演者の開拓と確保です。日曜日の午前10時から2時間半
の生放送に、意気込んで出演して下さる方を安定的に確保していくということは至難
の技です。しかし、日曜日の午前中という絶対多数が在宅している時間帯に、真実を
語りかける機会を行使しないという愛国運動ならば、そもそもその存在が問われてし
かるべきです。
　第三の難問は、潤沢な財源の準備です。支える会の結成はまさにそのためである
といっても過言ではありません。いかに憂国の至情溢れる草莾の人士といえどもメデ
ィア部門に橋頭堡を築きえなければ、空軍による制空権なき陸軍よろしく各個撃破さ
れていくのは目に見えております。
　まさに健全な出演者の安定的な確保と財源の明るい見通しが立ってこそ、国民の
声援を背に受けながら、高質な台本による堅実で不屈の国づくり運動が、メディア部
門においても進展するというものではないでしょうか。
　真正保守の側が、自然体で自ら信じる正論を堂 と々主張できる風土を一歩一歩
作りあげていくためにも、放送分野におけるこのような橋頭堡を林立させていくこと
こそが枢要な課題であると思われます。そしてこのような環境の構築を成功させ、自
らの所信を素直に開陳できるようになってこそ、大地に根の張った国づくり運動がよ
り大きなものになっていくのではないでしょうか。
　以上のような路線をさらに確固たるものにするため、今後も放送局の全面的なご
支援をいただきながら、｢国益を守り　真実を語り　誠心を尽くす｣番組づくりに取り
組んでまいります。皆様の更なるご支援とご協力をお願い申し上げます。

　最近は内閣支持率が注目される事が多いのですが、小泉内閣と鳩山内閣の最高
支持率は良く似ています。どちらも支持は7割近く、不支持は2割前後でした。これは
小泉劇場にも惑わされない層が2割いて、民主党の鳩山内閣の危険性を当初から
知っている層が2割はいたと云う事です。鳩山内閣不支持の2割は私たち保守で、小
泉内閣不支持の2割は左翼です。残りの6割がその時々のマスコミに踊らされてあっ
ち、こっちと移動しているのです。表面的なことで支持を決める層と見ていいでしょう。
　鳩山内閣は戦後の東京裁判史観と平和ボケの最悪の結果でしたが、民主党政権
があと3年は続くので、その間に日本解体に向かう様々な悪法を成立させる可能性
が高く、それに対して何とかして反転攻勢をかけて被害を最少限に食い止める必要
があります。政治課題において国民が争点、論点、問題点を知るということが不可欠
ですが、残念ながら現在のマスコミはNHKは勿論の事、産経新聞以外の殆どの新
聞、テレビは反日勢力に牛耳られており、日本のためになる、日本の立場に立った、
日本を護る情報が伝えられなかったり、隠蔽されています。その一例として、反日の日
本人が反日の外国人の手先となっている事実があります。実は、在日韓国・朝鮮人が
マスコミに多数採用され、反日の内容の放送、報道がされているのです。民団新聞
に、在日はマスコミの就職の壁ではなく「在日は武器」との在日韓国人の弁が紹介さ
れている始末です。台湾は大陸系の外省人は2割しかいないのにマスコミを彼らが
握っているので台湾の人口の8割を占める台湾人の意見がマスコミに反映されな
いとの台湾人の嘆きが言われていましたが、日本はそれ以上の深刻な状態です。わ
ずか60万人の在日韓国朝鮮人に日本人1億2千万人が情報操作を受けているの
です。
　又、中国人も約1000人が日本の大学に教官として在籍しているそうです。スパイ
活動をしている恐れもあるし、対日情報戦の先兵としての役目を果たしていると見て
いいのです。現に、テレビで中国の立場を代弁している中国人を見るのに不自由は
しません。日本のマスコミの反日汚染は病的と言うしかありません。
　日曜討論はこれからも日本と日本人の歴史と名誉、国益を護る番組としてその役
目を果たして参ります。

日本のマスコミは
反日勢力に
牛耳られている

小 菅  亥三郎
（専）ライセンスカレッジ理事長

放送分野に橋頭堡を
林立させていくことが
枢要な課題である

廣 瀬  千 秋

日本の真実の姿を
報道する「日曜討論」
に期待

産經新聞九州総局　総局長

香 月  洋 一
（医）香月内科医院　理事長
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西 川  京 子

お粗末な政権運営と
顕在化した民主党の
危険な体質

前衆議院議員　厚生労働副大臣



　永く、この「日曜討論」を聴いて下さっている視聴者の皆様に感謝申し上げます。こ
の番組を支えて下さっているスタッフ、出演者他関係者の皆様に感謝申し上げます。
現在の日本の未曾有な危機的状況を案じているのは「日曜討論」を愛されている視
聴者皆様の共通の想いでしょう。なぜ日本が、親子が殺しあうような異常な国に追い
込まれてきたか、原因の核心に教育があるのは間違いないと思います。
　多くの国民は現憲法と日教組教育等によって、国家と国民は対立的存在として心
に強く打ち込まれました。公と私、国家と国民が断絶させられました。国家を守らなく
ては自分の家族も守れないという当たり前のことを否定する心を作ってきました。国
家を構成する国民が国に敬意、感謝を払わなくなったら、その国家は死滅するでしょ
う。
　その様に誘導し、成果を上げている集団はマスコミ、日教組等が挙げられますが、
その様に考える人達も「全体があってこその自分」という想いは心の奥底に眠ってい
る筈です。それを呼び覚ます日本魂を伝える心の教育を国家政治の中心に据えれ
ば、この日本は甦ると信じます。それを可能にするのは愛国心を持った真の政治家の
澎湃とした出現です。
　あの強固さを誇ったローマ帝国が滅亡した原因はローマ人が愛国心・自尊心を
失い、自己中心の心しか持てなくなったことに尽きるのではないでしょうか。ローマ魂
を失ったローマ人。そして国を失ったローマ人。まさに今の日本魂を失った日本国
民につながります。　　
　この番組の尊さは国を愛し、誇りを持つ事の大切さを訴えて、日本の崩壊を少しで
も防ごうとしている事です。日本魂を取り戻した多くの人達によって、この日本は立ち
直り世界の盟主となって世界を救う国となることを祈ってやみません。

　一昨年5月ＮＨＫテレビはジャパンデビューの台湾特集の中で、戦前の日本を一
方的に非情な侵略国と決め付ける偏向した内容を放送した。日本人および台湾人
の有志1万数千人の原告団に私も加わって、現在ＮＨＫを告訴中である。私は約十年
来ＮＨＫの受信料を拒否して、報道の偏向に抗議の意志を示し続けてきた。報道にお
ける政治批判はそれが国家にとって建設的である限り意味がある。しかし、他国へ
の「媚び」に繋がる事は断じて許されない。ＮＨＫを始めマスコミの報道態度は、まる
で中国の日本弱体化計画そのものだ。
　中国共産党「日本開放第二期工作要綱」（国民新聞、昭和47年8月）にいわく「新
聞、雑誌を含め所謂マスコミは世論達成の不可欠の道具に過ぎない。マスコミを支
配する集団の意思が世論を作り上げるのである。」「日本の保守反動政府を幾重に
も包囲して、（田中角栄首相と）我が国との国交正常化への道へと追い込んだのは
日本のマスコミではない。日本のマスコミを支配下に置いた我が党（中国共産党）
の鉄の意志と弛まざる不断の工作とが、これを生んだのである。」「大衆の親中感情
を全機能を挙げて更に高め、蒋介石一派との関係は完全に断つ方向へ向かわせ
る。」
　中国の日本弱体化計画にいわく「テレビとラジオは資本主義国においては娯楽
であって、政府の人民に対する意志伝達の媒介体ではない。この点に留意し、娯楽と
して利用する事を主点とすべきである。具体的な方向を示せば、性の解放を高らかに
謳い上げる劇又は映画、本能を刺激する音楽、歌謡などは望ましい。反面で、スポー
ツに名を借りた「根性もの」と称される劇や映画（中略）、「ふるさとの歌祭り」等の郷
土愛、民族一体感を呼び醒ますものは好ましくない。前者をより多く、後者をより少な
く取り上げさせるよう誘導せねばならない。」
　また最近テレビで、政治を恰も漫画か戯画のように扱う番組が増えてきた。現在の
マスコミは全く良識・品性を欠いている。このような空虚な世相・マスコミの中で、良
識ある「正論」を堂 と々主張できる数少ない番組の一つが、我々のStyleＦＭ「日曜討
論」番組だと思っている。

　７月１１日、第２２回参議院議員選挙の投票が行なわれた。菅内閣の誕生で５割
以上の支持率を得てⅤ字回復をしながら、民主党は１０議席を減らす敗北を喫し
た。顧みれば昨年９月の政権獲得以来、政治とカネの問題、普天間基地を巡る日米
同盟の軋み、宮崎の口蹄疫対策の遅れ、更にはマニフェスト違反の外国人参政権
や夫婦別姓法案の推進など、国内を揺るがし続けた９ヶ月であった。今回の選挙は、
民主党の政権担当能力に対する国民の厳しい審判に他ならない。
　しかしこの選挙で民主党は敗北したものの、わが国は決して良い方向に進むとは
限らない。政治家が政権闘争や自分の選挙を第一義にし、国民が「生活第一」の感
覚であれば国家の財産は食い潰される。現に近隣諸国からは民主党政権幹部の国
家意識の希薄さを見透かされ、領土に対して容赦ない攻勢が仕掛けられている。中
国は本年４月に艦船十隻の大艦隊を沖縄本島と宮古島の間の公海を通過させる示
威行為を行い、韓国は竹島のより強固な支配に乗り出すために海底地盤調査を開
始、またロシアは北方領土で軍事演習を実行、自国領を強くアピールしている。政治
家や国民が保身にかまけている間にわが国の領土や領海は侵犯され、強奪の憂き
目にある。
　嘗て１９世紀のドイツの法学者であるイェーリングは「寸土を譲るものは全土を失
う」と指摘した。領土を護持するためには侵略行為を断固排除し、防衛と正義の行動
をとらなければ国際司法裁判所で争っても敗北の二文字があるのみである。これは
領土問題に限らない。教育でも経済でも外交でも同様である。政治家及び国民がわ
が国に誇りを持ち、護る努力がなければ衰退するのみである。第３５代ケネディ大統
領の就任演説の言葉は有名である。「国家が諸君に対して何を為してくれるかを問
い給うな。諸君が国家に対して何を為し得るかを問い給え」
　しかしわが国のマスコミから流される情報は殆ど反日的であり、反国家的である。
厳しく言えば犯罪的とすら思える。従ってこうした情報の中では愛国心の涵養や、誇り
ある国民の成長は容易ではない。７年前に当番組『日曜討論』が企画されたのも、閉
塞された情報社会への挑戦であり、そして誇りある国づくりに貢献していくためであ
る。視聴者の方々のご支援とご協力をお願い申し上げる次第である。

　日曜討論のパーソナリティーとして参加させていただき、早いものでもう５年の月
日が流れようとしています。この番組を通してさまざまな方と出会い、日頃あまり考え
ていなかった日本という国について考える機会をいただいた事は、私にとって意義
深く、番組に参加できてとても嬉しいことの一つです。
　今までは番組の趣旨やコメンテーターの方のご紹介そしてコマーシャルなどを担
当し、ミキサーと音楽を流すのみでしたが、昨年３月より討論の中にはいり、皆様と一
緒にお話ができるようになりました。テーマによってはどうしても話が固くなり、初めて
聞いた方には少し難しすぎると敬遠される場合もあるのではないかと思いますので、
少しでも柔らかく感じてもらえるようにと思っています。また私自身も勉強不足でわか
らないことばかりですので、まだまだ相槌程度の状態ですが、リスナーの皆様の気持
ちになり、わからないことや感想など出来るだけ発言できるように心がけていこうと
思っています。
　この番組は一つのテーマについて6回の放送を行います。毎回興味深く素晴らし
いお話が繰り広げられており、是非一人でも多くの方に耳にしてもらい、ひとつひと
つのテーマから自分の身にひきつけて真剣に考えてもらえるようにと願っています。
またラジオという媒体はテレビと違い映像がない分、発信する側も優しい言葉でゆ
っくりと話し、難しい事柄はわかりやすい事例や例え話しを織り交ぜながらリスナー
の皆様がその事柄を頭の中でしっかりと描けるようにしなくてはいけません。
　日曜日の朝、普通ならばゆっくりしたいと思われるこの時間にお集まりいただく小
菅さん香月さん伊藤さん日隈さんをはじめとするコメンテータの皆様、そして表には
でられませんが資料を作り人を集めて番組作りを担ってくださる梶栗さん、小野さん
川畑さん。本当にさまざまな方たちのご努力でできている番組です。私もその一員と
して皆様と共に番組をよりよいものにしていく所存です。
　最後になりますがまだ日曜討論をお聞きになっていらっしゃらない方はぜひ一度
この番組を聞いていただき、既に聞いてくださっている皆様はお知り合いの方にお
声掛けをしていただく事で皆様も日曜討論を作っていくひとりとなっていただければ
幸いです。今後とも日曜討論をよろしくお願いいたします。

梶 栗  勝 敏

中　実柚菜

愛国心・自尊心を
取り戻し、日本を
立て直そう

国家を護るのは
政治家と国民の努力

リスナーの皆様の
気持ちになって
番組をわかりやすく
伝えていきたい

古賀　誠

良識ある「正論」を
唯一主張できる
「日曜討論」

楽天堂広橋病院　医師 StyleFM日曜討論パーソナリティ

日本会議福岡　事務局長

山 口  敬 之
教育研究会未来
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　永く、この「日曜討論」を聴いて下さっている視聴者の皆様に感謝申し上げます。こ
の番組を支えて下さっているスタッフ、出演者他関係者の皆様に感謝申し上げます。
現在の日本の未曾有な危機的状況を案じているのは「日曜討論」を愛されている視
聴者皆様の共通の想いでしょう。なぜ日本が、親子が殺しあうような異常な国に追い
込まれてきたか、原因の核心に教育があるのは間違いないと思います。
　多くの国民は現憲法と日教組教育等によって、国家と国民は対立的存在として心
に強く打ち込まれました。公と私、国家と国民が断絶させられました。国家を守らなく
ては自分の家族も守れないという当たり前のことを否定する心を作ってきました。国
家を構成する国民が国に敬意、感謝を払わなくなったら、その国家は死滅するでしょ
う。
　その様に誘導し、成果を上げている集団はマスコミ、日教組等が挙げられますが、
その様に考える人達も「全体があってこその自分」という想いは心の奥底に眠ってい
る筈です。それを呼び覚ます日本魂を伝える心の教育を国家政治の中心に据えれ
ば、この日本は甦ると信じます。それを可能にするのは愛国心を持った真の政治家の
澎湃とした出現です。
　あの強固さを誇ったローマ帝国が滅亡した原因はローマ人が愛国心・自尊心を
失い、自己中心の心しか持てなくなったことに尽きるのではないでしょうか。ローマ魂
を失ったローマ人。そして国を失ったローマ人。まさに今の日本魂を失った日本国
民につながります。　　
　この番組の尊さは国を愛し、誇りを持つ事の大切さを訴えて、日本の崩壊を少しで
も防ごうとしている事です。日本魂を取り戻した多くの人達によって、この日本は立ち
直り世界の盟主となって世界を救う国となることを祈ってやみません。

　一昨年5月ＮＨＫテレビはジャパンデビューの台湾特集の中で、戦前の日本を一
方的に非情な侵略国と決め付ける偏向した内容を放送した。日本人および台湾人
の有志1万数千人の原告団に私も加わって、現在ＮＨＫを告訴中である。私は約十年
来ＮＨＫの受信料を拒否して、報道の偏向に抗議の意志を示し続けてきた。報道にお
ける政治批判はそれが国家にとって建設的である限り意味がある。しかし、他国へ
の「媚び」に繋がる事は断じて許されない。ＮＨＫを始めマスコミの報道態度は、まる
で中国の日本弱体化計画そのものだ。
　中国共産党「日本開放第二期工作要綱」（国民新聞、昭和47年8月）にいわく「新
聞、雑誌を含め所謂マスコミは世論達成の不可欠の道具に過ぎない。マスコミを支
配する集団の意思が世論を作り上げるのである。」「日本の保守反動政府を幾重に
も包囲して、（田中角栄首相と）我が国との国交正常化への道へと追い込んだのは
日本のマスコミではない。日本のマスコミを支配下に置いた我が党（中国共産党）
の鉄の意志と弛まざる不断の工作とが、これを生んだのである。」「大衆の親中感情
を全機能を挙げて更に高め、蒋介石一派との関係は完全に断つ方向へ向かわせ
る。」
　中国の日本弱体化計画にいわく「テレビとラジオは資本主義国においては娯楽
であって、政府の人民に対する意志伝達の媒介体ではない。この点に留意し、娯楽と
して利用する事を主点とすべきである。具体的な方向を示せば、性の解放を高らかに
謳い上げる劇又は映画、本能を刺激する音楽、歌謡などは望ましい。反面で、スポー
ツに名を借りた「根性もの」と称される劇や映画（中略）、「ふるさとの歌祭り」等の郷
土愛、民族一体感を呼び醒ますものは好ましくない。前者をより多く、後者をより少な
く取り上げさせるよう誘導せねばならない。」
　また最近テレビで、政治を恰も漫画か戯画のように扱う番組が増えてきた。現在の
マスコミは全く良識・品性を欠いている。このような空虚な世相・マスコミの中で、良
識ある「正論」を堂 と々主張できる数少ない番組の一つが、我々のStyleＦＭ「日曜討
論」番組だと思っている。

　７月１１日、第２２回参議院議員選挙の投票が行なわれた。菅内閣の誕生で５割
以上の支持率を得てⅤ字回復をしながら、民主党は１０議席を減らす敗北を喫し
た。顧みれば昨年９月の政権獲得以来、政治とカネの問題、普天間基地を巡る日米
同盟の軋み、宮崎の口蹄疫対策の遅れ、更にはマニフェスト違反の外国人参政権
や夫婦別姓法案の推進など、国内を揺るがし続けた９ヶ月であった。今回の選挙は、
民主党の政権担当能力に対する国民の厳しい審判に他ならない。
　しかしこの選挙で民主党は敗北したものの、わが国は決して良い方向に進むとは
限らない。政治家が政権闘争や自分の選挙を第一義にし、国民が「生活第一」の感
覚であれば国家の財産は食い潰される。現に近隣諸国からは民主党政権幹部の国
家意識の希薄さを見透かされ、領土に対して容赦ない攻勢が仕掛けられている。中
国は本年４月に艦船十隻の大艦隊を沖縄本島と宮古島の間の公海を通過させる示
威行為を行い、韓国は竹島のより強固な支配に乗り出すために海底地盤調査を開
始、またロシアは北方領土で軍事演習を実行、自国領を強くアピールしている。政治
家や国民が保身にかまけている間にわが国の領土や領海は侵犯され、強奪の憂き
目にある。
　嘗て１９世紀のドイツの法学者であるイェーリングは「寸土を譲るものは全土を失
う」と指摘した。領土を護持するためには侵略行為を断固排除し、防衛と正義の行動
をとらなければ国際司法裁判所で争っても敗北の二文字があるのみである。これは
領土問題に限らない。教育でも経済でも外交でも同様である。政治家及び国民がわ
が国に誇りを持ち、護る努力がなければ衰退するのみである。第３５代ケネディ大統
領の就任演説の言葉は有名である。「国家が諸君に対して何を為してくれるかを問
い給うな。諸君が国家に対して何を為し得るかを問い給え」
　しかしわが国のマスコミから流される情報は殆ど反日的であり、反国家的である。
厳しく言えば犯罪的とすら思える。従ってこうした情報の中では愛国心の涵養や、誇り
ある国民の成長は容易ではない。７年前に当番組『日曜討論』が企画されたのも、閉
塞された情報社会への挑戦であり、そして誇りある国づくりに貢献していくためであ
る。視聴者の方々のご支援とご協力をお願い申し上げる次第である。

　日曜討論のパーソナリティーとして参加させていただき、早いものでもう５年の月
日が流れようとしています。この番組を通してさまざまな方と出会い、日頃あまり考え
ていなかった日本という国について考える機会をいただいた事は、私にとって意義
深く、番組に参加できてとても嬉しいことの一つです。
　今までは番組の趣旨やコメンテーターの方のご紹介そしてコマーシャルなどを担
当し、ミキサーと音楽を流すのみでしたが、昨年３月より討論の中にはいり、皆様と一
緒にお話ができるようになりました。テーマによってはどうしても話が固くなり、初めて
聞いた方には少し難しすぎると敬遠される場合もあるのではないかと思いますので、
少しでも柔らかく感じてもらえるようにと思っています。また私自身も勉強不足でわか
らないことばかりですので、まだまだ相槌程度の状態ですが、リスナーの皆様の気持
ちになり、わからないことや感想など出来るだけ発言できるように心がけていこうと
思っています。
　この番組は一つのテーマについて6回の放送を行います。毎回興味深く素晴らし
いお話が繰り広げられており、是非一人でも多くの方に耳にしてもらい、ひとつひと
つのテーマから自分の身にひきつけて真剣に考えてもらえるようにと願っています。
またラジオという媒体はテレビと違い映像がない分、発信する側も優しい言葉でゆ
っくりと話し、難しい事柄はわかりやすい事例や例え話しを織り交ぜながらリスナー
の皆様がその事柄を頭の中でしっかりと描けるようにしなくてはいけません。
　日曜日の朝、普通ならばゆっくりしたいと思われるこの時間にお集まりいただく小
菅さん香月さん伊藤さん日隈さんをはじめとするコメンテータの皆様、そして表には
でられませんが資料を作り人を集めて番組作りを担ってくださる梶栗さん、小野さん
川畑さん。本当にさまざまな方たちのご努力でできている番組です。私もその一員と
して皆様と共に番組をよりよいものにしていく所存です。
　最後になりますがまだ日曜討論をお聞きになっていらっしゃらない方はぜひ一度
この番組を聞いていただき、既に聞いてくださっている皆様はお知り合いの方にお
声掛けをしていただく事で皆様も日曜討論を作っていくひとりとなっていただければ
幸いです。今後とも日曜討論をよろしくお願いいたします。

梶 栗  勝 敏

中　実柚菜

愛国心・自尊心を
取り戻し、日本を
立て直そう

国家を護るのは
政治家と国民の努力

リスナーの皆様の
気持ちになって
番組をわかりやすく
伝えていきたい

古賀　誠

良識ある「正論」を
唯一主張できる
「日曜討論」

楽天堂広橋病院　医師 StyleFM日曜討論パーソナリティ

日本会議福岡　事務局長

山 口  敬 之
教育研究会未来
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　今回で3回目となる『StyleFM

日曜討論番組を支える会』(以下

「支える会」)の定期総会・記念

講演会並びに懇親会が平成21年8

月23日(日)に福岡市中央区天神の

天神テルラビル4階のテルラホー

ルで開催された。

　この日のためにわざわざ、対馬

から馳せ参じた対馬協議会事務局

長の友納徹氏をはじめ、47名の

特別会員(法人・個人)や正会員、

番組会員の参加があった。今回、

21名の方が初参加で、会の広が

りが感じられた。

　総会は国旗敬礼・国歌斉唱の

後、私立博多高等学校教諭の木村

秀人氏の開会の辞ではじまり、小

菅亥三郎代表世話人(専修学校ラ

イセンスカレッジ理事長）より活

動報告、収支報告、役員等の改選

がなされた。総会では今年度の方

針の説明がなされ、以下のような

7つの大きな柱が示された。

　第一に、支える会の財務体質を

より強固にするため、今年度中に

会員入会実績を昨年度と同じ様に

120名に到達させたい。

　第二にライセンスメイトによる

番組の集大成作業は続行していき

ます。それは集大成されたものだ

けが｢歴史｣として語ることができ

るからだ。

　第三に、番組の国民的認知をか

ちとるため、その第一歩としてラ

イセンスメイト(日曜討論特集号)

の設置を全国の図書館に呼びか

け、昨年掲げた238ヶ所(全国

4,761館の5％)での承認を目指

す。

　第四に視聴者の層をより厚くす

るため朝日・毎日・読売・西日本

の4大新聞に月1回・年12回の定

番広告を出稿する件ですが、昨年

10月から西日本のみを実行し

た。本年度は上記以外に10月か

ら九州で印刷が開始される「産經

新聞」ならびに「正論」を加える

形で慎重に窓口を開いていく。同

時に共通価値観を有する読者をも

つ産經新聞の拡販にも協力する。

　第五に、視聴者のより一層の拡

大を図るため、番組中に流してい

るスポンサートークの出稿主体を

10団体まで拡げる。

　第六に、より多様なテーマに柔

軟に対応出来るようコメンテータ

ーの増員を図り4人体制を目指

す。

　第七に、音声のアーカイブス化

による視聴者へのサービス業務に

ついて一部実行開始する。

　満場一致の拍手により今年度の

活動方針等は承認され、住友生命

保険相互会社顧問の西山洋氏の閉

会の辞で総会は無事終了の運びと

なった。

　総会終了後、江崎道朗先生(日

本会議本部専任研究員）による

『偏向報道の連鎖を断ち切ろう！

－ＮＨＫスペシャル｢ＪＡＰＡＮ

デビュー｣の偏向報道の裏にある

もの－』と題して記念講演が行わ

れた。

　この番組では、世界一の親日国

家・台湾があたかも反日国である

かのように描かれ、いかに捏造さ

れた内容を各所に盛り込んだ番組

であったかを暴かれ、このような

報道の裏には日本を貶めようとす

る意図が働いていることを指摘さ

れた。すなわち、日本は明治維新

以後、目覚しい近代化を遂げ世界

の一等国となったが、大東亜戦争

によって植民地支配に苦しむアジ

ア・アフリカ諸国を西欧から独立

させ、また戦後の冷戦でも優れた

技術力と豊富な資金力でアメリカ

を支え続け、アジアの共産化を防

いだのである。植民地を失った西

欧諸国や共産主義者は日本を恨ん

でいるのである。

　反日報道の裏にあるものは｢日

本つぶし」である。日本が偉大な

国であるからこそ、そのことに気

づかせないよう執拗に反日的報道

を繰り返すのだ。しかし、世界に

は敵もいるが仲間もいる。チベッ

トやウイグルなど日本が立ち上が

るのを待っている人々もいる。だ

からこそ真正保守のわれわれにと

って、親日的な人々の存在を伝

え、世界の動きを正しく伝えるメ

ディア戦略は重要なのである。こ

の『StyleFM日曜討論』の重要性

がここにあると指摘された。

　講演会の後は、年中無休で頑張

っておられるコメンテーターやス

タッフの労をねぎらい、産經新聞

九州総局総局長の廣瀬千秋氏・江

崎道朗先生等を囲み和やかに懇親

会が催され、お互いの絆を深め、

人の輪(和)を広げ交流をふかめ

た。

定期総会・記念講演会・懇親会ラジオで番組を
聴くStyleFM 76.8MHz

インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp 定期総会・記念講演会・懇親会ラジオで番組を

聴くStyleFM 76.8MHz
インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp

『Style FM日曜討論番組を支える会』
『Style FM日曜討論番組を支える会』

第３回 定期総会・記念講演会・懇親会

　平成15年10月の放送開始以来、志のある皆様方の力強いご
支援によりまして、平成17年8月に「StyleFM日曜討論番組を
支える会」を設立することができました。爾来、着実に会員
数も増え、番組を財政面から支援する団体になりました。そ
こで、ご支援、ご協力の皆様に活動報告と収支報告を行うた
め、下記の通り定期総会と懇親会を実施いたします。ご多忙
中、誠に恐縮でございますが、何卒ご臨席賜りますよう、ご
案内申し上げます。
　尚、総会後に清水馨八郎先生（千葉大学名誉教授 理学博
士）の記念講演を予定しております。

第4回定期総会・記念講演会・懇親会

私たちは誇りある国づく

りのために、放送開始当

初から慰労会・懇親会を

行い、お互いの絆を深め、

人の輪（和）を広げてまい

りました。その延長線上

に「支える会」の誕生があ

ります。右記はその集い

のあゆみです。

15.11.9

15.12.21

16.4.4

16.8.8

16.9.26

17.3.5

17.8.21

18.8.20

19.8.19

20.8.17

21.8.23

21.12.10

  9人・梅の花

  9人・梅の花

13人・ウォーターリリー

24人・花万葉

14人・花万葉

15人・花万葉

32人・平和樓

37人・テルラホール

38人・スカイホール

44人・スカイホール

47人・テルラホール

24人・花万葉
年号は平成です。

労いあってこその奉仕活動
ねぎら

日本文化・文明の本質

平成22年 8月22日（日）

講演会終了時に懇親会（5,000円）

14:00～17:00

講師

（千葉大学名誉教授 理学博士）
清水馨八郎先生

参加費：500円（会員無料）
会　場：テルラホール

福岡市中央区渡辺通5-25-18
天神テルラビル４階
TEL(092)732-4441

---参院選と民主党の正体・W杯の総括などを通して---

定期総会・講演会・懇親会定期総会・講演会・懇親会

StyleFM日曜討論番組を支える会
（お問い合わせ・お申し込み）

TEL(092)722-0021FAX(092)725-3190
〒810-0001 福岡市中央区天神1-3-38

どなたでも
ご参加できます。
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　今回で3回目となる『StyleFM

日曜討論番組を支える会』(以下

「支える会」)の定期総会・記念

講演会並びに懇親会が平成21年8

月23日(日)に福岡市中央区天神の

天神テルラビル4階のテルラホー

ルで開催された。

　この日のためにわざわざ、対馬

から馳せ参じた対馬協議会事務局

長の友納徹氏をはじめ、47名の

特別会員(法人・個人)や正会員、

番組会員の参加があった。今回、

21名の方が初参加で、会の広が

りが感じられた。

　総会は国旗敬礼・国歌斉唱の

後、私立博多高等学校教諭の木村

秀人氏の開会の辞ではじまり、小

菅亥三郎代表世話人(専修学校ラ

イセンスカレッジ理事長）より活

動報告、収支報告、役員等の改選

がなされた。総会では今年度の方

針の説明がなされ、以下のような

7つの大きな柱が示された。

　第一に、支える会の財務体質を

より強固にするため、今年度中に

会員入会実績を昨年度と同じ様に

120名に到達させたい。

　第二にライセンスメイトによる

番組の集大成作業は続行していき

ます。それは集大成されたものだ

けが｢歴史｣として語ることができ

るからだ。

　第三に、番組の国民的認知をか

ちとるため、その第一歩としてラ

イセンスメイト(日曜討論特集号)

の設置を全国の図書館に呼びか

け、昨年掲げた238ヶ所(全国

4,761館の5％)での承認を目指

す。

　第四に視聴者の層をより厚くす

るため朝日・毎日・読売・西日本

の4大新聞に月1回・年12回の定

番広告を出稿する件ですが、昨年

10月から西日本のみを実行し

た。本年度は上記以外に10月か

ら九州で印刷が開始される「産經

新聞」ならびに「正論」を加える

形で慎重に窓口を開いていく。同

時に共通価値観を有する読者をも

つ産經新聞の拡販にも協力する。

　第五に、視聴者のより一層の拡

大を図るため、番組中に流してい

るスポンサートークの出稿主体を

10団体まで拡げる。

　第六に、より多様なテーマに柔

軟に対応出来るようコメンテータ

ーの増員を図り4人体制を目指

す。

　第七に、音声のアーカイブス化

による視聴者へのサービス業務に

ついて一部実行開始する。

　満場一致の拍手により今年度の

活動方針等は承認され、住友生命

保険相互会社顧問の西山洋氏の閉

会の辞で総会は無事終了の運びと

なった。

　総会終了後、江崎道朗先生(日

本会議本部専任研究員）による

『偏向報道の連鎖を断ち切ろう！

－ＮＨＫスペシャル｢ＪＡＰＡＮ

デビュー｣の偏向報道の裏にある

もの－』と題して記念講演が行わ

れた。

　この番組では、世界一の親日国

家・台湾があたかも反日国である

かのように描かれ、いかに捏造さ

れた内容を各所に盛り込んだ番組

であったかを暴かれ、このような

報道の裏には日本を貶めようとす

る意図が働いていることを指摘さ

れた。すなわち、日本は明治維新

以後、目覚しい近代化を遂げ世界

の一等国となったが、大東亜戦争

によって植民地支配に苦しむアジ

ア・アフリカ諸国を西欧から独立

させ、また戦後の冷戦でも優れた

技術力と豊富な資金力でアメリカ

を支え続け、アジアの共産化を防

いだのである。植民地を失った西

欧諸国や共産主義者は日本を恨ん

でいるのである。

　反日報道の裏にあるものは｢日

本つぶし」である。日本が偉大な

国であるからこそ、そのことに気

づかせないよう執拗に反日的報道

を繰り返すのだ。しかし、世界に

は敵もいるが仲間もいる。チベッ

トやウイグルなど日本が立ち上が

るのを待っている人々もいる。だ

からこそ真正保守のわれわれにと

って、親日的な人々の存在を伝

え、世界の動きを正しく伝えるメ

ディア戦略は重要なのである。こ

の『StyleFM日曜討論』の重要性

がここにあると指摘された。

　講演会の後は、年中無休で頑張

っておられるコメンテーターやス

タッフの労をねぎらい、産經新聞

九州総局総局長の廣瀬千秋氏・江

崎道朗先生等を囲み和やかに懇親

会が催され、お互いの絆を深め、

人の輪(和)を広げ交流をふかめ

た。

定期総会・記念講演会・懇親会ラジオで番組を
聴くStyleFM 76.8MHz

インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp 定期総会・記念講演会・懇親会ラジオで番組を

聴くStyleFM 76.8MHz
インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp

『Style FM日曜討論番組を支える会』
『Style FM日曜討論番組を支える会』

第３回 定期総会・記念講演会・懇親会

　平成15年10月の放送開始以来、志のある皆様方の力強いご
支援によりまして、平成17年8月に「StyleFM日曜討論番組を
支える会」を設立することができました。爾来、着実に会員
数も増え、番組を財政面から支援する団体になりました。そ
こで、ご支援、ご協力の皆様に活動報告と収支報告を行うた
め、下記の通り定期総会と懇親会を実施いたします。ご多忙
中、誠に恐縮でございますが、何卒ご臨席賜りますよう、ご
案内申し上げます。
　尚、総会後に清水馨八郎先生（千葉大学名誉教授 理学博
士）の記念講演を予定しております。

第4回定期総会・記念講演会・懇親会

私たちは誇りある国づく

りのために、放送開始当

初から慰労会・懇親会を

行い、お互いの絆を深め、

人の輪（和）を広げてまい

りました。その延長線上

に「支える会」の誕生があ

ります。右記はその集い

のあゆみです。

15.11.9

15.12.21

16.4.4

16.8.8

16.9.26

17.3.5

17.8.21

18.8.20

19.8.19

20.8.17

21.8.23

21.12.10

  9人・梅の花

  9人・梅の花

13人・ウォーターリリー

24人・花万葉

14人・花万葉

15人・花万葉

32人・平和樓

37人・テルラホール

38人・スカイホール

44人・スカイホール

47人・テルラホール

24人・花万葉
年号は平成です。

労いあってこその奉仕活動
ねぎら

日本文化・文明の本質

平成22年 8月22日（日）

講演会終了時に懇親会（5,000円）

14:00～17:00

講師

（千葉大学名誉教授 理学博士）
清水馨八郎先生

参加費：500円（会員無料）
会　場：テルラホール

福岡市中央区渡辺通5-25-18
天神テルラビル４階
TEL(092)732-4441

---参院選と民主党の正体・W杯の総括などを通して---

定期総会・講演会・懇親会定期総会・講演会・懇親会

StyleFM日曜討論番組を支える会
（お問い合わせ・お申し込み）

TEL(092)722-0021FAX(092)725-3190
〒810-0001 福岡市中央区天神1-3-38

どなたでも
ご参加できます。
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『男女共同参画を考える』本篇-1

（Ｈ15.10.5～11.9全6回）

『歴史教育を考える』本篇-2

（Ｈ15.11.16～12.21全6回）

『台湾前総統李登輝先生とお会いして』

年末年始篇-1

『日曜討論を振り返って』年末年始篇-2

『日本の建国を考える』本篇-3

（Ｈ16.1.11～2.15全6回）

『海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて』

本篇-4

（Ｈ16.2.22～3.28全6回）

『日本の国境線を考える』本篇-5

（Ｈ16.4.4～5.9全6回）

『近くて遠い国・韓国』本篇-6

（Ｈ16.5.16～6.20全6回）

『活躍する自衛隊』本篇-7

（Ｈ16.7.4～8.8全6回）

『愛は家庭から』本篇-8

（Ｈ16.8.15～9.19全6回）

『真の日中友好を考える①(日中再考－

似て非なる隣人)』周年篇-1

『靖國神社』本篇-9

（Ｈ16.10.3～11.7全6回）

『軍隊体験』本篇-10

（Ｈ16.11.14～12.9全6回）

『慰霊は日台の魂の交流』年末年始篇-3

『台湾からのメッセージ』年末年始篇-4

『家族の絆』本篇-11

（Ｈ17.1.9～2.20全6回）

『社会の幸福』本篇-12

（Ｈ16.6.27、Ｈ17.2.20～3.27全6回）

『時事問題/竹島問題を考える』特別篇-1

『中学校歴史教科書』本篇-13

（Ｈ17.4.3～5.8全6回）

『日本の誇り自衛隊』本篇-14

（Ｈ17.5.15～6.27全6回）

『時事問題/“百人斬り”は冤罪だ』特別

篇-2

『真の日中友好を考える②(反日中国に

如何に対応すべきか)』周年篇-2

『子供は授かりもの』本篇-15

（Ｈ17.7.10～8.14全6回）

『英霊顕彰』本篇-16

（Ｈ17.8.21～9.25全6回）

『昭和天皇御巡幸』本篇-17

（Ｈ17.10.2～11.6全6回）

10月 5日

11月 16日

12月 28日

1月 4日
1月 11日

2月 22日

4月 4日

5月 16日

7月 4日
 
8月 15日

9月 26日

10月 3日

11月 14日

12月 26日
1月 2日
1月 9日

2月 20日

3月 20日
4月 3日

5月 15日

5月 29日

7月 3日

7月 10日
 
8月 21日

10月 2日

平成15年

平成16年

平成17年

『今こそ実行、日本の教育改革』本篇-18

（Ｈ17.11.13～12.25全6回）

『教育問題/ゆとり教育を問い直す』特別篇-3

『平成18年日本の課題を展望する』年

末年始篇-5

『海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて－慰

霊は日台の魂の交流』年末年始篇-6

『北朝鮮拉致問題』本篇-19

（Ｈ18.1.15～2.19全5回）

『時事問題/皇位継承と皇室典範改定』

特別篇-4

『日本の安全保障』本篇-20

（Ｈ18.2.26～3.26全5回）

『古高取』本篇-21

（Ｈ18.4.2～5.7全6回）

『次代の担い手・大学生』本篇-22

（Ｈ18.5.14～6.18全6回）

『幸せな結婚』本篇-23

（Ｈ18.6.25～7.30全6回）

『首相の靖國参拝』本篇-24

（Ｈ18.8.6～8.27全4回）

『私たちの国民保護法』本篇-25

（Ｈ18.9.3～9.24全4回）

『台中問題/ようこそ、第8次日華(台)親

善友好慰霊訪問団ヘ』特別篇-5

『まちづくり問題/よりよい福岡市づくり

を』特別篇-6

『韓国最新レポート』本篇-26

（Ｈ18.10.15～11.19全6回）

『満州事変・支那事変は侵略ではない』

本篇-27

（Ｈ18.11.26～12.31全6回）

『海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて－台

湾防衛は英霊との約束』年末年始篇-7

『日韓併合を検証する』本篇-28

（Ｈ19.1.14～4. 1全12回）

『日本のこころ－うたの玉手箱』本篇-29

（Ｈ19.4.8～5.13全6回）

『国境の島・対馬を守れ』本篇-30

（Ｈ19.5.20～6.24全5回）

『真の日中友好を考える③(増大する覇

権主義中国の軍事的脅威に日台はい

かに対応すべきか)』周年篇-3

『元寇と博多』本篇-31

（Ｈ19.7.1～8.12全6回）

『くにづくり問題/世界一日本に自信と誇

りを』特別篇-7

11月 13日

12月 18日
1月 1日

1月 8日

1月 15日

2月 12日

2月 26日

4月 2日

5月 14日

6月 25日

8月 6日

9月 3日

10月 1日

10月 8日

10月 15日

11月 6日

1月 7日

1月 14日

4月 8日

5月 20日

6月 3日

7月 1日

8月 5日

平成18年

平成19年

『安倍政権の成果を検証する』本篇-32

（Ｈ19.8.19～9.23全6回）

『明日の日本を担う大学生』本篇-33

（Ｈ19.9.30～11.11全6回）

『時事問題/沖縄戦集団自決の真相と教

科書検定』特別篇-8

『時事問題/沖縄戦集団自決は軍命令で

はない①』特別篇-9

『時事問題/沖縄戦集団自決は軍命令で

はない②』特別篇-10

『時事問題/教科書問題と沖縄県民の総

意』特別篇-11

『時事問題/中国の工作から沖縄を守

れ』特別篇-12

『今上天皇の大御心』本篇-34

（Ｈ19.12.16～Ｈ20.1.19全6回）

『福田政権下の危険な政治課題』本篇-35

（Ｈ20.1.27～3.2全6回）

『台湾に慰霊の真心を尽くして』本篇-36

（Ｈ20.3.9～4.13全6回）

『環境問題への疑問』本篇-37

（Ｈ20.4.20～5.25全6回）

『新教育基本法のめざすもの』本篇-38

（Ｈ20.6.1～7.6全6回）

『となりの国、中華人民共和国をよく知ろ

う』本篇-39

（Ｈ20.7.13～8.24全6回）

『時事問題/天皇陛下御即位20年奉祝

を全国各地で！』特別篇-13

『日本人と中国人はこれほども違う』本

篇-40

（Ｈ20.8.31～10.5全6回）

『今上天皇の御跡をお偲びして』本篇-41

（Ｈ20.10.12～11.9全5回）

『時事問題/田母神論文と村山談話』特

別篇-14

『日韓の歴史認識を考える』本篇-42

（Ｈ20.11.23～12.28全6回）

『頑張ろう、日本。遠藤宣彦衆議院議員

に聞く』年末年始篇-8

『日本は侵略国家であったのか』本篇-43

（Ｈ21.1.11～2.15全6回）

『日台魂の絆・十年』本篇-44

（Ｈ21.2.22～3.29全6回）

『私たちの領土は私たちで守ろう』本篇-45

（Ｈ21.4.5～5.10全6回）

『国の安全・食の安全・身の安全』本篇-46

（Ｈ21.5.17～6.21全6回）

8月 19日

9月 30日

10月 14日

11月 18日

11月 25日

12月 2日

12月 9日

12月 16日

1月 27日

3月 9日

4月 20日

6月 1日

7月 13日

7月 27日

8月 31日

10月 12日

11月 16日

11月 23日

1月 4日

1月 11日

2月 22日

4月 5日

5月 17日

平成20年

平成21年

『北朝鮮の核兵器にいかに対抗するか』

本篇-47

（Ｈ21.6.28～8.2全6回）

『日韓併合100年を考える』本篇-48

（Ｈ21.8.9～9.27全6回）

『軍人墓地の管理は国の責任である』周

年篇-4

『まちづくり問題/歌と町おこし－故郷（ふ

るさと）を歌う』特別篇-15

『時事問題/永住外国人地方参政権は

実現させてはならない』特別篇-16

『福岡城と陸軍』周年篇-5

『日韓歴史問題の争点』本篇-49

（Ｈ21.10.18～11.22全6回）

『心に留めたい日本の歴史・日本人』本篇-50

（Ｈ21.11.29～Ｈ22.1.17全6回）

『時事問題/ちょっとまって！ 夫婦別姓』特

別篇-17

『日台魂の交流に触れて』年末年始篇-9

『心に留めたい日本の歴史･日本人(続

編)』本編‐51

(H22.1.24～1.31全2回）

『永住外国人地方参政権は百害あって

一利なし』本編‐52

(H22.2.7～2.28全4回）

『英霊顕彰と日台魂の絆』本編‐53

(H22.3.7～4.11全6回）

『日本に移民は必要か』本編‐54

(H22.4.18～5.23全6回）

『「古高取」と「京陶工」』本編‐55

(H22.5.30～6.27全5回）

6月 28日

8月 9日

8月 23日

9月 6日

10月 4日

10月 11日
10月 18日

11月 29日

12月 13日

1月 3日
1月 24日

2月 7日

3月 7日

4月 18日

5月 30日

平成22年

〈放送開始７周年　日曜討論放送のあゆみ〉

平成22年6月27日放送分まででとりあげた課題

86テーマ(352回) 

内訳　本篇55シリーズ321回、年末年始篇9回、

周年篇5回、特別篇17回 
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『男女共同参画を考える』本篇-1

（Ｈ15.10.5～11.9全6回）

『歴史教育を考える』本篇-2

（Ｈ15.11.16～12.21全6回）

『台湾前総統李登輝先生とお会いして』

年末年始篇-1

『日曜討論を振り返って』年末年始篇-2

『日本の建国を考える』本篇-3

（Ｈ16.1.11～2.15全6回）

『海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて』

本篇-4

（Ｈ16.2.22～3.28全6回）

『日本の国境線を考える』本篇-5

（Ｈ16.4.4～5.9全6回）

『近くて遠い国・韓国』本篇-6

（Ｈ16.5.16～6.20全6回）

『活躍する自衛隊』本篇-7

（Ｈ16.7.4～8.8全6回）

『愛は家庭から』本篇-8

（Ｈ16.8.15～9.19全6回）

『真の日中友好を考える①(日中再考－

似て非なる隣人)』周年篇-1

『靖國神社』本篇-9

（Ｈ16.10.3～11.7全6回）

『軍隊体験』本篇-10

（Ｈ16.11.14～12.9全6回）

『慰霊は日台の魂の交流』年末年始篇-3

『台湾からのメッセージ』年末年始篇-4

『家族の絆』本篇-11

（Ｈ17.1.9～2.20全6回）

『社会の幸福』本篇-12

（Ｈ16.6.27、Ｈ17.2.20～3.27全6回）

『時事問題/竹島問題を考える』特別篇-1

『中学校歴史教科書』本篇-13

（Ｈ17.4.3～5.8全6回）

『日本の誇り自衛隊』本篇-14

（Ｈ17.5.15～6.27全6回）

『時事問題/“百人斬り”は冤罪だ』特別

篇-2

『真の日中友好を考える②(反日中国に

如何に対応すべきか)』周年篇-2

『子供は授かりもの』本篇-15

（Ｈ17.7.10～8.14全6回）

『英霊顕彰』本篇-16

（Ｈ17.8.21～9.25全6回）

『昭和天皇御巡幸』本篇-17

（Ｈ17.10.2～11.6全6回）

10月 5日

11月 16日

12月 28日

1月 4日
1月 11日

2月 22日

4月 4日

5月 16日

7月 4日
 
8月 15日

9月 26日

10月 3日

11月 14日

12月 26日
1月 2日
1月 9日

2月 20日

3月 20日
4月 3日

5月 15日

5月 29日

7月 3日

7月 10日
 
8月 21日

10月 2日

平成15年

平成16年

平成17年

『今こそ実行、日本の教育改革』本篇-18

（Ｈ17.11.13～12.25全6回）

『教育問題/ゆとり教育を問い直す』特別篇-3

『平成18年日本の課題を展望する』年

末年始篇-5

『海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて－慰

霊は日台の魂の交流』年末年始篇-6

『北朝鮮拉致問題』本篇-19

（Ｈ18.1.15～2.19全5回）

『時事問題/皇位継承と皇室典範改定』

特別篇-4

『日本の安全保障』本篇-20

（Ｈ18.2.26～3.26全5回）

『古高取』本篇-21

（Ｈ18.4.2～5.7全6回）

『次代の担い手・大学生』本篇-22

（Ｈ18.5.14～6.18全6回）

『幸せな結婚』本篇-23

（Ｈ18.6.25～7.30全6回）

『首相の靖國参拝』本篇-24

（Ｈ18.8.6～8.27全4回）

『私たちの国民保護法』本篇-25

（Ｈ18.9.3～9.24全4回）

『台中問題/ようこそ、第8次日華(台)親

善友好慰霊訪問団ヘ』特別篇-5

『まちづくり問題/よりよい福岡市づくり

を』特別篇-6

『韓国最新レポート』本篇-26

（Ｈ18.10.15～11.19全6回）

『満州事変・支那事変は侵略ではない』

本篇-27

（Ｈ18.11.26～12.31全6回）

『海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて－台

湾防衛は英霊との約束』年末年始篇-7

『日韓併合を検証する』本篇-28

（Ｈ19.1.14～4. 1全12回）

『日本のこころ－うたの玉手箱』本篇-29

（Ｈ19.4.8～5.13全6回）

『国境の島・対馬を守れ』本篇-30

（Ｈ19.5.20～6.24全5回）

『真の日中友好を考える③(増大する覇

権主義中国の軍事的脅威に日台はい

かに対応すべきか)』周年篇-3

『元寇と博多』本篇-31

（Ｈ19.7.1～8.12全6回）

『くにづくり問題/世界一日本に自信と誇

りを』特別篇-7

11月 13日

12月 18日
1月 1日

1月 8日

1月 15日

2月 12日

2月 26日

4月 2日

5月 14日

6月 25日

8月 6日

9月 3日

10月 1日

10月 8日

10月 15日

11月 6日

1月 7日

1月 14日

4月 8日

5月 20日

6月 3日

7月 1日

8月 5日

平成18年

平成19年

『安倍政権の成果を検証する』本篇-32

（Ｈ19.8.19～9.23全6回）

『明日の日本を担う大学生』本篇-33

（Ｈ19.9.30～11.11全6回）

『時事問題/沖縄戦集団自決の真相と教

科書検定』特別篇-8

『時事問題/沖縄戦集団自決は軍命令で

はない①』特別篇-9

『時事問題/沖縄戦集団自決は軍命令で

はない②』特別篇-10

『時事問題/教科書問題と沖縄県民の総

意』特別篇-11

『時事問題/中国の工作から沖縄を守

れ』特別篇-12

『今上天皇の大御心』本篇-34

（Ｈ19.12.16～Ｈ20.1.19全6回）

『福田政権下の危険な政治課題』本篇-35

（Ｈ20.1.27～3.2全6回）

『台湾に慰霊の真心を尽くして』本篇-36

（Ｈ20.3.9～4.13全6回）

『環境問題への疑問』本篇-37

（Ｈ20.4.20～5.25全6回）

『新教育基本法のめざすもの』本篇-38

（Ｈ20.6.1～7.6全6回）

『となりの国、中華人民共和国をよく知ろ

う』本篇-39

（Ｈ20.7.13～8.24全6回）

『時事問題/天皇陛下御即位20年奉祝

を全国各地で！』特別篇-13

『日本人と中国人はこれほども違う』本

篇-40

（Ｈ20.8.31～10.5全6回）

『今上天皇の御跡をお偲びして』本篇-41

（Ｈ20.10.12～11.9全5回）

『時事問題/田母神論文と村山談話』特

別篇-14

『日韓の歴史認識を考える』本篇-42

（Ｈ20.11.23～12.28全6回）

『頑張ろう、日本。遠藤宣彦衆議院議員

に聞く』年末年始篇-8

『日本は侵略国家であったのか』本篇-43

（Ｈ21.1.11～2.15全6回）

『日台魂の絆・十年』本篇-44

（Ｈ21.2.22～3.29全6回）

『私たちの領土は私たちで守ろう』本篇-45

（Ｈ21.4.5～5.10全6回）

『国の安全・食の安全・身の安全』本篇-46

（Ｈ21.5.17～6.21全6回）

8月 19日

9月 30日

10月 14日

11月 18日

11月 25日

12月 2日

12月 9日

12月 16日

1月 27日

3月 9日

4月 20日

6月 1日

7月 13日

7月 27日

8月 31日

10月 12日

11月 16日

11月 23日

1月 4日

1月 11日

2月 22日

4月 5日

5月 17日

平成20年

平成21年

『北朝鮮の核兵器にいかに対抗するか』

本篇-47

（Ｈ21.6.28～8.2全6回）

『日韓併合100年を考える』本篇-48

（Ｈ21.8.9～9.27全6回）

『軍人墓地の管理は国の責任である』周

年篇-4

『まちづくり問題/歌と町おこし－故郷（ふ

るさと）を歌う』特別篇-15

『時事問題/永住外国人地方参政権は

実現させてはならない』特別篇-16

『福岡城と陸軍』周年篇-5

『日韓歴史問題の争点』本篇-49

（Ｈ21.10.18～11.22全6回）

『心に留めたい日本の歴史・日本人』本篇-50

（Ｈ21.11.29～Ｈ22.1.17全6回）

『時事問題/ちょっとまって！ 夫婦別姓』特

別篇-17

『日台魂の交流に触れて』年末年始篇-9

『心に留めたい日本の歴史･日本人(続

編)』本編‐51

(H22.1.24～1.31全2回）

『永住外国人地方参政権は百害あって

一利なし』本編‐52

(H22.2.7～2.28全4回）

『英霊顕彰と日台魂の絆』本編‐53

(H22.3.7～4.11全6回）

『日本に移民は必要か』本編‐54

(H22.4.18～5.23全6回）

『「古高取」と「京陶工」』本編‐55

(H22.5.30～6.27全5回）

6月 28日

8月 9日

8月 23日

9月 6日

10月 4日

10月 11日
10月 18日

11月 29日

12月 13日

1月 3日
1月 24日

2月 7日

3月 7日

4月 18日

5月 30日

平成22年

〈放送開始７周年　日曜討論放送のあゆみ〉

平成22年6月27日放送分まででとりあげた課題

86テーマ(352回) 

内訳　本篇55シリーズ321回、年末年始篇9回、

周年篇5回、特別篇17回 

10
放送のあゆみ　http://www.l-mate.net

9
放送のあゆみ　http://www.l-mate.net

放送のあゆみラジオで番組を
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インターネットで番組を
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聴くStyleFM 76.8MHz
インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp



　『日曜討論』の番組も、平成15年10月15日の第1回放送より、毎週
日曜日に欠かすことなく放送され、７周年を迎えました。また今年６月
には放送回数も352回を達成し、地場・福岡において前例のないユニ
ークな「社会派番組」として、その地位を確立してきました。
　『日曜討論』継続の要因は、一にも二にもボランティア出演者の
方々の深いご理解とご支援の賜物と感謝申し上げます。
　今回は、『日曜討論７年の歩み』として、第1回シリーズより今日に至
る全59シリーズ（本篇55、年末年始篇1、番組開始周年篇1、特別篇
2）の内容をご紹介します。

日曜討論７年の歩み
シリーズ紹介

『歴史教育を考える』

平成15年11月16日～平成15年12月21日
全6回　延べ15時間

　昭和57年の教科書誤報事件を機に検定基準に｢近隣諸国
条項｣が設けられ､わが国の歴史教育は大きく歪められてしま
いました。嘗ては史実が未確定故に教科書に不掲載であっ
た南京事件は今日では日本軍の侵略戦争の象徴として描か
れており､この誤りを正すために上杉千年先生が岐阜県から
3回連続出演して戴きました｡南京事件を巡る『日曜討論』の
この内容はネットの世界でも反響があり､数百件に及ぶ書き
込みがありました｡一方､2回に亙って放送したアジア解放の
歴史に対しては現役の学生から学校では習ったことのなか
った歴史として感動と感謝のメールが寄せられました。

独立記念日にスカルノ・ハッタ公園でムルデカ（独立）を叫ぶ
インドネシア人。戦後、インドネシアの独立に日本軍人の貢献は
大きかった

『男女共同参画を考える』

平成15年10月5日～平成15年11月9日
全6回　延べ15時間

　『日曜討論』を誕生させる切っ掛けとなったシリーズです｡
平成15年1月よりスタートした福岡市の男女共同参画推進条
例案は､市民の感覚とは大きく懸け離れたジェンダーフリー
思想に基づく内容で進められていました｡その内容の偏向性
､危険性を市民に訴えるために取り上げた6回の内容の反響
は大きく､福岡市の男女共同参画課もこの番組には無関心で
いられなくなりました。有難いことに､この番組の効果もあっ
て､福岡市が当初発表した「中間取りまとめ(案)｣に対して市
民から当局の予想を遥かに超える反対意見が多数寄せられ
､偏向し過ぎた市の条例案に大幅な軌道修正を迫りました｡

『日曜討論』が誕生するきっかけになった日本会議福岡主催
の『男女共同参画講演会』（平成15年8月30日）

『日本の建国を考える』

平成16年1月11日～平成16年2月15日
全6回　延べ15時間

　平成16年年頭のこのシリーズより『日曜討論』を貫くテー
マを「日本再発見｣に決定しました｡戦後､占領政策により喪
失させられた日本人としてのアイデンティティを回復していく
ためです｡2月11日の「建国記念の日」を控え､わが国の国柄
について取り上げました。世界に190ヶ国以上存在する国々
の中で世界最大且つ最古の君主国家はわが国であり､神話
からの歴史を今なお持続する独特の国柄を保持しています。
「子どもたちに伝えたい｣シリーズとして､日本の伝統･文化の
根源となる神道や､神話に見られる神々の世界､また神武建国
の歴史､天皇陛下のご公務等について取り上げました｡

古事記・日本書紀の伝える神話。岩屋にこもった天照大神を
呼び出そうとする八百万の神々

『海の彼方のニッポン
    "台湾"を訪ねて』

平成16年2月22日～平成16年3月28日
全6回　延べ15時間

　日本と台湾は運命共同体であります｡平成11年より始まっ
た日華(台)親善友好慰霊訪問団として訪台された方々の体
験談を中心に､台湾の歴史や50年に亙る統治時代の日本の
功績､また台湾で高く評価されている「日本精神｣､日本と台
湾の将来など多岐に亙って紹介しました。日本統治時代の台
湾生まれの台湾育ちの森晴治先生からは当時の貴重な証言
を戴きました｡このシリーズでは台湾の留学生にも出演して
戴き、台湾の関係機関や留学生の会からも過分な謝意と評
価を戴きました｡このシリーズの内容は全て台湾本国にも寄
贈されました。

3万3千柱の元日本軍の台湾人戦没者の慰霊と、日本・台湾の
友好、親善、国交回復を願って平成11年より実施されている日
華（台）友好親善慰霊訪問団

『近くて遠い国・韓国』

平成16年5月16日～平成16年6月20日
全6回　延べ15時間

　日本と韓国が基本条約を締結し､国交正常化より40年の
年月が経過しました。しかしながら､日本と韓国の間には埋
め難い問題が横たわっています｡特に平成16年3月韓国国会
で｢親日派特別法｣が制定されるなど両国の関係を一層難し
くしています｡『「植民地｣朝鮮の研究』の杉本幹夫先生が東
京から3回も来福され､日韓併合の背景から朝鮮近代化への
わが国の努力､戦後の補償問題など､日韓両国の根底にある
日韓併合から国交回復までの歴史を丁寧に説明して戴きま
した｡中でも日韓国交回復時にわが国が支払った補償は､当
時韓国の請求により北朝鮮の分までだった事実を指摘され
ました。

昭和17年の新興工業都市・興南に工場が次々に進出。産業革
命を起こしえなかった朝鮮に、日韓併合時代わが国は、イン
フラ整備を行い近代化を図った

『日本の国境線を考える』

平成16年4月4日～平成16年5月9日
全6回　延べ15時間

　領土問題は国家の盛衰を左右しかねない重要な問題であ
ります｡北方領土､尖閣諸島､竹島がいずれもわが国の正当な
領土でありながら､多くの国民には十分認識されていません。
領土問題の解決には政府のみならず国民の鉄の意志と結束
が必要であります｡北方領土の訪問者や尖閣諸島上陸体験
者、戦前の朝鮮の生活体験者にも出演して戴き､それぞれの
歴史的な背景からわが国所属の正当性､現状や課題､また打
開策について取り上げました｡このシリーズの直前には中国
の活動家が魚釣島に上陸したり､沖ノ鳥島は島ではなく岩で
あるとの中国政府の暴言があり､まことにタイムリーな企画と
なりました｡

2月7日の「北方領土の日」に開催された北方領土返還要求全
国大会には小泉首相も出席。返還実現への強い決意が示され
た（平成16年2月7日）

『愛は家庭から』

平成16年8月15日～平成16年9月19日
全6回　延べ15時間

　「世界の母｣と慕われたマザー･テレサの「今日､平和を破
壊するいちばん恐ろしいものは堕胎です｣と云う言葉に啓発
され､胎児の生命を守るために全国各地に｢いのちの会｣が誕
生しました｡マザーの｢子どもは神様から賜った最も美しい贈
り物である｣などの心のメッセージを数々紹介しながら､胎児
の生命の尊さやこの世の一人ひとりが奇跡の存在であること
をお伝えし､産むことに悩んでいる方への相談や産まれてく
る胎児を支援する同会の感動的な活動を紹介して戴きまし
た｡この番組を聴かれて「救われた」との感謝の念から､直接
放送局へ来訪された方がありました｡

「愛は家庭から始まります」と胎児や子ども達への親の愛を
呼びかけられたマザー・テレサ

『活躍する自衛隊』

平成16年7月4日～平成16年8月8日
全6回　延べ15時間

　戦後､自衛隊は国家･国民のために様々な活躍をしてきまし
たが､マスコミは憲法問題が絡む自衛隊を嫌い､活躍する姿を
国民の目から意図的に遠ざけてきました。しかし平成3年の
ペルシア湾への掃海艇派遣､同7年の阪神淡路大震災､凶悪
なテロ行為だったオウムサリン事件への対処は自衛隊なくし
ては対応できず､その実力を国民の前に遺憾なく発揮し､自衛
隊に対する国民の信頼と期待は格段に向上しました。自衛
隊OBの方々によって災害派遣､国際貢献､防衛のための緊急
発進など様々な場面で活躍してきた実績を紹介して戴き､自
衛隊の知られざる真実の姿を明らかにしました｡

有珠山の噴火に伴う自衛隊の災害派遣。人命救助、給食給水
活動等を実施（平成12年3～7月）

『家族の絆』

平成17年1月9日～平成17年2月13日
全6回　延べ15時間

　嘗てアルビン･トフラーは､｢人類に重大な危機が到来する
ならば､人々が家庭本来の尊い意義を喪失し､それに由来して
家庭が崩壊してしまう時であろう｣と予言しました｡まさしく家族
の強化､家庭の復活こそ人類の幸福を招く鍵であります｡その
家庭が幸福になるためには「母親の心のあり方が大切」として
､夫を尊敬し家族に愛を与え続ける母親の役割を語り続け､数
多くの家庭を救ってきた『教育研究会未来』の方々に出演して
戴き､胎教から思春期までの子育て等､数々の素晴らしい実例
を沢山紹介して戴きました｡視聴者からも反響があり､番組に
は多数のFAXやメールが寄せられました｡

全国各地で活発に開催されている教育研究会未来の「親が変
われば子が変わる」の『心の教育』講演会

『社会の幸福』

平成16年6月27日、平成17年2月20日～平成17年3月27日
全6回　延べ15時間

　｢男女共同参画を考える」シリーズで始まった『日曜討論』も
開始以来1年半を迎えました｡案の定全国で男女共同参画を
巡るトラブルが続出し､その実情を紹介するために八女市､飯
塚市､筑後市､太宰府市､大牟田市など各地で条例案是正に
関わってこられた方々に出演して戴きました｡各市町村の条例
案は次第に巧妙化､悪質化しており､特に17年3月に制定され
た飯塚市の条例は全条文の約半分がオンブズパーソンにつ
いて設けられました。裁判官でも警察官でもないオンブズパー
ソンに特定の権限を与えることは思想管理社会を生み出し､ま
さに社会や市民に不幸をもたらすことを警告しました｡

本来の「男女共同参画」とは何かについて各地で活発に開か
れる講演会

『靖國神社』

平成16年10月3日～平成16年11月7日
全6回　延べ15時間

　靖國神社には約250万人の英霊が祀られています｡毎年約
600万人が訪れる靖國神社は世界で最も参拝者が多い慰霊
施設です｡番組では、靖國神社の創建の歴史から祀られてい
るご祭神､毎日一日も欠かさず行なわれている厳粛な祭典､
最も重要な春秋の例大祭､更には昭和殉難者(「戦犯者｣の呼
称は誤り)合祀への経緯､わが国の首相や戦後の各国要人､
外国軍隊の靖國神社への参拝を紹介し､今なおわが国の中
心的慰霊施設であることをお話ししました｡この番組を聴か
れた視聴者から番組で紹介した英霊の方々の遺書に感銘さ
れ､「気持ちを入れ替え､これからは靖國神社に参拝したい｣
とのメールが寄せられました｡

毎年8月15日終戦記念日には10万人前後の参拝者が訪れる
靖國神社。首相の参拝が期待されている

『軍隊体験』

平成16年11月14日～平成16年12月19日
全6回　延べ15時間

　終戦以来約60年の年月が経過しました｡その間､わが国の
歴史上最大の国難であった大東亜戦争を戦地で経験された
方々は殆ど神去られ､真実の戦争経験者の方々の体験を聞く
機会は極めて困難になりました。そこで軍規厳正､世界で最
も鍛えられた日本帝国軍人を体験された方々に､幼年学校､
士官学校､陸軍､海軍､特攻隊などのご経験から今日と比較し
て､当時の教育や軍隊での体験を語って戴きました｡中でも
小学校高学年の時に｢アジアから米欧を駆逐しアジア人の手
に取り戻すことを人生の志とした｣との話には､激動の時代を
生き抜く当時のわが国の青少年の士気の高さに感嘆させら
れました。

新京関東軍司令部屋上で副官より市街説明を聞く候補生
（日高清・福岡県郷友連盟常任顧問所蔵写真より）

『日本の誇り自衛隊』

平成17年5月15日～平成17年6月26日
全6回　延べ15時間

　今年3月20日､明治23年福岡管区気象台が観測を開始し
て以来､県内で最大規模の地震が起こりました｡また昨年2月
に第一次イラク復興支援隊が派遣されて1年余りが経過しま
した｡いずれも自衛隊の活躍が茶の間を賑わせました｡今回
は､昨年7・8月の「活躍する自衛隊シリーズ｣以降の自衛隊の
活躍を中心に紹介しながら､「災害派遣｣や｢国際平和維持活
動｣での自衛隊の実績､イラクに駐留する部隊の中で最も評
価されている自衛隊の支援活動を紹介しました｡加えて自衛
隊の本義に関わる｢国防｣や｢新防衛計画大綱」についてはま
だ課題が多く､OBの方々より評価以上に将来への懸念が示
されました｡

わが国を取り巻く安全保障状況は厳しいものがある。
朝鮮半島や台湾海峡を巡る問題、中国潜水艦の日本の
領海内潜行など、防衛力の整備が望まれる

『中学歴史教科書』

平成17年4月3日～平成17年5月8日
全6回　延べ15時間

　平成17年4月3日､扶桑社の『新しい歴史教科書』が検定
合格しました｡昨年､東京都が現行の扶桑社の教科書を採択
した時に横山委員長は｢実に共感するところが多い｣とコメン
トしました｡このシリーズでは､近年の教科書検定を拘束して
いる｢近隣諸国条項｣の問題点について検証し､続いて現行
の扶桑社と他社の教科書とを比較､決定的な違いが見られる
近現代史､特に日韓併合､満州事変､支那事変を取り上げまし

た｡最終回は､伊藤哲夫
先生(日本政策研究セ
ンター所長)に出演して
戴き､本年検定に合格
した最新の扶桑社と各
社の歴史教科書とを比
較し､扶桑社教科書の
特色をアピールしまし
た。

平成18年度から21年度迄4年間に亙って使用される検定合
格の扶桑社の歴史教科書。学習指導要領に最も適した教科書
として高い評価を集めている

『子どもは授かりもの』

平成17年7月10日～平成17年8月14日
全6回　延べ15時間

　今日､わが国の将来に最も深刻な影を落としているのは少
子高齢化であります｡加えて､女性の中から母性の喪失が指
摘されるようになり､子どもを産まない女性や結婚を否定す
る若者が増えています｡嘗て「赤ん坊が生まれて一番幸せな
国｣と謳われ､子どもを中心に存在した温かい社会や慣習が
しっかりわが国を支えていました｡福岡県助産師会会長の賀
久はつ先生より､女性が持つ本来の天分を発揮し､いのちの
継承が行われていく社会を作り上げていくために､｢出産の

素晴らしさ｣や｢子育て
文化｣｢結婚教育｣など､
女性が生きてゆくため
の様々な助言をして戴
きました。

福岡県助産師会会長の賀来はつ先生。
4千人の子どもを取りあげられたその手は、魔法の手と新聞
各紙にも紹介された
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　『日曜討論』の番組も、平成15年10月15日の第1回放送より、毎週
日曜日に欠かすことなく放送され、７周年を迎えました。また今年６月
には放送回数も352回を達成し、地場・福岡において前例のないユニ
ークな「社会派番組」として、その地位を確立してきました。
　『日曜討論』継続の要因は、一にも二にもボランティア出演者の
方々の深いご理解とご支援の賜物と感謝申し上げます。
　今回は、『日曜討論７年の歩み』として、第1回シリーズより今日に至
る全59シリーズ（本篇55、年末年始篇1、番組開始周年篇1、特別篇
2）の内容をご紹介します。

日曜討論７年の歩み
シリーズ紹介

『歴史教育を考える』

平成15年11月16日～平成15年12月21日
全6回　延べ15時間

　昭和57年の教科書誤報事件を機に検定基準に｢近隣諸国
条項｣が設けられ､わが国の歴史教育は大きく歪められてしま
いました。嘗ては史実が未確定故に教科書に不掲載であっ
た南京事件は今日では日本軍の侵略戦争の象徴として描か
れており､この誤りを正すために上杉千年先生が岐阜県から
3回連続出演して戴きました｡南京事件を巡る『日曜討論』の
この内容はネットの世界でも反響があり､数百件に及ぶ書き
込みがありました｡一方､2回に亙って放送したアジア解放の
歴史に対しては現役の学生から学校では習ったことのなか
った歴史として感動と感謝のメールが寄せられました。

独立記念日にスカルノ・ハッタ公園でムルデカ（独立）を叫ぶ
インドネシア人。戦後、インドネシアの独立に日本軍人の貢献は
大きかった

『男女共同参画を考える』

平成15年10月5日～平成15年11月9日
全6回　延べ15時間

　『日曜討論』を誕生させる切っ掛けとなったシリーズです｡
平成15年1月よりスタートした福岡市の男女共同参画推進条
例案は､市民の感覚とは大きく懸け離れたジェンダーフリー
思想に基づく内容で進められていました｡その内容の偏向性
､危険性を市民に訴えるために取り上げた6回の内容の反響
は大きく､福岡市の男女共同参画課もこの番組には無関心で
いられなくなりました。有難いことに､この番組の効果もあっ
て､福岡市が当初発表した「中間取りまとめ(案)｣に対して市
民から当局の予想を遥かに超える反対意見が多数寄せられ
､偏向し過ぎた市の条例案に大幅な軌道修正を迫りました｡

『日曜討論』が誕生するきっかけになった日本会議福岡主催
の『男女共同参画講演会』（平成15年8月30日）

『日本の建国を考える』

平成16年1月11日～平成16年2月15日
全6回　延べ15時間

　平成16年年頭のこのシリーズより『日曜討論』を貫くテー
マを「日本再発見｣に決定しました｡戦後､占領政策により喪
失させられた日本人としてのアイデンティティを回復していく
ためです｡2月11日の「建国記念の日」を控え､わが国の国柄
について取り上げました。世界に190ヶ国以上存在する国々
の中で世界最大且つ最古の君主国家はわが国であり､神話
からの歴史を今なお持続する独特の国柄を保持しています。
「子どもたちに伝えたい｣シリーズとして､日本の伝統･文化の
根源となる神道や､神話に見られる神々の世界､また神武建国
の歴史､天皇陛下のご公務等について取り上げました｡

古事記・日本書紀の伝える神話。岩屋にこもった天照大神を
呼び出そうとする八百万の神々

『海の彼方のニッポン
    "台湾"を訪ねて』

平成16年2月22日～平成16年3月28日
全6回　延べ15時間

　日本と台湾は運命共同体であります｡平成11年より始まっ
た日華(台)親善友好慰霊訪問団として訪台された方々の体
験談を中心に､台湾の歴史や50年に亙る統治時代の日本の
功績､また台湾で高く評価されている「日本精神｣､日本と台
湾の将来など多岐に亙って紹介しました。日本統治時代の台
湾生まれの台湾育ちの森晴治先生からは当時の貴重な証言
を戴きました｡このシリーズでは台湾の留学生にも出演して
戴き、台湾の関係機関や留学生の会からも過分な謝意と評
価を戴きました｡このシリーズの内容は全て台湾本国にも寄
贈されました。

3万3千柱の元日本軍の台湾人戦没者の慰霊と、日本・台湾の
友好、親善、国交回復を願って平成11年より実施されている日
華（台）友好親善慰霊訪問団

『近くて遠い国・韓国』

平成16年5月16日～平成16年6月20日
全6回　延べ15時間

　日本と韓国が基本条約を締結し､国交正常化より40年の
年月が経過しました。しかしながら､日本と韓国の間には埋
め難い問題が横たわっています｡特に平成16年3月韓国国会
で｢親日派特別法｣が制定されるなど両国の関係を一層難し
くしています｡『「植民地｣朝鮮の研究』の杉本幹夫先生が東
京から3回も来福され､日韓併合の背景から朝鮮近代化への
わが国の努力､戦後の補償問題など､日韓両国の根底にある
日韓併合から国交回復までの歴史を丁寧に説明して戴きま
した｡中でも日韓国交回復時にわが国が支払った補償は､当
時韓国の請求により北朝鮮の分までだった事実を指摘され
ました。

昭和17年の新興工業都市・興南に工場が次々に進出。産業革
命を起こしえなかった朝鮮に、日韓併合時代わが国は、イン
フラ整備を行い近代化を図った

『日本の国境線を考える』

平成16年4月4日～平成16年5月9日
全6回　延べ15時間

　領土問題は国家の盛衰を左右しかねない重要な問題であ
ります｡北方領土､尖閣諸島､竹島がいずれもわが国の正当な
領土でありながら､多くの国民には十分認識されていません。
領土問題の解決には政府のみならず国民の鉄の意志と結束
が必要であります｡北方領土の訪問者や尖閣諸島上陸体験
者、戦前の朝鮮の生活体験者にも出演して戴き､それぞれの
歴史的な背景からわが国所属の正当性､現状や課題､また打
開策について取り上げました｡このシリーズの直前には中国
の活動家が魚釣島に上陸したり､沖ノ鳥島は島ではなく岩で
あるとの中国政府の暴言があり､まことにタイムリーな企画と
なりました｡

2月7日の「北方領土の日」に開催された北方領土返還要求全
国大会には小泉首相も出席。返還実現への強い決意が示され
た（平成16年2月7日）

『愛は家庭から』

平成16年8月15日～平成16年9月19日
全6回　延べ15時間

　「世界の母｣と慕われたマザー･テレサの「今日､平和を破
壊するいちばん恐ろしいものは堕胎です｣と云う言葉に啓発
され､胎児の生命を守るために全国各地に｢いのちの会｣が誕
生しました｡マザーの｢子どもは神様から賜った最も美しい贈
り物である｣などの心のメッセージを数々紹介しながら､胎児
の生命の尊さやこの世の一人ひとりが奇跡の存在であること
をお伝えし､産むことに悩んでいる方への相談や産まれてく
る胎児を支援する同会の感動的な活動を紹介して戴きまし
た｡この番組を聴かれて「救われた」との感謝の念から､直接
放送局へ来訪された方がありました｡

「愛は家庭から始まります」と胎児や子ども達への親の愛を
呼びかけられたマザー・テレサ

『活躍する自衛隊』

平成16年7月4日～平成16年8月8日
全6回　延べ15時間

　戦後､自衛隊は国家･国民のために様々な活躍をしてきまし
たが､マスコミは憲法問題が絡む自衛隊を嫌い､活躍する姿を
国民の目から意図的に遠ざけてきました。しかし平成3年の
ペルシア湾への掃海艇派遣､同7年の阪神淡路大震災､凶悪
なテロ行為だったオウムサリン事件への対処は自衛隊なくし
ては対応できず､その実力を国民の前に遺憾なく発揮し､自衛
隊に対する国民の信頼と期待は格段に向上しました。自衛
隊OBの方々によって災害派遣､国際貢献､防衛のための緊急
発進など様々な場面で活躍してきた実績を紹介して戴き､自
衛隊の知られざる真実の姿を明らかにしました｡

有珠山の噴火に伴う自衛隊の災害派遣。人命救助、給食給水
活動等を実施（平成12年3～7月）

『家族の絆』

平成17年1月9日～平成17年2月13日
全6回　延べ15時間

　嘗てアルビン･トフラーは､｢人類に重大な危機が到来する
ならば､人々が家庭本来の尊い意義を喪失し､それに由来して
家庭が崩壊してしまう時であろう｣と予言しました｡まさしく家族
の強化､家庭の復活こそ人類の幸福を招く鍵であります｡その
家庭が幸福になるためには「母親の心のあり方が大切」として
､夫を尊敬し家族に愛を与え続ける母親の役割を語り続け､数
多くの家庭を救ってきた『教育研究会未来』の方々に出演して
戴き､胎教から思春期までの子育て等､数々の素晴らしい実例
を沢山紹介して戴きました｡視聴者からも反響があり､番組に
は多数のFAXやメールが寄せられました｡

全国各地で活発に開催されている教育研究会未来の「親が変
われば子が変わる」の『心の教育』講演会

『社会の幸福』

平成16年6月27日、平成17年2月20日～平成17年3月27日
全6回　延べ15時間

　｢男女共同参画を考える」シリーズで始まった『日曜討論』も
開始以来1年半を迎えました｡案の定全国で男女共同参画を
巡るトラブルが続出し､その実情を紹介するために八女市､飯
塚市､筑後市､太宰府市､大牟田市など各地で条例案是正に
関わってこられた方々に出演して戴きました｡各市町村の条例
案は次第に巧妙化､悪質化しており､特に17年3月に制定され
た飯塚市の条例は全条文の約半分がオンブズパーソンにつ
いて設けられました。裁判官でも警察官でもないオンブズパー
ソンに特定の権限を与えることは思想管理社会を生み出し､ま
さに社会や市民に不幸をもたらすことを警告しました｡

本来の「男女共同参画」とは何かについて各地で活発に開か
れる講演会

『靖國神社』

平成16年10月3日～平成16年11月7日
全6回　延べ15時間

　靖國神社には約250万人の英霊が祀られています｡毎年約
600万人が訪れる靖國神社は世界で最も参拝者が多い慰霊
施設です｡番組では、靖國神社の創建の歴史から祀られてい
るご祭神､毎日一日も欠かさず行なわれている厳粛な祭典､
最も重要な春秋の例大祭､更には昭和殉難者(「戦犯者｣の呼
称は誤り)合祀への経緯､わが国の首相や戦後の各国要人､
外国軍隊の靖國神社への参拝を紹介し､今なおわが国の中
心的慰霊施設であることをお話ししました｡この番組を聴か
れた視聴者から番組で紹介した英霊の方々の遺書に感銘さ
れ､「気持ちを入れ替え､これからは靖國神社に参拝したい｣
とのメールが寄せられました｡

毎年8月15日終戦記念日には10万人前後の参拝者が訪れる
靖國神社。首相の参拝が期待されている

『軍隊体験』

平成16年11月14日～平成16年12月19日
全6回　延べ15時間

　終戦以来約60年の年月が経過しました｡その間､わが国の
歴史上最大の国難であった大東亜戦争を戦地で経験された
方々は殆ど神去られ､真実の戦争経験者の方々の体験を聞く
機会は極めて困難になりました。そこで軍規厳正､世界で最
も鍛えられた日本帝国軍人を体験された方々に､幼年学校､
士官学校､陸軍､海軍､特攻隊などのご経験から今日と比較し
て､当時の教育や軍隊での体験を語って戴きました｡中でも
小学校高学年の時に｢アジアから米欧を駆逐しアジア人の手
に取り戻すことを人生の志とした｣との話には､激動の時代を
生き抜く当時のわが国の青少年の士気の高さに感嘆させら
れました。

新京関東軍司令部屋上で副官より市街説明を聞く候補生
（日高清・福岡県郷友連盟常任顧問所蔵写真より）

『日本の誇り自衛隊』

平成17年5月15日～平成17年6月26日
全6回　延べ15時間

　今年3月20日､明治23年福岡管区気象台が観測を開始し
て以来､県内で最大規模の地震が起こりました｡また昨年2月
に第一次イラク復興支援隊が派遣されて1年余りが経過しま
した｡いずれも自衛隊の活躍が茶の間を賑わせました｡今回
は､昨年7・8月の「活躍する自衛隊シリーズ｣以降の自衛隊の
活躍を中心に紹介しながら､「災害派遣｣や｢国際平和維持活
動｣での自衛隊の実績､イラクに駐留する部隊の中で最も評
価されている自衛隊の支援活動を紹介しました｡加えて自衛
隊の本義に関わる｢国防｣や｢新防衛計画大綱」についてはま
だ課題が多く､OBの方々より評価以上に将来への懸念が示
されました｡

わが国を取り巻く安全保障状況は厳しいものがある。
朝鮮半島や台湾海峡を巡る問題、中国潜水艦の日本の
領海内潜行など、防衛力の整備が望まれる

『中学歴史教科書』

平成17年4月3日～平成17年5月8日
全6回　延べ15時間

　平成17年4月3日､扶桑社の『新しい歴史教科書』が検定
合格しました｡昨年､東京都が現行の扶桑社の教科書を採択
した時に横山委員長は｢実に共感するところが多い｣とコメン
トしました｡このシリーズでは､近年の教科書検定を拘束して
いる｢近隣諸国条項｣の問題点について検証し､続いて現行
の扶桑社と他社の教科書とを比較､決定的な違いが見られる
近現代史､特に日韓併合､満州事変､支那事変を取り上げまし

た｡最終回は､伊藤哲夫
先生(日本政策研究セ
ンター所長)に出演して
戴き､本年検定に合格
した最新の扶桑社と各
社の歴史教科書とを比
較し､扶桑社教科書の
特色をアピールしまし
た。

平成18年度から21年度迄4年間に亙って使用される検定合
格の扶桑社の歴史教科書。学習指導要領に最も適した教科書
として高い評価を集めている

『子どもは授かりもの』

平成17年7月10日～平成17年8月14日
全6回　延べ15時間

　今日､わが国の将来に最も深刻な影を落としているのは少
子高齢化であります｡加えて､女性の中から母性の喪失が指
摘されるようになり､子どもを産まない女性や結婚を否定す
る若者が増えています｡嘗て「赤ん坊が生まれて一番幸せな
国｣と謳われ､子どもを中心に存在した温かい社会や慣習が
しっかりわが国を支えていました｡福岡県助産師会会長の賀
久はつ先生より､女性が持つ本来の天分を発揮し､いのちの
継承が行われていく社会を作り上げていくために､｢出産の

素晴らしさ｣や｢子育て
文化｣｢結婚教育｣など､
女性が生きてゆくため
の様々な助言をして戴
きました。

福岡県助産師会会長の賀来はつ先生。
4千人の子どもを取りあげられたその手は、魔法の手と新聞
各紙にも紹介された
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『英霊顕彰』

平成17年8月21日～平成17年9月25日
全6回　延べ15時間

　今年は終戦６０周年を迎えました。祖国の自存自衛とアジ
ア解放を賭けて戦った大東亜戦争は、武運拙く敗北の憂き目
に遭いました。しかし、わが国の独立の確保と欧米の植民地
下に苦しんでいたアジア・アフリカ諸国の独立への契機とな
った事は大きな成果でした。そこには、敵国をも感動せしめ、
また鬼神をも泣かしめるわが国の英霊の方々の行為がありま
した。このシリーズでは、大東亜戦争史上の激戦地、サイパ
ン・硫黄島・沖縄・占守島を取り上げ、一身を捧げて戦い抜い
た英霊の方々の凄まじい戦いぶりを紹介しました。感謝と追
悼の念を持ち、英霊の方々の顕彰こそ後世に生きる私たち国
民の責務であると、感動と決意を新たにさせられました。

天皇皇后両陛下のサイパン島行幸啓に先立って実施された
「中部太平洋方面戦没者慰霊祭」（平成17年6月26日）

『今こそ実行、日本の教育改革』

平成17年11月13日～平成17年12月25日
全6回　延べ15時間

　昭和20年８月15日の敗戦によりわが国は、連合国より６
年８ヶ月に及ぶ占領政策が敷かれました。それによりわが国
固有の歴史・伝統・文化が否定され、戦前の教育が否定され
る戦後教育が始まりました。以来60年を経過した今日、家
庭の崩壊、教育の荒廃、社会秩序の不安定化など次 と々問題
が起こってきました。そうした背景の中で、教育中央審議会
でも戦後教育の根本である教育基本法の根本的見直しが提
唱され、基本法改正の国民運動が大きく盛り上がってまいり
ました。
　現在、教育基本法改正で論議されている愛国心や宗教的
情操教育、また家庭教育や教師の使命、国旗・国歌問題等、
現在の教育で考えなければならない各種の内容について取
り上げました。

「愛国心」「宗教的情操」の涵養の明記と「不当な支配」の削除
を訴えた日本会議･民間教育臨調主催の国民大会
（平成18年4月11日）

『昭和天皇御巡幸』

平成17年10月2日～平成17年11月6日
全6回　延べ15時間

　わが国は先の大戦で史上未曾有の敗戦を経験しましたが、
世界に類を見ない見事な復興と繁栄を遂げました。その背景
には、焦土と化し、敗戦にうちひしがれた国民を慰め、産業
復興への勇気と激励を与えるために、昭和21年から29年に
かけて昭和天皇の全国御巡幸が行なわれました。当時、同
行していた米国の報道人も「国民は本当に心から奉迎してお
り、少しも芝居気がない。わたしはイギリスのジョージ陛下
やトルーマン大統領、ムッソリーニにも随行したが天皇ほど
人気のある人を知らない。天皇は日本でなお最大の影響力
を持っている。とにかく奉迎民の熱狂ぶりには驚いた」との
感想を残しています。昭和24年５月18日から６月11日まで
の23日間、約2,000km、御視察180余箇所に及んだ九州御
巡幸の感動のドラマを紹介しました。

昭和24年５月21日、天皇陛下の奉迎に７万人の人々が集まっ
た福岡奉迎場（平和台）

『日本の安全保障』

平成18年2月26日～平成18年3月26日
全5回　延べ12.5時間

　18年１月20日に第164回通常国会が始まりました。高性
能無人ヘリコプターの中国への不正輸出、最新型地対空ミサ
イルシステムの機密が流れるなど国家の安全を揺るがしか
ねない大問題が起こっているにもかかわらず、安全保障問題
には全く目もくれないわが国の国会の様子に、ドイツ在住の
クライン孝子氏は「私など、当地ドイツから日本の国会にお
けるこの空虚な討論風景を眺めていると、いったい日本は、
これで21世紀をいきぬくことができるだろうか、もしかする
と滅亡の運命をたどるのではないか。‥‥即刻何とか対策を
講じなければこの国の未来はないものと断言していい」との
厳しい言葉を寄せられました。この言葉を受け、元防衛大学
校出身で、陸上自衛隊３等陸尉だった濱口和久氏を中心に、
わが国の安全保障問題を取り上げました。

東シナ海への覇権を目指す中国など、外国からの領海侵犯に
対しわが国を守る海上自衛隊

『北朝鮮拉致問題』

平成18年1月15日～平成18年2月19日
全5回　延べ12.5時間

　近年わが国の国民意識を覚醒させ、愛国心や国家主権、
近隣諸国との関係などに大きな影響を与えたのは「北朝鮮に
よる拉致された日本人」事件であります。脱北した北朝鮮元
工作員の証言で、横田めぐみさんの拉致が明らかになり、家
族が実名を公表して救出運動に取り組むことを決断し、平成
９年３月に家族会（北朝鮮による拉致被害者家族連絡会）
が結成されました。福岡でも逸早く家族会を支援するための
救出組織が生まれました。マスコミが注目する以前より家族
会の方々の心情に深く思いを寄せ、活動してきた福岡の「救
う会」の方々に出演して戴き、拉致事件とは何か、拉致事件
が起こった背景、拉致被害の全体像、そして被害者の人たち
を如何に救出すべきかを語って戴きました。今こそ救出へ向
けた全国民の一致団結と、経済制裁をはじめとする政府の
敢然とした決断が求められています。

家族会の方々を先頭に北朝鮮への経済制裁を訴える国民大
行進（天神･渡辺通）（平成18年７月15日）

『古高取』

平成18年4月2日～平成18年5月7日
全6回　延べ15時間

　今年は、1606年に宅間窯が開かれて400年を迎えました。
直方で焼かれていた時期は僅か20年に満たない期間でした
が、その間は今日の県下の高取焼の礎を築いた輝かしい時代
でした。この直方発祥の高取焼を「古高取」（こたかとり）と
言います。シリーズでは、「古高取」の特色を紹介するととも
に歴史的な考察も行ないました。「高取焼」の研究家や継承
者の方々からは、文禄・慶長役の折に朝鮮人陶工が日本に強
制連行された話は殆ど聞かれなかったことや、江戸初期に朝
鮮通信使帰国の折に福岡藩も約300人の朝鮮人俘虜を帰国
させたにもかかわらず多くの朝鮮人が再度日本に密航。また
当時、日本人･朝鮮人にかかわらず有能な人物に対しては相当
な処遇がされていたことや、日本人・朝鮮人両陶工の共同作
業があったことも判明。巷間の強制連行説とは隔たりがあり、
改めて我が国の宗教･民族を超えた姿が伺われました。

直方市の鷹取山（標高630メートル）の麓に開かれた永満寺
宅間窯跡から出土した碗

『次代の担い手・大学生』

平成18年5月14日～平成18年6月18日
全6回　延べ15時間

　いずれの国でも大学生は、次代の国家を担う有望な人材
であります。日本人としての誇りを持ち、日本の将来を担うた
めに大学で様々な活動を展開している全日本学生文化会議
の学生に出演して貰いました。同会議では、「行動し、体験
し、思索する」をモットーに「４つの事業」を展開しています。
①教育再生へ向けての「臨海学校」の開催、②拉致問題解
決へ向けての「日韓学生共鳴使節団」の派遣、③真実の歴
史研鑽のための「英霊顕彰－歴史散策」の実施、④国柄の
中心でいらっしゃる天皇皇后両陛下の地方行幸啓への「奉
迎活動」。小学生との「臨海学校」をはじめ、中高生と一緒
の知覧･万世特攻祈念館への研修行事の開催、韓国の大学
生との積極的な対話と交流など、その行動力と活躍には目を
見張るものがありました。

ソウル神学大学の学生と拉致問題について白熱した討論を展
開する日韓学生共鳴使節団

『首相の靖國参拝』

平成18年8月6日～平成18年8月27日
全4回　延べ10時間

　靖國神社の首相参拝は、中国の内政干渉に屈従するかの
ように昭和60年の中曽根康弘首相(当時)以来中止されてき
ました。しかし平成13年８月13日、小泉純一郎首相は16年
振りに靖國神社への首相参拝を実現しました。だが首相参
拝に対する内外の批判は激しく、日中関係や反対する国会
議員を配慮して首相は毎年終戦記念日を避け続け、平成17
年に至っては礼服ではなく平服による、しかも拝殿前の自由
参拝という、一国の首相としては礼を失した参拝が行われま
した。
　このシリーズでは、首相の靖國参拝が違憲でないことや所
謂「戦犯」と称された方々の合祀問題などを取り上げ、８月
15日の終戦記念日の首相による公式参拝を訴えました。シ
リーズ最中の平成18年８月15日、21年ぶりに終戦記念日に
おける首相の公式参拝が実現しました。

終戦記念日に靖国神社に公式参拝する小泉首相（平成18年）

『幸せな結婚』

平成18年6月25日～平成18年7月30日
全6回　延べ15時間

　現在、男女共同参画や男女平等のもとに小学校低学年か
ら「性教育」が行なわれています。しかしそれは生命の尊さ
を子供たちに実感させる教育ではなく、子供たちに徒に性へ
の関心を高め羞恥心を薄れさせる教育になっています。学校
教育で進められている現在の誤った性教育は子供たちの心
身を傷つけており、親への尊敬の心が生まれる教育にはなっ
ていません。
　幸せな結婚は当事者だけでなく社会全体を幸福にします。
子供たちが結婚を望み、よき家庭を築くことは立派な社会を
築くことになります。その為に親から子どもに伝える教育とは
何か、幸福な結婚へ大切なことは何か、生命の教育、子育て、
家庭教育などについて教育研究会未来の方々に体験談をも
とにお話して戴きました。

夫婦が調和すれば家族みんなが幸せになる。教育研究会未来
の「『心の教育』講演会」のポスター（一部）

『韓国最新レポート』

平成18年10月15日～平成18年11月19日
全6回　延べ15時間

　平成15年より毎年15名前後で９月下旬に「日韓学生共鳴使節
団」が結成され、日本と韓国との連携による拉致被害者救出運
動へむけて韓国訪問が行われています。現地では拉致被害者家
族会や脱北者らとの会談、地元の韓国学生を招いての「日韓学生
フォーラム」の開催など、拉致問題を通じて日韓の交流が行われ
ています。中でも学生とのフォーラムは日韓に横たわる歴史や領
土問題にまで話が及び、毎回白熱した議論が展開されています。
　更に今回のシリーズでは、休戦状態にある朝鮮半島の軍事境
界線の板門店や日本の領土である竹島を韓国の領土として虚偽
宣伝している鬱龍島の視察をレポートして戴きました。驚きだっ
たのは、平成12年南北首脳の実現以来、朝鮮戦争の張本人であ
った北朝鮮を敵視する姿勢から、韓国の太陽政策や北朝鮮の情
報操作により韓国の命の恩人であるマッカーサーを批判し、金正
日を礼賛する国に変貌していたことでした。

韓国の拉致被害者救出に取り組むメンバーとの記念撮影

『私たちの国民保護法』

平成18年9月3日～平成18年7月24日
全4回　延べ10時間

　平成16年６月14日に｢国民保護法｣が成立しました。この
「国民保護法」は、有事に際して国民の生命・身体・財産な
どを守るために、県や市町村の役割、また国民の義務・協力
が定められました。わが国が武力攻撃等を受けた有事に対
して有効に対処するために戦後初めて制定された法律です。
この法律に基づいて都道府県では17年度中に、また各市町
村では18度中に「国民保護計画」の策定が義務づけられて
います。
　このシリーズでは自衛隊ＯＢの方々にご出演戴き、国民へ

の周知が求められる「国民
保護法」や「国民保護計
画」、またスイスや英国など
他国の「民間防衛」との相
違点を分かり易く紹介して
戴きました。どんなに意義
のある法律ができても非常
時における現実は自助：共
助：公助＝７：２：１であり、
自助が最も大切であること
を強調され、国民一人ひと
りの普段からの心がけや備
えが重要であることを指摘
されました。

「国民保護法」と「国民保護計画」が
紹介された国民必携のマニュアル

『満州事変・支那事変は侵略ではない』

平成18年11月26日～平成18年12月31日
全6回　延べ15時間

　東京裁判はわが国の歴史観を根底から覆しました。今日
政府や国民は父祖が歩んだ歴史や業績を正しく理解するこ
とができなくなりつつあります。歴史が継承されなければ民
族や国家は変質してしまいます。日本が日本であるためには、
自国の歴史を正しく回復することが不可欠です。
　東京裁判では、満州事変以降の戦争は「侵略戦争」と断罪
されたために、「十五年戦争史観」など愚にもつかない歴史
観が横行しています。このシリーズの前半では、満州帝国誕
生の経緯や当時の内外の反応、また満州帝国が残した遺産
について検証しました。後半では、支那事変の真相や南京
事件について触れ、南京大虐殺は捏造であり、国民党のプ
ロパガンダであったことが紹介されました。今や満州事変勃
発の背景には、満州での権益を求める米ソの謀略があったこ
とが明らかになっています。

五族協和を謳った満州帝国の首都（新京）

『日韓併合を検証する』

平成19年1月14日～平成19年4月1日
全12回　延べ30時間

　日本と韓国の間に横たわる大きな問題は歴史問題です。
中でも最大の問題は日韓併合です。一国が他国に併合され、
その国の文化や伝統が徹底して破壊されたのであれば、こ
れほどの屈辱はないでしょう。しかしわが国の日韓併合は、
西洋列強の植民地とは全く異なり、日本本土と同様の近代
国家に発展させていく国家的事業でした。従って、わが国の
血税の中から毎年莫大な資金が持ち出され、教育の普及、
殖産興業、公衆衛生の推進、インフラ整備など、朝鮮半島は
35年間の間に驚くべき発展を遂げました。
　今日、巷間に流布している誤った日韓併合の認識や更には
創氏改名、朝鮮人強制連行などについても、精緻且つ豊富な
資料のもとに徹底した検証が行われました。内容の深さに
加え、このシリーズは連続12回（通常は６回）という最長の
記録を樹立。香月洋一氏（内科医）の労作のシリーズでした。

近代国家から大きく遅れていた日韓併合前の朝鮮

『国境の島・対馬を守れ』

平成19年5月20日～平成19年6月24日
全5回　延べ12.5時間

　対馬は長崎県に所属する日本最北西端の地であり、韓国と
は僅か50kmしか離れていない国境の島です。
　しかし今日対馬は、産業の衰退により若者が毎年流出、そ
れに伴い島は過疎化・高齢化が一層進み、市の財政は逼迫
しております。こうした事態を憂慮した対馬では、10数年前
より韓国からの観光客誘致に努力。その結果、平成７年には
4,500人だった韓国の訪問客が18年には85,000人と200
倍近い数に膨れ上がりました。しかしそのことが逆に、対馬
に様々な被害や波紋を広げております。韓国人による土地や

建物の買収、店の品
物や旅館の備品の万
引き、アワビやサザ
エの密漁、更には
「対馬は韓国の領
土」と説明する韓国
人ガイドなど、「この
ままでは対馬は韓国
に取られてしまうの
では‥‥」との不安
な声が島民から囁か
れるようになりまし
た。
　対馬の住民の方に
出演して戴いて危機
的な実情をお話して
戴きました。また月
刊誌『諸君』や産経
新聞でも対馬問題が
取り上げられるなど、
時宜に適した企画と
なりました。

『日本のこころ－歌の玉手箱』

平成19年4月8日～平成19年5月13日
全6回　延べ15時間

　現在、福岡で活躍されているボーカリスト小柳有美さんを
パーソナリティに迎え、６回の番組を構成して戴きました。
明治から昭和初期にかけて作詞・作曲され、たくさんの日本
人に愛唱されてきた唱歌や童謡、戦後多くの国民に親しまれ
た懐かしい思い出の歌や愛唱歌など、リスナーの方々からの
リクエストにもお応えして、100曲近い曲をご紹介しました。
　また、日本の伝統的楽器である箏の美しい音色から、モン
ゴルのホーミーといわれる伝統的な発声法を用いての歌など、
日本人が日頃あまり聞くことの無い世界の伝統的な音楽もご
紹介戴きました。シリーズの最後は、作曲活動をされている
岩崎大輔氏をお迎えして、終戦60周年の節目に主催された
コンサートで特攻隊の方々のことを偲んで作られた曲を披露
して戴きました。
　日本人に歌い継がれてきた曲や歌詞の素晴らしさ、音楽
の持つ世界の広がりを堪能させて戴いたシリーズでした。

日本人の心に残る数多くの歌を紹介 伝統的な「厳原港まつり」も「対馬アリラ
ンまつり」の名称に奪われつつある

『安倍政権の成果を検証する』

平成19年8月19日～平成19年9月23日
全6回　延べ15時間

安倍晋三政権は9月12日突然の辞任発表で、僅か11ヵ月で
終わりました。
　しかし、その成果は評価すべきものが多くあります。
「戦後レジームからの脱却」を果たすことによって「美しい
国」日本を作るという明確な構想を描き、自民党結党以来の
目標である憲法改正を視野に国民投票法を成立させ、又60
年ぶりとなる教育基本法改正も実現させました。やつぎばや
に、重要法案を成立させたその政治姿勢は、新しい時代の
到来に期待を抱かせるものでした。
　また、成立した法案には他にも防衛省昇格、海洋基本法、
教育三法などがあり、さらに国内政策、外交政策においても
みるべきものが多数あります。短期間に挙げた安倍政権の
成果を検証し、その意味を考えていきます。

護衛艦「くらま」艦橋で観艦式に臨む安倍首相

『元寇と博多』

平成19年7月1日～平成19年8月12日
全6回　延べ15時間

　今から730年前、わが国は存亡の国難に襲われました。当時世界最
大最強を誇った元による来襲（蒙古襲来）であります。当時、ヨーロッ
パから亜細亜にまたがる大帝国を築いていた元（蒙古）は、文永11
年・弘安4年の二度に亙ってわが国に大軍を送り、侵略してきました。
　対馬や壱岐では凄惨な戦いを強いられ、博多でも苦戦を強いられ
ましたが、鎌倉武士は怯むことなく勇戦しました。二度に亙り元の侵
略を撃退した国は世界史に例はなく、それは神風という決して偶然の
産物による出来事ではありません。命を掛けて元軍に対峙した武士の
戦いあってのことであり、敵の意思をくじき、自然の猛威をも味方にす
る活躍をしたことがあげられます。ここ博多は元寇のゆかりの深い土
地であります。また元寇に関する多くの史跡や碑などが残されていま
す。元寇の顕彰運動は日本が近代国家への歩みを始めた明治時代の
中期より起り、今日、その痕跡（こんせき）が多く残っています。

昼夜を問わず元軍の船に襲撃をかける鎌倉武士

『明日の日本を担う大学生』

平成19年9月30日～平成19年11月11日
全6回　延べ15時間

　今回のシリーズでは、全九州学生文化会議で活躍している
大学生の取り組みについて紹介します。
　教育・経済・外交を始めとして、わが国の今後の行く末が
一体どうなるのか、との不安を抱く大学生達が、自らの足で
行動し、様々な活動に取り組んでいます。歴史を顧みれば、
いつの時代においても困難に立ち上がり、道を切り開いてき
たのは青年たちでした。その先人たちの志を鑑（かがみ）に
、大学生たちが日本の歴史伝統文化を勉強し、自ら教育実
践に取り組み、または海外に赴いてアジアの学生たちと交流
を深めています。
　大学生たちの団体名は、「全九州学生文化会議」。メンバ
ーは80名ほどです。

渡嘉敷島での集団自決で亡くなられた御霊を鎮める「白玉の
塔」の前にて
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『英霊顕彰』

平成17年8月21日～平成17年9月25日
全6回　延べ15時間

　今年は終戦６０周年を迎えました。祖国の自存自衛とアジ
ア解放を賭けて戦った大東亜戦争は、武運拙く敗北の憂き目
に遭いました。しかし、わが国の独立の確保と欧米の植民地
下に苦しんでいたアジア・アフリカ諸国の独立への契機とな
った事は大きな成果でした。そこには、敵国をも感動せしめ、
また鬼神をも泣かしめるわが国の英霊の方々の行為がありま
した。このシリーズでは、大東亜戦争史上の激戦地、サイパ
ン・硫黄島・沖縄・占守島を取り上げ、一身を捧げて戦い抜い
た英霊の方々の凄まじい戦いぶりを紹介しました。感謝と追
悼の念を持ち、英霊の方々の顕彰こそ後世に生きる私たち国
民の責務であると、感動と決意を新たにさせられました。

天皇皇后両陛下のサイパン島行幸啓に先立って実施された
「中部太平洋方面戦没者慰霊祭」（平成17年6月26日）

『今こそ実行、日本の教育改革』

平成17年11月13日～平成17年12月25日
全6回　延べ15時間

　昭和20年８月15日の敗戦によりわが国は、連合国より６
年８ヶ月に及ぶ占領政策が敷かれました。それによりわが国
固有の歴史・伝統・文化が否定され、戦前の教育が否定され
る戦後教育が始まりました。以来60年を経過した今日、家
庭の崩壊、教育の荒廃、社会秩序の不安定化など次 と々問題
が起こってきました。そうした背景の中で、教育中央審議会
でも戦後教育の根本である教育基本法の根本的見直しが提
唱され、基本法改正の国民運動が大きく盛り上がってまいり
ました。
　現在、教育基本法改正で論議されている愛国心や宗教的
情操教育、また家庭教育や教師の使命、国旗・国歌問題等、
現在の教育で考えなければならない各種の内容について取
り上げました。

「愛国心」「宗教的情操」の涵養の明記と「不当な支配」の削除
を訴えた日本会議･民間教育臨調主催の国民大会
（平成18年4月11日）

『昭和天皇御巡幸』

平成17年10月2日～平成17年11月6日
全6回　延べ15時間

　わが国は先の大戦で史上未曾有の敗戦を経験しましたが、
世界に類を見ない見事な復興と繁栄を遂げました。その背景
には、焦土と化し、敗戦にうちひしがれた国民を慰め、産業
復興への勇気と激励を与えるために、昭和21年から29年に
かけて昭和天皇の全国御巡幸が行なわれました。当時、同
行していた米国の報道人も「国民は本当に心から奉迎してお
り、少しも芝居気がない。わたしはイギリスのジョージ陛下
やトルーマン大統領、ムッソリーニにも随行したが天皇ほど
人気のある人を知らない。天皇は日本でなお最大の影響力
を持っている。とにかく奉迎民の熱狂ぶりには驚いた」との
感想を残しています。昭和24年５月18日から６月11日まで
の23日間、約2,000km、御視察180余箇所に及んだ九州御
巡幸の感動のドラマを紹介しました。

昭和24年５月21日、天皇陛下の奉迎に７万人の人々が集まっ
た福岡奉迎場（平和台）

『日本の安全保障』

平成18年2月26日～平成18年3月26日
全5回　延べ12.5時間

　18年１月20日に第164回通常国会が始まりました。高性
能無人ヘリコプターの中国への不正輸出、最新型地対空ミサ
イルシステムの機密が流れるなど国家の安全を揺るがしか
ねない大問題が起こっているにもかかわらず、安全保障問題
には全く目もくれないわが国の国会の様子に、ドイツ在住の
クライン孝子氏は「私など、当地ドイツから日本の国会にお
けるこの空虚な討論風景を眺めていると、いったい日本は、
これで21世紀をいきぬくことができるだろうか、もしかする
と滅亡の運命をたどるのではないか。‥‥即刻何とか対策を
講じなければこの国の未来はないものと断言していい」との
厳しい言葉を寄せられました。この言葉を受け、元防衛大学
校出身で、陸上自衛隊３等陸尉だった濱口和久氏を中心に、
わが国の安全保障問題を取り上げました。

東シナ海への覇権を目指す中国など、外国からの領海侵犯に
対しわが国を守る海上自衛隊

『北朝鮮拉致問題』

平成18年1月15日～平成18年2月19日
全5回　延べ12.5時間

　近年わが国の国民意識を覚醒させ、愛国心や国家主権、
近隣諸国との関係などに大きな影響を与えたのは「北朝鮮に
よる拉致された日本人」事件であります。脱北した北朝鮮元
工作員の証言で、横田めぐみさんの拉致が明らかになり、家
族が実名を公表して救出運動に取り組むことを決断し、平成
９年３月に家族会（北朝鮮による拉致被害者家族連絡会）
が結成されました。福岡でも逸早く家族会を支援するための
救出組織が生まれました。マスコミが注目する以前より家族
会の方々の心情に深く思いを寄せ、活動してきた福岡の「救
う会」の方々に出演して戴き、拉致事件とは何か、拉致事件
が起こった背景、拉致被害の全体像、そして被害者の人たち
を如何に救出すべきかを語って戴きました。今こそ救出へ向
けた全国民の一致団結と、経済制裁をはじめとする政府の
敢然とした決断が求められています。

家族会の方々を先頭に北朝鮮への経済制裁を訴える国民大
行進（天神･渡辺通）（平成18年７月15日）

『古高取』

平成18年4月2日～平成18年5月7日
全6回　延べ15時間

　今年は、1606年に宅間窯が開かれて400年を迎えました。
直方で焼かれていた時期は僅か20年に満たない期間でした
が、その間は今日の県下の高取焼の礎を築いた輝かしい時代
でした。この直方発祥の高取焼を「古高取」（こたかとり）と
言います。シリーズでは、「古高取」の特色を紹介するととも
に歴史的な考察も行ないました。「高取焼」の研究家や継承
者の方々からは、文禄・慶長役の折に朝鮮人陶工が日本に強
制連行された話は殆ど聞かれなかったことや、江戸初期に朝
鮮通信使帰国の折に福岡藩も約300人の朝鮮人俘虜を帰国
させたにもかかわらず多くの朝鮮人が再度日本に密航。また
当時、日本人･朝鮮人にかかわらず有能な人物に対しては相当
な処遇がされていたことや、日本人・朝鮮人両陶工の共同作
業があったことも判明。巷間の強制連行説とは隔たりがあり、
改めて我が国の宗教･民族を超えた姿が伺われました。

直方市の鷹取山（標高630メートル）の麓に開かれた永満寺
宅間窯跡から出土した碗

『次代の担い手・大学生』

平成18年5月14日～平成18年6月18日
全6回　延べ15時間

　いずれの国でも大学生は、次代の国家を担う有望な人材
であります。日本人としての誇りを持ち、日本の将来を担うた
めに大学で様々な活動を展開している全日本学生文化会議
の学生に出演して貰いました。同会議では、「行動し、体験
し、思索する」をモットーに「４つの事業」を展開しています。
①教育再生へ向けての「臨海学校」の開催、②拉致問題解
決へ向けての「日韓学生共鳴使節団」の派遣、③真実の歴
史研鑽のための「英霊顕彰－歴史散策」の実施、④国柄の
中心でいらっしゃる天皇皇后両陛下の地方行幸啓への「奉
迎活動」。小学生との「臨海学校」をはじめ、中高生と一緒
の知覧･万世特攻祈念館への研修行事の開催、韓国の大学
生との積極的な対話と交流など、その行動力と活躍には目を
見張るものがありました。

ソウル神学大学の学生と拉致問題について白熱した討論を展
開する日韓学生共鳴使節団

『首相の靖國参拝』

平成18年8月6日～平成18年8月27日
全4回　延べ10時間

　靖國神社の首相参拝は、中国の内政干渉に屈従するかの
ように昭和60年の中曽根康弘首相(当時)以来中止されてき
ました。しかし平成13年８月13日、小泉純一郎首相は16年
振りに靖國神社への首相参拝を実現しました。だが首相参
拝に対する内外の批判は激しく、日中関係や反対する国会
議員を配慮して首相は毎年終戦記念日を避け続け、平成17
年に至っては礼服ではなく平服による、しかも拝殿前の自由
参拝という、一国の首相としては礼を失した参拝が行われま
した。
　このシリーズでは、首相の靖國参拝が違憲でないことや所
謂「戦犯」と称された方々の合祀問題などを取り上げ、８月
15日の終戦記念日の首相による公式参拝を訴えました。シ
リーズ最中の平成18年８月15日、21年ぶりに終戦記念日に
おける首相の公式参拝が実現しました。

終戦記念日に靖国神社に公式参拝する小泉首相（平成18年）

『幸せな結婚』

平成18年6月25日～平成18年7月30日
全6回　延べ15時間

　現在、男女共同参画や男女平等のもとに小学校低学年か
ら「性教育」が行なわれています。しかしそれは生命の尊さ
を子供たちに実感させる教育ではなく、子供たちに徒に性へ
の関心を高め羞恥心を薄れさせる教育になっています。学校
教育で進められている現在の誤った性教育は子供たちの心
身を傷つけており、親への尊敬の心が生まれる教育にはなっ
ていません。
　幸せな結婚は当事者だけでなく社会全体を幸福にします。
子供たちが結婚を望み、よき家庭を築くことは立派な社会を
築くことになります。その為に親から子どもに伝える教育とは
何か、幸福な結婚へ大切なことは何か、生命の教育、子育て、
家庭教育などについて教育研究会未来の方々に体験談をも
とにお話して戴きました。

夫婦が調和すれば家族みんなが幸せになる。教育研究会未来
の「『心の教育』講演会」のポスター（一部）

『韓国最新レポート』

平成18年10月15日～平成18年11月19日
全6回　延べ15時間

　平成15年より毎年15名前後で９月下旬に「日韓学生共鳴使節
団」が結成され、日本と韓国との連携による拉致被害者救出運
動へむけて韓国訪問が行われています。現地では拉致被害者家
族会や脱北者らとの会談、地元の韓国学生を招いての「日韓学生
フォーラム」の開催など、拉致問題を通じて日韓の交流が行われ
ています。中でも学生とのフォーラムは日韓に横たわる歴史や領
土問題にまで話が及び、毎回白熱した議論が展開されています。
　更に今回のシリーズでは、休戦状態にある朝鮮半島の軍事境
界線の板門店や日本の領土である竹島を韓国の領土として虚偽
宣伝している鬱龍島の視察をレポートして戴きました。驚きだっ
たのは、平成12年南北首脳の実現以来、朝鮮戦争の張本人であ
った北朝鮮を敵視する姿勢から、韓国の太陽政策や北朝鮮の情
報操作により韓国の命の恩人であるマッカーサーを批判し、金正
日を礼賛する国に変貌していたことでした。

韓国の拉致被害者救出に取り組むメンバーとの記念撮影

『私たちの国民保護法』

平成18年9月3日～平成18年7月24日
全4回　延べ10時間

　平成16年６月14日に｢国民保護法｣が成立しました。この
「国民保護法」は、有事に際して国民の生命・身体・財産な
どを守るために、県や市町村の役割、また国民の義務・協力
が定められました。わが国が武力攻撃等を受けた有事に対
して有効に対処するために戦後初めて制定された法律です。
この法律に基づいて都道府県では17年度中に、また各市町
村では18度中に「国民保護計画」の策定が義務づけられて
います。
　このシリーズでは自衛隊ＯＢの方々にご出演戴き、国民へ

の周知が求められる「国民
保護法」や「国民保護計
画」、またスイスや英国など
他国の「民間防衛」との相
違点を分かり易く紹介して
戴きました。どんなに意義
のある法律ができても非常
時における現実は自助：共
助：公助＝７：２：１であり、
自助が最も大切であること
を強調され、国民一人ひと
りの普段からの心がけや備
えが重要であることを指摘
されました。

「国民保護法」と「国民保護計画」が
紹介された国民必携のマニュアル

『満州事変・支那事変は侵略ではない』

平成18年11月26日～平成18年12月31日
全6回　延べ15時間

　東京裁判はわが国の歴史観を根底から覆しました。今日
政府や国民は父祖が歩んだ歴史や業績を正しく理解するこ
とができなくなりつつあります。歴史が継承されなければ民
族や国家は変質してしまいます。日本が日本であるためには、
自国の歴史を正しく回復することが不可欠です。
　東京裁判では、満州事変以降の戦争は「侵略戦争」と断罪
されたために、「十五年戦争史観」など愚にもつかない歴史
観が横行しています。このシリーズの前半では、満州帝国誕
生の経緯や当時の内外の反応、また満州帝国が残した遺産
について検証しました。後半では、支那事変の真相や南京
事件について触れ、南京大虐殺は捏造であり、国民党のプ
ロパガンダであったことが紹介されました。今や満州事変勃
発の背景には、満州での権益を求める米ソの謀略があったこ
とが明らかになっています。

五族協和を謳った満州帝国の首都（新京）

『日韓併合を検証する』

平成19年1月14日～平成19年4月1日
全12回　延べ30時間

　日本と韓国の間に横たわる大きな問題は歴史問題です。
中でも最大の問題は日韓併合です。一国が他国に併合され、
その国の文化や伝統が徹底して破壊されたのであれば、こ
れほどの屈辱はないでしょう。しかしわが国の日韓併合は、
西洋列強の植民地とは全く異なり、日本本土と同様の近代
国家に発展させていく国家的事業でした。従って、わが国の
血税の中から毎年莫大な資金が持ち出され、教育の普及、
殖産興業、公衆衛生の推進、インフラ整備など、朝鮮半島は
35年間の間に驚くべき発展を遂げました。
　今日、巷間に流布している誤った日韓併合の認識や更には
創氏改名、朝鮮人強制連行などについても、精緻且つ豊富な
資料のもとに徹底した検証が行われました。内容の深さに
加え、このシリーズは連続12回（通常は６回）という最長の
記録を樹立。香月洋一氏（内科医）の労作のシリーズでした。

近代国家から大きく遅れていた日韓併合前の朝鮮

『国境の島・対馬を守れ』

平成19年5月20日～平成19年6月24日
全5回　延べ12.5時間

　対馬は長崎県に所属する日本最北西端の地であり、韓国と
は僅か50kmしか離れていない国境の島です。
　しかし今日対馬は、産業の衰退により若者が毎年流出、そ
れに伴い島は過疎化・高齢化が一層進み、市の財政は逼迫
しております。こうした事態を憂慮した対馬では、10数年前
より韓国からの観光客誘致に努力。その結果、平成７年には
4,500人だった韓国の訪問客が18年には85,000人と200
倍近い数に膨れ上がりました。しかしそのことが逆に、対馬
に様々な被害や波紋を広げております。韓国人による土地や

建物の買収、店の品
物や旅館の備品の万
引き、アワビやサザ
エの密漁、更には
「対馬は韓国の領
土」と説明する韓国
人ガイドなど、「この
ままでは対馬は韓国
に取られてしまうの
では‥‥」との不安
な声が島民から囁か
れるようになりまし
た。
　対馬の住民の方に
出演して戴いて危機
的な実情をお話して
戴きました。また月
刊誌『諸君』や産経
新聞でも対馬問題が
取り上げられるなど、
時宜に適した企画と
なりました。

『日本のこころ－歌の玉手箱』

平成19年4月8日～平成19年5月13日
全6回　延べ15時間

　現在、福岡で活躍されているボーカリスト小柳有美さんを
パーソナリティに迎え、６回の番組を構成して戴きました。
明治から昭和初期にかけて作詞・作曲され、たくさんの日本
人に愛唱されてきた唱歌や童謡、戦後多くの国民に親しまれ
た懐かしい思い出の歌や愛唱歌など、リスナーの方々からの
リクエストにもお応えして、100曲近い曲をご紹介しました。
　また、日本の伝統的楽器である箏の美しい音色から、モン
ゴルのホーミーといわれる伝統的な発声法を用いての歌など、
日本人が日頃あまり聞くことの無い世界の伝統的な音楽もご
紹介戴きました。シリーズの最後は、作曲活動をされている
岩崎大輔氏をお迎えして、終戦60周年の節目に主催された
コンサートで特攻隊の方々のことを偲んで作られた曲を披露
して戴きました。
　日本人に歌い継がれてきた曲や歌詞の素晴らしさ、音楽
の持つ世界の広がりを堪能させて戴いたシリーズでした。

日本人の心に残る数多くの歌を紹介 伝統的な「厳原港まつり」も「対馬アリラ
ンまつり」の名称に奪われつつある

『安倍政権の成果を検証する』

平成19年8月19日～平成19年9月23日
全6回　延べ15時間

安倍晋三政権は9月12日突然の辞任発表で、僅か11ヵ月で
終わりました。
　しかし、その成果は評価すべきものが多くあります。
「戦後レジームからの脱却」を果たすことによって「美しい
国」日本を作るという明確な構想を描き、自民党結党以来の
目標である憲法改正を視野に国民投票法を成立させ、又60
年ぶりとなる教育基本法改正も実現させました。やつぎばや
に、重要法案を成立させたその政治姿勢は、新しい時代の
到来に期待を抱かせるものでした。
　また、成立した法案には他にも防衛省昇格、海洋基本法、
教育三法などがあり、さらに国内政策、外交政策においても
みるべきものが多数あります。短期間に挙げた安倍政権の
成果を検証し、その意味を考えていきます。

護衛艦「くらま」艦橋で観艦式に臨む安倍首相

『元寇と博多』

平成19年7月1日～平成19年8月12日
全6回　延べ15時間

　今から730年前、わが国は存亡の国難に襲われました。当時世界最
大最強を誇った元による来襲（蒙古襲来）であります。当時、ヨーロッ
パから亜細亜にまたがる大帝国を築いていた元（蒙古）は、文永11
年・弘安4年の二度に亙ってわが国に大軍を送り、侵略してきました。
　対馬や壱岐では凄惨な戦いを強いられ、博多でも苦戦を強いられ
ましたが、鎌倉武士は怯むことなく勇戦しました。二度に亙り元の侵
略を撃退した国は世界史に例はなく、それは神風という決して偶然の
産物による出来事ではありません。命を掛けて元軍に対峙した武士の
戦いあってのことであり、敵の意思をくじき、自然の猛威をも味方にす
る活躍をしたことがあげられます。ここ博多は元寇のゆかりの深い土
地であります。また元寇に関する多くの史跡や碑などが残されていま
す。元寇の顕彰運動は日本が近代国家への歩みを始めた明治時代の
中期より起り、今日、その痕跡（こんせき）が多く残っています。

昼夜を問わず元軍の船に襲撃をかける鎌倉武士

『明日の日本を担う大学生』

平成19年9月30日～平成19年11月11日
全6回　延べ15時間

　今回のシリーズでは、全九州学生文化会議で活躍している
大学生の取り組みについて紹介します。
　教育・経済・外交を始めとして、わが国の今後の行く末が
一体どうなるのか、との不安を抱く大学生達が、自らの足で
行動し、様々な活動に取り組んでいます。歴史を顧みれば、
いつの時代においても困難に立ち上がり、道を切り開いてき
たのは青年たちでした。その先人たちの志を鑑（かがみ）に
、大学生たちが日本の歴史伝統文化を勉強し、自ら教育実
践に取り組み、または海外に赴いてアジアの学生たちと交流
を深めています。
　大学生たちの団体名は、「全九州学生文化会議」。メンバ
ーは80名ほどです。

渡嘉敷島での集団自決で亡くなられた御霊を鎮める「白玉の
塔」の前にて
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『日韓の歴史認識を考える』

平成20年11月23日～平成20年12月28日
全6回　延べ15時間

　韓国に誕生した保守派のイ・ミョンバク大統領は、当選後
初の外国人記者団との会見で、対日関係については｢謝罪と
反省は求めない｣と明言しましたが、文部科学省が、竹島は日
本固有の領土である、と学習指導要領解説書に明記する方
針が報道されると、途端に、これまでの大統領と同じく日本
に抗議し、それを受けて日本側も譲歩してしまいました。又、
保守派からも期待されて誕生した麻生太郎首相も何のため
らいも無く｢村山首相談話｣を踏襲すると表明し、そのあおり
で、つい先日は事実をのべたにすぎない田母神空幕長の論
文が政府の方針に反するとして更迭されました。
　このようになるのは結局、われわれ日本人の日韓の歴史の
理解の実態が原因です。そこで、今回は日本人は日韓の歴史
をどう認識すべきなのか、を考えたいと思います。

大正１３年に日本が朝鮮に設立した京城帝国大学

『今上天皇の御跡をお偲びして』

　今年は平成の御代になって20年の節目の年です。この間、様々
な分野において変化に富む豊かで便利な時代が築かれてきまし
た。その一方で、国外では東西冷戦の終結、テロ戦争の勃発など
真の平和とは程遠く、また国内ではバブル崩壊、平成不況やたび
重なる大地震等の自然災害や地下鉄サリン事件などの凶悪犯罪
事件が起きるなど、多難な歳月でもありました。
　この中で、皇室は｢常に国民と苦楽を共に｣されて参りました。特
に自然災害で被害にあった方々には｢心の復興｣を祈って被災地
を御訪問され、また先の大戦で亡くなられた英霊の方々、ご遺族
の方々のことを常に心にとどめ戦没者の慰霊と世界平和への祈
りを捧げてこられました。国際社会では、御即位後、天皇皇后両陛
下がご訪問になったのは32ヶ国にものぼり、友好と親善の礎を築
いてこられました。
　本シリーズでは、｢全日本学生文化会議｣の活動を通じ、約20
年に及ぶ天皇陛下の御事跡をご紹介しつつ、皇室を中心とする
わが国の国柄の有難さについてご紹介してまいりたいと思います。

サイパンに慰霊御訪問され、バンザイクリフで黙祷を捧げら
れる天皇皇后両陛下

平成20年10月12日～平成20年11月9日
全5回　延べ12．5時間

『今上天皇の大御心』

平成19年12月16日～平成19年1月19日
全6回　延べ15時間

　来年は平成の御代になって20年を迎えます。この間、様々な分野に
おいて日進月歩の進化やＩＴ化、変化に富む豊かで便利な時代が築か
れてきましたが、その一方で、国外ではベルリンの壁崩壊、ソビエト共
産主義国家の終焉、東西冷戦の終結、テロ戦争の勃発など真の平和と
は程遠く、また国内ではバブルの崩壊、平成不況、阪神淡路大震災や
新潟県中越地震、台風などの自然災害やオウムサリン事件などの凶悪
な犯罪事件が起きるなど、多難な歳月でもありました。
　この中で、皇室は「常に国民と苦楽を共に」されて参りました。特に
自然災害や凶悪な犯罪、拉致事件で被害にあった方々には深く心を寄
せられ、また先の大戦で亡くなられた英霊の方々、遺族の方々のことは
常に心にとどめられ、国際社会では各国との友好親善に尽されて参り
ました。本シリーズでは約20年に及ぶ天皇陛下の御事跡をご紹介しつ
つ、皇室を中心とするわが国の国柄の有難さについて番組を展開して
参りたいと思います。

福岡県西方沖地震のお見舞いに玄界島をご訪問された天皇
皇后両陛下

『台湾に慰霊の真心を尽して』

平成20年3月9日～平成20年4月13日
全6回　延べ15時間

　わが国・日本と台湾は共通項が沢山あります。①島国であること、
②敗戦国であること、③戦後長期に亘って異民族支配（占領）され
たこと、④憲法を押付けられたこと、⑤敗戦利得者たる反国家分子
の定着を許してしまったこと。台湾の李登輝前総統の卓越している
ことは、50年間の日本統治時代にしっかりと形づくられた台湾深
部の親日度・愛日度にスポットをあて発言の機会を与え、市民権を
与えたことだと思います。つまり、大いに露出させたことです。これ
で台湾の中の「ニッポン」は再び躍動を開始するに至ったわけです。
李登輝氏の優れているもののひとつに次の点もあると思います。大
東亜戦争の戦死者（日本側）の名誉回復に全力を傾注して下さった
ことです。本国・日本では逆に、旧軍の戦死者にははれものにさわ
るような形で多くの為政者は冷たいものです。しかし、この李登輝
氏もかっての日本統治の中で育った人格であるゆえ、私たちは台湾
に行くことでかつてのわが国に出会うことができると思っています。

台日文化経濟協会の方々との魂の交流の昼食会

『福田政権下の危険な政治課題』

平成20年1月27日～平成20年3月2日
全6回　延べ15時間

　「戦後レジームからの脱却」を掲げ、占領遺制の克服に向
け着々と成果を収めていた安倍内閣の後に誕生した福田内
閣は、安倍前首相の改革とはおよそ反対の「戦後レジームの
固定化」とも言うべきものでした。このシリーズでは、福田内
閣で再燃した人権擁護法案や外国人地方参政権付与の問題
をはじめ、更には地方自治基本条例、深刻な学力低下に対
する教育施策、また十年で驚くべき躍進を遂げている中国の
実情や学生の台湾訪問による報告を紹介しながら、わが国
の直面する問題や将来への課題について討論しました。改
めて一国の宰相の信念・哲学、戦略・構想力、指導力に国家
の浮沈があることを感じさせられた内容でした。

胡錦濤・中国国家主席を首相官邸に迎える福田首相

『新教育基本法のめざすもの』

平成20年6月1日～平成20年7月6日
全6回　延べ15時間

　教育基本法は、我が国の教育に関する最も根本的な法律
です。教育に関する様々な法令の運用や解釈の基準となる
性格を持っていますので、教育の「憲法」とも言われています。
　この教育基本法が、昭和22年3月31日の施行以来実に59
年ぶりに全面的に改正され、平成18年12月22日に交布・施
行されました。現在は、この新教育基本法のもとに関係法が
順次改正され、学校教育や学習指導要領が大きく変わりつ
つあります。「新教育基本法のめざすもの」と題したこのシリ
ーッズでは、教育の再生によって国家の再生を果たしてきた
イギリスやアメリカの例も紹介しながら、新教育基本法の異
議や我が国の教育の方向性について考えていきたいと思い
ます。

2,500名が集まった日比谷公会堂での『教育基本法改正を求
める中央国民大会』

『環境問題への疑問』

平成20年4月20日～平成20年5月25日
全6回　延べ15時間

　環境に配慮することは誰も反対しないし誰にも反対のでき
ない命題です。したがって環境問題で一見良さそうに見える
と深く考えもしないで、又吟味もしないで納得してしまう傾
向があります。特にテレビ、新聞などのマスコミが事実を誇
張したり、伝えるべき情報をきちんと報じていない場合は、マ
スコミの誘導する方向を盲信してしまい、真実を見失うとい
う危険があります。
　しかし、環境問題には、実はよく見ると、ウソやごまかしが
沢山あるというのが現実です。今回のシリーズではこれらの
問題点を議論してまいります。

環境問題のトリックを解明し、安易なリサイクル推進運動に警
鐘を鳴らす同書

『となりの国、中華人民
共和国をよく知ろう』

　中国については、4年前のサッカーアジア大会における中
国の反日行動や、今年に入り、中国製毒ギョーザ事件の中国
の対応、チベットの抗議に対するチベット人殺害、聖火リレ
ー抗議への中国の対応、そして四川大地震での中国の実態
などを、テレビの映像で見て、日本とはかなり違う国だなとの
認識が少しずつ、日本人の間に広がっているのも事実です。
　又、一方では、日本人は先の戦争の間中国で酷いことをし
た、との誤った歴史認識は依然として是正されずにいます。
この贖罪意識は中国問題での日本の行き過ぎた譲歩につな
がり、日本の国益を大きく損ねています。
　そこで、今回は、我々の中国を見る際の一つの材料として、
毛沢東率いる中国共産党が結党以来何をしてきたのかをと
りあげたいと思います。

「東トルキスタン」の旗を掲げてワシントン市内をデモ行進す
る在米ウイグル人

平成20年7月13日～平成20年8月24日
全6回　延べ15時間

『日本人と中国人はこれほども違う』

　開会前は賛否両論が巻き起こった北京オリンピックは、中
国の実情を世界中にハッキリと明らかにして終わりました。
大量のメダル獲得という光と、情報の隠蔽という影、その両
面とが一党独裁による専制政治がもたらすものであることが
改めて思い知らされました。
　そしてオリンピック世界一という結果は、中国人に大陸の
驕りを生むだけなのか、そして世界に大迷惑を撒き散らすの
か。それとも北京五輪決定に世界が期待した中国の民主化、
世界との強調が果たして進むのか。
　それは、ひとえに、日本人を含めた世界が、中国に対して
今後如何なる対応を取るのかに係っています。72年前のベ
ルリン五輪開催がナチス・ヒットラーの災いを生んだ教訓と
反省をどう活かすかに係っています。中国と正しく付き合う
ためには、まず中国人を正しく知ることから始めるしかあり
ません。

平成20年8月31日～平成20年10月5日
全6回　延べ15時間

中国人犯罪者と真向かってきた、元刑事・北京語の通訳捜査官が語る
中国人の正体

―『日曜討論』をいつでも、どこでも、どなたでもー
待望のアーカイブス化事業、只今、推進中！

『StyleFM日曜討論』（旧『FM-MiMi日曜討論』）は、番組開始の平成15
年10月以来、放送回数352回、880時間（平成22年6月30日現在）の番
組を放送してまいりました。支える会では、この放送内容を全てＣＤやＭＤ
などの録音媒体として保管しております。現在、放送局（福岡コミュニティ
放送株式会社）の全面的ご協力をいただき、過去の全放送内容をインター
ネット上で皆様にお聴きいただけるよう、アーカイブス化事業を推進中で
す。これにより、放送済みの番組が『いつでも、どこでも、どなたでも』お聴き
いただけるようになります。
　「支える会」ではこのアーカイブス化事業を早期貫徹するためにも、ご支
援いただける新会員を募集しております。詳しい内容につきましては「支え
る会」事務局までご連絡いただければ、案内資料をお送りいたします。
連絡先電話番号は年中無休で092-722-0021（ＦＡＸ092-725-3190）
です。

『日台魂の絆・十年』

　平成11年に始まった｢日華(台)親善友好慰霊訪問団｣は昨
年で10回目を迎えました。｢英霊顕彰なくして誠の家族(兄弟)
交流なく、その絆と広がりなくして日台両国の国交回復なし｣を
モットーに、昨年まで10回に亙って親善友好慰霊訪問が行わ
れました。その間、訪問団の参加者は延べ261人を数え、また
訪問団と縁故のできた方々は504人を数えました。先の大戦
で日本人として亡くなった3万3千余柱の方々に感謝と追悼の
誠を捧げることが、台湾の方 と々の心からの信頼関係を築き、
魂の交流に繋がっています。
　格言にも｢十年偉大なり、二十年畏るべし、三十年にして歴
史なる｣とありますように、この10年間の足跡には数々の成果
が挙がっています。台湾訪問団の様々な体験を通して生まれた
成果を踏まえ、日本と運命共同体である台湾との今後の関係
についてご紹介します。

『日本は侵略国家であったのか』

　　昨年11月、当時の田母神航空幕僚長が民間の懸賞論文
に応募した論文｢日本は侵略国家であったのか｣が村山談話
を踏襲するとした麻生内閣の方針に反したとして更迭されまし
た。田母神航空幕僚長の主張は、国の安全を命がけ守る使命
を負う自衛隊員には愛国心がなければその重責を果たすこと
ができない、そのためには我が先人達の歴史を正しく知る必
要がある、日本の近代史を直視すれば、我国が侵略国家であ
るとの決め付けは間違である、歴史を失った民族は衰退する、
というものでした。大東亜戦争終結後、60数年を経過し、社会
を動かす役割を担うのは、戦前の日本を断罪する自虐史観の
歴史教育、マスコミ報道などに洗脳されたままであり、そのこと
が日本の安全保障、日中・日韓外交に悪影響を与えています。
今こそ、正しい日本の近現代史を取り戻さないと、日本は歴史
を失い衰退するしかありません。

「日本は侵略国家ではない」との田母神前航空幕僚長の発言
に国民の６割が支持

平成21年1月11日～平成21年2月15日　
全6回　延べ15時間

平成21年2月22日～平成21年3月29日
全6回　延べ15時間

「英魂観音亭」と「霊安故郷」の慰霊碑の前にて、毎年行われる「原台湾人
元日本兵軍人軍属戦歿者大慰霊祭」
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『日韓の歴史認識を考える』

平成20年11月23日～平成20年12月28日
全6回　延べ15時間

　韓国に誕生した保守派のイ・ミョンバク大統領は、当選後
初の外国人記者団との会見で、対日関係については｢謝罪と
反省は求めない｣と明言しましたが、文部科学省が、竹島は日
本固有の領土である、と学習指導要領解説書に明記する方
針が報道されると、途端に、これまでの大統領と同じく日本
に抗議し、それを受けて日本側も譲歩してしまいました。又、
保守派からも期待されて誕生した麻生太郎首相も何のため
らいも無く｢村山首相談話｣を踏襲すると表明し、そのあおり
で、つい先日は事実をのべたにすぎない田母神空幕長の論
文が政府の方針に反するとして更迭されました。
　このようになるのは結局、われわれ日本人の日韓の歴史の
理解の実態が原因です。そこで、今回は日本人は日韓の歴史
をどう認識すべきなのか、を考えたいと思います。

大正１３年に日本が朝鮮に設立した京城帝国大学

『今上天皇の御跡をお偲びして』

　今年は平成の御代になって20年の節目の年です。この間、様々
な分野において変化に富む豊かで便利な時代が築かれてきまし
た。その一方で、国外では東西冷戦の終結、テロ戦争の勃発など
真の平和とは程遠く、また国内ではバブル崩壊、平成不況やたび
重なる大地震等の自然災害や地下鉄サリン事件などの凶悪犯罪
事件が起きるなど、多難な歳月でもありました。
　この中で、皇室は｢常に国民と苦楽を共に｣されて参りました。特
に自然災害で被害にあった方々には｢心の復興｣を祈って被災地
を御訪問され、また先の大戦で亡くなられた英霊の方々、ご遺族
の方々のことを常に心にとどめ戦没者の慰霊と世界平和への祈
りを捧げてこられました。国際社会では、御即位後、天皇皇后両陛
下がご訪問になったのは32ヶ国にものぼり、友好と親善の礎を築
いてこられました。
　本シリーズでは、｢全日本学生文化会議｣の活動を通じ、約20
年に及ぶ天皇陛下の御事跡をご紹介しつつ、皇室を中心とする
わが国の国柄の有難さについてご紹介してまいりたいと思います。

サイパンに慰霊御訪問され、バンザイクリフで黙祷を捧げら
れる天皇皇后両陛下

平成20年10月12日～平成20年11月9日
全5回　延べ12．5時間

『今上天皇の大御心』

平成19年12月16日～平成19年1月19日
全6回　延べ15時間

　来年は平成の御代になって20年を迎えます。この間、様々な分野に
おいて日進月歩の進化やＩＴ化、変化に富む豊かで便利な時代が築か
れてきましたが、その一方で、国外ではベルリンの壁崩壊、ソビエト共
産主義国家の終焉、東西冷戦の終結、テロ戦争の勃発など真の平和と
は程遠く、また国内ではバブルの崩壊、平成不況、阪神淡路大震災や
新潟県中越地震、台風などの自然災害やオウムサリン事件などの凶悪
な犯罪事件が起きるなど、多難な歳月でもありました。
　この中で、皇室は「常に国民と苦楽を共に」されて参りました。特に
自然災害や凶悪な犯罪、拉致事件で被害にあった方々には深く心を寄
せられ、また先の大戦で亡くなられた英霊の方々、遺族の方々のことは
常に心にとどめられ、国際社会では各国との友好親善に尽されて参り
ました。本シリーズでは約20年に及ぶ天皇陛下の御事跡をご紹介しつ
つ、皇室を中心とするわが国の国柄の有難さについて番組を展開して
参りたいと思います。

福岡県西方沖地震のお見舞いに玄界島をご訪問された天皇
皇后両陛下

『台湾に慰霊の真心を尽して』

平成20年3月9日～平成20年4月13日
全6回　延べ15時間

　わが国・日本と台湾は共通項が沢山あります。①島国であること、
②敗戦国であること、③戦後長期に亘って異民族支配（占領）され
たこと、④憲法を押付けられたこと、⑤敗戦利得者たる反国家分子
の定着を許してしまったこと。台湾の李登輝前総統の卓越している
ことは、50年間の日本統治時代にしっかりと形づくられた台湾深
部の親日度・愛日度にスポットをあて発言の機会を与え、市民権を
与えたことだと思います。つまり、大いに露出させたことです。これ
で台湾の中の「ニッポン」は再び躍動を開始するに至ったわけです。
李登輝氏の優れているもののひとつに次の点もあると思います。大
東亜戦争の戦死者（日本側）の名誉回復に全力を傾注して下さった
ことです。本国・日本では逆に、旧軍の戦死者にははれものにさわ
るような形で多くの為政者は冷たいものです。しかし、この李登輝
氏もかっての日本統治の中で育った人格であるゆえ、私たちは台湾
に行くことでかつてのわが国に出会うことができると思っています。

台日文化経濟協会の方々との魂の交流の昼食会

『福田政権下の危険な政治課題』

平成20年1月27日～平成20年3月2日
全6回　延べ15時間

　「戦後レジームからの脱却」を掲げ、占領遺制の克服に向
け着々と成果を収めていた安倍内閣の後に誕生した福田内
閣は、安倍前首相の改革とはおよそ反対の「戦後レジームの
固定化」とも言うべきものでした。このシリーズでは、福田内
閣で再燃した人権擁護法案や外国人地方参政権付与の問題
をはじめ、更には地方自治基本条例、深刻な学力低下に対
する教育施策、また十年で驚くべき躍進を遂げている中国の
実情や学生の台湾訪問による報告を紹介しながら、わが国
の直面する問題や将来への課題について討論しました。改
めて一国の宰相の信念・哲学、戦略・構想力、指導力に国家
の浮沈があることを感じさせられた内容でした。

胡錦濤・中国国家主席を首相官邸に迎える福田首相

『新教育基本法のめざすもの』

平成20年6月1日～平成20年7月6日
全6回　延べ15時間

　教育基本法は、我が国の教育に関する最も根本的な法律
です。教育に関する様々な法令の運用や解釈の基準となる
性格を持っていますので、教育の「憲法」とも言われています。
　この教育基本法が、昭和22年3月31日の施行以来実に59
年ぶりに全面的に改正され、平成18年12月22日に交布・施
行されました。現在は、この新教育基本法のもとに関係法が
順次改正され、学校教育や学習指導要領が大きく変わりつ
つあります。「新教育基本法のめざすもの」と題したこのシリ
ーッズでは、教育の再生によって国家の再生を果たしてきた
イギリスやアメリカの例も紹介しながら、新教育基本法の異
議や我が国の教育の方向性について考えていきたいと思い
ます。

2,500名が集まった日比谷公会堂での『教育基本法改正を求
める中央国民大会』

『環境問題への疑問』

平成20年4月20日～平成20年5月25日
全6回　延べ15時間

　環境に配慮することは誰も反対しないし誰にも反対のでき
ない命題です。したがって環境問題で一見良さそうに見える
と深く考えもしないで、又吟味もしないで納得してしまう傾
向があります。特にテレビ、新聞などのマスコミが事実を誇
張したり、伝えるべき情報をきちんと報じていない場合は、マ
スコミの誘導する方向を盲信してしまい、真実を見失うとい
う危険があります。
　しかし、環境問題には、実はよく見ると、ウソやごまかしが
沢山あるというのが現実です。今回のシリーズではこれらの
問題点を議論してまいります。

環境問題のトリックを解明し、安易なリサイクル推進運動に警
鐘を鳴らす同書

『となりの国、中華人民
共和国をよく知ろう』

　中国については、4年前のサッカーアジア大会における中
国の反日行動や、今年に入り、中国製毒ギョーザ事件の中国
の対応、チベットの抗議に対するチベット人殺害、聖火リレ
ー抗議への中国の対応、そして四川大地震での中国の実態
などを、テレビの映像で見て、日本とはかなり違う国だなとの
認識が少しずつ、日本人の間に広がっているのも事実です。
　又、一方では、日本人は先の戦争の間中国で酷いことをし
た、との誤った歴史認識は依然として是正されずにいます。
この贖罪意識は中国問題での日本の行き過ぎた譲歩につな
がり、日本の国益を大きく損ねています。
　そこで、今回は、我々の中国を見る際の一つの材料として、
毛沢東率いる中国共産党が結党以来何をしてきたのかをと
りあげたいと思います。

「東トルキスタン」の旗を掲げてワシントン市内をデモ行進す
る在米ウイグル人

平成20年7月13日～平成20年8月24日
全6回　延べ15時間

『日本人と中国人はこれほども違う』

　開会前は賛否両論が巻き起こった北京オリンピックは、中
国の実情を世界中にハッキリと明らかにして終わりました。
大量のメダル獲得という光と、情報の隠蔽という影、その両
面とが一党独裁による専制政治がもたらすものであることが
改めて思い知らされました。
　そしてオリンピック世界一という結果は、中国人に大陸の
驕りを生むだけなのか、そして世界に大迷惑を撒き散らすの
か。それとも北京五輪決定に世界が期待した中国の民主化、
世界との強調が果たして進むのか。
　それは、ひとえに、日本人を含めた世界が、中国に対して
今後如何なる対応を取るのかに係っています。72年前のベ
ルリン五輪開催がナチス・ヒットラーの災いを生んだ教訓と
反省をどう活かすかに係っています。中国と正しく付き合う
ためには、まず中国人を正しく知ることから始めるしかあり
ません。

平成20年8月31日～平成20年10月5日
全6回　延べ15時間

中国人犯罪者と真向かってきた、元刑事・北京語の通訳捜査官が語る
中国人の正体

―『日曜討論』をいつでも、どこでも、どなたでもー
待望のアーカイブス化事業、只今、推進中！

『StyleFM日曜討論』（旧『FM-MiMi日曜討論』）は、番組開始の平成15
年10月以来、放送回数352回、880時間（平成22年6月30日現在）の番
組を放送してまいりました。支える会では、この放送内容を全てＣＤやＭＤ
などの録音媒体として保管しております。現在、放送局（福岡コミュニティ
放送株式会社）の全面的ご協力をいただき、過去の全放送内容をインター
ネット上で皆様にお聴きいただけるよう、アーカイブス化事業を推進中で
す。これにより、放送済みの番組が『いつでも、どこでも、どなたでも』お聴き
いただけるようになります。
　「支える会」ではこのアーカイブス化事業を早期貫徹するためにも、ご支
援いただける新会員を募集しております。詳しい内容につきましては「支え
る会」事務局までご連絡いただければ、案内資料をお送りいたします。
連絡先電話番号は年中無休で092-722-0021（ＦＡＸ092-725-3190）
です。

『日台魂の絆・十年』

　平成11年に始まった｢日華(台)親善友好慰霊訪問団｣は昨
年で10回目を迎えました。｢英霊顕彰なくして誠の家族(兄弟)
交流なく、その絆と広がりなくして日台両国の国交回復なし｣を
モットーに、昨年まで10回に亙って親善友好慰霊訪問が行わ
れました。その間、訪問団の参加者は延べ261人を数え、また
訪問団と縁故のできた方々は504人を数えました。先の大戦
で日本人として亡くなった3万3千余柱の方々に感謝と追悼の
誠を捧げることが、台湾の方 と々の心からの信頼関係を築き、
魂の交流に繋がっています。
　格言にも｢十年偉大なり、二十年畏るべし、三十年にして歴
史なる｣とありますように、この10年間の足跡には数々の成果
が挙がっています。台湾訪問団の様々な体験を通して生まれた
成果を踏まえ、日本と運命共同体である台湾との今後の関係
についてご紹介します。

『日本は侵略国家であったのか』

　　昨年11月、当時の田母神航空幕僚長が民間の懸賞論文
に応募した論文｢日本は侵略国家であったのか｣が村山談話
を踏襲するとした麻生内閣の方針に反したとして更迭されまし
た。田母神航空幕僚長の主張は、国の安全を命がけ守る使命
を負う自衛隊員には愛国心がなければその重責を果たすこと
ができない、そのためには我が先人達の歴史を正しく知る必
要がある、日本の近代史を直視すれば、我国が侵略国家であ
るとの決め付けは間違である、歴史を失った民族は衰退する、
というものでした。大東亜戦争終結後、60数年を経過し、社会
を動かす役割を担うのは、戦前の日本を断罪する自虐史観の
歴史教育、マスコミ報道などに洗脳されたままであり、そのこと
が日本の安全保障、日中・日韓外交に悪影響を与えています。
今こそ、正しい日本の近現代史を取り戻さないと、日本は歴史
を失い衰退するしかありません。

「日本は侵略国家ではない」との田母神前航空幕僚長の発言
に国民の６割が支持

平成21年1月11日～平成21年2月15日　
全6回　延べ15時間

平成21年2月22日～平成21年3月29日
全6回　延べ15時間

「英魂観音亭」と「霊安故郷」の慰霊碑の前にて、毎年行われる「原台湾人
元日本兵軍人軍属戦歿者大慰霊祭」
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『日韓歴史問題の争点』

平成21年10月18日～平成21年11月22日
全6回　延べ15時間

　歴史認識とは国によって異なるものであり、双方がお互いに
認め合うしかないという性質のものです。例えば、アメリカの初
代大統領ジョージ・ワシントンはアメリカから見れば独立戦争
の英雄だが、イギリスから見れば反乱軍の首領です。同一の
歴史的出来事でも双方で見方が異なるのです。そしてこの違
いを双方が認め合うことを前提としないと国家の歴史認識の
対立はなくなりません。一方が他方に譲歩することで決着はつ
かないのです。
　日韓関係の対立は殆どが歴史認識の違いに原因があると
いっても過言ではありません。日本の立場を主張すればそれに
韓国が激しく対立し、韓国の主張にも日本の立場は譲れませ
ん。日韓の歴史認識の対立の原因は何なのか、その背景に焦
点を当て、日韓歴史問題を議論したいと思います。

『日韓併合100年を考える』

平成21年8月9日～平成21年9月27日
全6回　延べ15時間

　来年は明治43年（1910）に日本が韓国を併合してから丁
度100年にあたります。民主党の鳩山由紀夫氏は6月に代表
就任して間もなく韓国を訪問し、「民主党が政権をとれば日韓
併合100年と関連して適切なメッセージを出すだろう」などと
非常に気掛かりな発言をしています。またＮＨＫが韓国を訪問
し、韓国の学者に「朝鮮植民地時代の不当性を証明できる資
料はどんなものがあるか･･･」と尋ねたそうです。さらに、国内に
も朝鮮半島植民地時代を反省し謝罪しろと主張する学者や団
体が新たな活動をしています。
　日韓の過去の清算は昭和40年（1965）年の日韓基本条約
で済んでいます。韓国は歴史問題を事ある毎に蒸し返し、自ら
に都合の良いように歴史事実を歪曲して、日本人に対して韓
国の歴史解釈を押し付けてきます。彼らの主張に譲歩すること
は、わが先人に対する現代の日本人の背信行為です。日韓併
合100年を前に、日韓併合のありのままを検証していきます。

『北朝鮮の核兵器にいかに対抗するか』

平成21年6月28日～平成21年8月2日
全6回　延べ15時間

　去る5月25日、北朝鮮は2回目の核実験を実施しました。こ
れまでの、世界による北朝鮮の核武装に対する阻止の圧力が
失敗したことになります。これで我が国の周囲の国がすべて核
兵器保有国という状況の固定化がはっきりしてきました。
　戦後の日本はアメリカに追随していればボロを出さずに経
済的繁栄を謳歌できました。しかし、ソ連崩壊後の世界は、ある
意味で弱肉強食の時代です。アメリカもかつての世界最強の
経済力と軍事大国を誇ることができるか不透明になっており、
今や中国の経済と軍事力はこれまでのようには無視できない
事態になっています。つまり、今の日本は幕末と同じ状況です。
欧米の代わりに、反日を国是とする一党独裁の中国と北朝鮮
が我々を圧迫しているのです。
　この先、如何にすれば、日本は国家として再生し、繁栄を維
持し、没落から免れることができるのかを議論していきます。

北朝鮮が発射したテポドン２号(平成21年４月５日) 朝鮮総督府が作成した日本語とハングル語を併記した教科書。
日本は学校を設立し、ハングル語を教えた

『英霊顕彰と日台魂の絆』

平成22年3月7日～平成22年4月11日
全6回　延べ15時間

　平成11年に始まった「日華(台)親善友好慰霊訪問団」は昨
年で11回目を迎えました。「英霊顕彰なくして誠の家族(兄弟)
交流なく　その絆と広がりなくして日台両国の国交回復なし」
をモットーに、昨年まで11回に亙って親善友好慰霊訪問が行
われました。先の大戦で日本人として亡くなられた3万3千余
柱の方々に感謝と追悼の誠を捧げることが、台湾の方 と々の
心からの信頼関係を築き、魂の交流に繋がっています。
　昨年は、訪問団に初めて外国人の方が参加されました。英
国より苛烈な植民地支配を受けたスリランカ人のウィクラマ
ス・レンドラー・サニーさんは、ご自身の経験から「日本の統治
を受けた台湾人が日本人に感謝しているはずはない」との信
念から慰霊訪問団に参加されました。しかし、僅か2日目にして
行く先々で台湾人が日本人に感謝している姿を目の当たりに
し、日本が台湾で行った統治に偉大さに考え方を新たにされ
ました。

『永住外国人地方参政権は
百害あって一利なし』

平成22年2月7日～平成22年2月28日
全4回　延べ10時間

　戦後の日本は、国家であることを止め、経済活動をする人間
達の集まる場所に過ぎない、と言った人がいましたが、その究
極の姿が、現在、民主党政権が成立を目指す、永住外国人参
政権付与法案です。敗戦後、戦前の日本はすべて悪でアジア
を侵略した悪い国であるとの刷り込みが、教育、出版、マスメ
ディアに蔓延し、その毒害を取り除くことが出来ないままに来ま
した。それでも、戦前の真実の姿を知る世代が目を光らせてい
る間は、それなりのことが通用してきました。しかし、戦後生れ
の日本罪悪史観に洗脳された世代が社会の重要な地位を占
め、保守から左翼に政権が移った途端に、その影響が一挙に
現れました。｢日本は日本人の所有だという考えは、思い上がり
もはなはだしい｣「日本列島は日本人だけのものではない」等、
とてもまともな政治家とは思えない事を公言する人間が、今、わ
が国の総理大臣なのです。この亡国の総理大臣の内閣が成立
を図ろうとしている永住外国人参政権問題を議論してまいりま
す。

『心に留めたい日本の歴史・日本人①②』

平成21年11月29日～平成22年1月17日
平成22年1月24日～平成22年1月31日

全8回　延べ20時間
　我が国の歴史について人々がその認識を形成するのは、普
通、学校教育であったりテレビ、映画、新聞等のマスメディアに
よってです。
　現在の学校教育の歴史教科書が自虐史観の影響下にある
ことは、「新しい歴史教科書をつくる会」の活動により知られる
ようになってきましたが、自虐史観は歴史教科書ばかりではあ
りません。ＮＨＫはじめ民放各局も日本の過去の歴史について、
ことさらに否定的側面を強調し一方的立場からの意見を紹介
する番組を放送しています。そのいい実例が今年の4月にＮＨ
Ｋが放送した「JAPANデビュー」です。悪質といってもいいほど
の番組でした。
　どの国の歴史にも“光”と“影”があります。光だけを強調して
も、影だけを暴いても、歴史は見えてきません。歴史は民族の自
画像ともいいます。歴史的出来事あるいは歴史上の日本人を
通じて日本の自画像に迫りたいと思います。

米国のポーツマスで日露講和会議(明治38年８月14日)。
手前が日本代表団、向かい側がロシア代表団

『国の安全・食の安全・身の安全』

平成21年5月17日～平成21年6月21日
全6回　延べ15時間

　｢安全・安心｣は私たちが幸福な生活を営む上で大変重要
な要素です。嘗てわが国は、治安が世界で最も良く、地域共
同体の結びつきが強く、安心して暮らせる社会でありました。
しかし、世の中の進展に伴ない、政治、経済、食料や人の交
流が活発化、グローバル化していくことで、課題も明らかに
なって参りました。数年前発生したサーズ(急性肺炎)や現在
注意意識が喚起されている新型インフルエンザ問題、さらに
は昨年起こった金融不況など、私たちの｢安全・安心｣が世界
的規模で、また国際社会の動向にまで左右されるようになっ
てきました。当シリーズでは、国の安全、食糧問題あるいはパ
ンデミックを引き起こすとも言われている新型インフルエン
ザの問題など、私たちの身近な｢安全・安心｣に関わる問題を
取り上げていきたいと思います。

感染すれば致死率が高い新型インフルエンザのへの警告と
対策の書

『私たちの領土は私たちで守ろう』

　領土は国家成立のための必須条件の一つです。領土を持
たない民族の悲惨さはパレスチナ人、クルド人、ロマ人などを
例に挙げれば一目瞭然である。しかし、現在の日本人には自ら
領土の有り難さが全く分かっていない。領土は失くしてしまって
からその価値に気づいても手遅れです。
　日本以外では、領土は死活問題との認識が国民の常識であ
り、イザとならば戦争に訴えてでも守っています。又、最近は中
国、インドなどの台頭により資源食料争奪戦が熾烈さを増す
中、領土問題は私たちの世代のみならず子孫にも及ぶ課題と
なっています。
　今回、日本青年会議所が領土問題100万人署名運動を始
めている今、あらためて日本の領土問題を考えてみたいと思
います。

僅か５０ｋｍの距離で韓国と対峙する、対馬の北端の航空自衛
隊海栗島分屯基地

平成21年4月5日～平成21年5月10日
全6回　延べ15時間

第11次訪問団に初めて外国人が参加。英国の植民地支配を
受けたスリランカ出身のウィクラマスレンドラ・サニー氏(右)

外国人参政権反対の国民大会に全国から１万名が結集
(平成22年４月11日／日本武道館)

日韓併合時代に朝鮮は近代化。ソウル・南大門通り(昭和11年)
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『日韓歴史問題の争点』

平成21年10月18日～平成21年11月22日
全6回　延べ15時間

　歴史認識とは国によって異なるものであり、双方がお互いに
認め合うしかないという性質のものです。例えば、アメリカの初
代大統領ジョージ・ワシントンはアメリカから見れば独立戦争
の英雄だが、イギリスから見れば反乱軍の首領です。同一の
歴史的出来事でも双方で見方が異なるのです。そしてこの違
いを双方が認め合うことを前提としないと国家の歴史認識の
対立はなくなりません。一方が他方に譲歩することで決着はつ
かないのです。
　日韓関係の対立は殆どが歴史認識の違いに原因があると
いっても過言ではありません。日本の立場を主張すればそれに
韓国が激しく対立し、韓国の主張にも日本の立場は譲れませ
ん。日韓の歴史認識の対立の原因は何なのか、その背景に焦
点を当て、日韓歴史問題を議論したいと思います。

『日韓併合100年を考える』

平成21年8月9日～平成21年9月27日
全6回　延べ15時間

　来年は明治43年（1910）に日本が韓国を併合してから丁
度100年にあたります。民主党の鳩山由紀夫氏は6月に代表
就任して間もなく韓国を訪問し、「民主党が政権をとれば日韓
併合100年と関連して適切なメッセージを出すだろう」などと
非常に気掛かりな発言をしています。またＮＨＫが韓国を訪問
し、韓国の学者に「朝鮮植民地時代の不当性を証明できる資
料はどんなものがあるか･･･」と尋ねたそうです。さらに、国内に
も朝鮮半島植民地時代を反省し謝罪しろと主張する学者や団
体が新たな活動をしています。
　日韓の過去の清算は昭和40年（1965）年の日韓基本条約
で済んでいます。韓国は歴史問題を事ある毎に蒸し返し、自ら
に都合の良いように歴史事実を歪曲して、日本人に対して韓
国の歴史解釈を押し付けてきます。彼らの主張に譲歩すること
は、わが先人に対する現代の日本人の背信行為です。日韓併
合100年を前に、日韓併合のありのままを検証していきます。

『北朝鮮の核兵器にいかに対抗するか』

平成21年6月28日～平成21年8月2日
全6回　延べ15時間

　去る5月25日、北朝鮮は2回目の核実験を実施しました。こ
れまでの、世界による北朝鮮の核武装に対する阻止の圧力が
失敗したことになります。これで我が国の周囲の国がすべて核
兵器保有国という状況の固定化がはっきりしてきました。
　戦後の日本はアメリカに追随していればボロを出さずに経
済的繁栄を謳歌できました。しかし、ソ連崩壊後の世界は、ある
意味で弱肉強食の時代です。アメリカもかつての世界最強の
経済力と軍事大国を誇ることができるか不透明になっており、
今や中国の経済と軍事力はこれまでのようには無視できない
事態になっています。つまり、今の日本は幕末と同じ状況です。
欧米の代わりに、反日を国是とする一党独裁の中国と北朝鮮
が我々を圧迫しているのです。
　この先、如何にすれば、日本は国家として再生し、繁栄を維
持し、没落から免れることができるのかを議論していきます。

北朝鮮が発射したテポドン２号(平成21年４月５日) 朝鮮総督府が作成した日本語とハングル語を併記した教科書。
日本は学校を設立し、ハングル語を教えた

『英霊顕彰と日台魂の絆』

平成22年3月7日～平成22年4月11日
全6回　延べ15時間

　平成11年に始まった「日華(台)親善友好慰霊訪問団」は昨
年で11回目を迎えました。「英霊顕彰なくして誠の家族(兄弟)
交流なく　その絆と広がりなくして日台両国の国交回復なし」
をモットーに、昨年まで11回に亙って親善友好慰霊訪問が行
われました。先の大戦で日本人として亡くなられた3万3千余
柱の方々に感謝と追悼の誠を捧げることが、台湾の方 と々の
心からの信頼関係を築き、魂の交流に繋がっています。
　昨年は、訪問団に初めて外国人の方が参加されました。英
国より苛烈な植民地支配を受けたスリランカ人のウィクラマ
ス・レンドラー・サニーさんは、ご自身の経験から「日本の統治
を受けた台湾人が日本人に感謝しているはずはない」との信
念から慰霊訪問団に参加されました。しかし、僅か2日目にして
行く先々で台湾人が日本人に感謝している姿を目の当たりに
し、日本が台湾で行った統治に偉大さに考え方を新たにされ
ました。

『永住外国人地方参政権は
百害あって一利なし』

平成22年2月7日～平成22年2月28日
全4回　延べ10時間

　戦後の日本は、国家であることを止め、経済活動をする人間
達の集まる場所に過ぎない、と言った人がいましたが、その究
極の姿が、現在、民主党政権が成立を目指す、永住外国人参
政権付与法案です。敗戦後、戦前の日本はすべて悪でアジア
を侵略した悪い国であるとの刷り込みが、教育、出版、マスメ
ディアに蔓延し、その毒害を取り除くことが出来ないままに来ま
した。それでも、戦前の真実の姿を知る世代が目を光らせてい
る間は、それなりのことが通用してきました。しかし、戦後生れ
の日本罪悪史観に洗脳された世代が社会の重要な地位を占
め、保守から左翼に政権が移った途端に、その影響が一挙に
現れました。｢日本は日本人の所有だという考えは、思い上がり
もはなはだしい｣「日本列島は日本人だけのものではない」等、
とてもまともな政治家とは思えない事を公言する人間が、今、わ
が国の総理大臣なのです。この亡国の総理大臣の内閣が成立
を図ろうとしている永住外国人参政権問題を議論してまいりま
す。

『心に留めたい日本の歴史・日本人①②』

平成21年11月29日～平成22年1月17日
平成22年1月24日～平成22年1月31日

全8回　延べ20時間
　我が国の歴史について人々がその認識を形成するのは、普
通、学校教育であったりテレビ、映画、新聞等のマスメディアに
よってです。
　現在の学校教育の歴史教科書が自虐史観の影響下にある
ことは、「新しい歴史教科書をつくる会」の活動により知られる
ようになってきましたが、自虐史観は歴史教科書ばかりではあ
りません。ＮＨＫはじめ民放各局も日本の過去の歴史について、
ことさらに否定的側面を強調し一方的立場からの意見を紹介
する番組を放送しています。そのいい実例が今年の4月にＮＨ
Ｋが放送した「JAPANデビュー」です。悪質といってもいいほど
の番組でした。
　どの国の歴史にも“光”と“影”があります。光だけを強調して
も、影だけを暴いても、歴史は見えてきません。歴史は民族の自
画像ともいいます。歴史的出来事あるいは歴史上の日本人を
通じて日本の自画像に迫りたいと思います。

米国のポーツマスで日露講和会議(明治38年８月14日)。
手前が日本代表団、向かい側がロシア代表団

『国の安全・食の安全・身の安全』

平成21年5月17日～平成21年6月21日
全6回　延べ15時間

　｢安全・安心｣は私たちが幸福な生活を営む上で大変重要
な要素です。嘗てわが国は、治安が世界で最も良く、地域共
同体の結びつきが強く、安心して暮らせる社会でありました。
しかし、世の中の進展に伴ない、政治、経済、食料や人の交
流が活発化、グローバル化していくことで、課題も明らかに
なって参りました。数年前発生したサーズ(急性肺炎)や現在
注意意識が喚起されている新型インフルエンザ問題、さらに
は昨年起こった金融不況など、私たちの｢安全・安心｣が世界
的規模で、また国際社会の動向にまで左右されるようになっ
てきました。当シリーズでは、国の安全、食糧問題あるいはパ
ンデミックを引き起こすとも言われている新型インフルエン
ザの問題など、私たちの身近な｢安全・安心｣に関わる問題を
取り上げていきたいと思います。

感染すれば致死率が高い新型インフルエンザのへの警告と
対策の書

『私たちの領土は私たちで守ろう』

　領土は国家成立のための必須条件の一つです。領土を持
たない民族の悲惨さはパレスチナ人、クルド人、ロマ人などを
例に挙げれば一目瞭然である。しかし、現在の日本人には自ら
領土の有り難さが全く分かっていない。領土は失くしてしまって
からその価値に気づいても手遅れです。
　日本以外では、領土は死活問題との認識が国民の常識であ
り、イザとならば戦争に訴えてでも守っています。又、最近は中
国、インドなどの台頭により資源食料争奪戦が熾烈さを増す
中、領土問題は私たちの世代のみならず子孫にも及ぶ課題と
なっています。
　今回、日本青年会議所が領土問題100万人署名運動を始
めている今、あらためて日本の領土問題を考えてみたいと思
います。

僅か５０ｋｍの距離で韓国と対峙する、対馬の北端の航空自衛
隊海栗島分屯基地

平成21年4月5日～平成21年5月10日
全6回　延べ15時間

第11次訪問団に初めて外国人が参加。英国の植民地支配を
受けたスリランカ出身のウィクラマスレンドラ・サニー氏(右)

外国人参政権反対の国民大会に全国から１万名が結集
(平成22年４月11日／日本武道館)

日韓併合時代に朝鮮は近代化。ソウル・南大門通り(昭和11年)
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「古高取」と「京陶工」

平成22年5月30日～平成22年6月27日
全5回　延べ12.5時間

　今から400年まえ、戦乱もようやく終息を迎えた日本は銀の
産出国として、かつてない経済的繁栄と文化的隆盛を極めて
いました。当時、織田信長の影響もあって茶の湯は武将たちに
とって必須の教養でした。その文化的影響はここ福岡にも及
び、また茶陶の重要性を理解していた初代藩主黒田長政は現
在の直方市福智山の麓に宅間窯・内ヶ磯窯を築きました。
　従来、この地で焼かれた茶陶は文禄・慶長の役の折、日本
に連れてこられた朝鮮人陶工によるものとされていました。し
かし、近年の研究成果から朝鮮人陶工によるものとする説には
疑問があり、むしろ、その多くは京都を本拠地として国内を自由
に往来していた陶工達によるものとする説が有力になってきま
した。長年にわたる宅間窯、内ヶ磯窯の発掘調査はその説をま
すます有力なものにしています。様々な角度から内ヶ磯窯と京
都の陶工との関わりを検証していきます。

直方の内ヶ磯窯で生まれた高取焼・斑釉透文輪花鉢

『日本に移民は必要か』

平成22年4月18日～平成22年5月23日
全6回　延べ15時間

　日本は経済成長のために外国人労働者に依存しなかった
唯一の先進国と言われています。一方、日本と同じく敗戦の焼
け野原から出発したドイツや、イギリス、フランス、イタリアなど
の国は戦後の経済成長を外国人労働者に依存しました。そし
て、現在それらの国は、外国人労働者あるいは移民との民族間
摩擦や文化摩擦が大きな問題となっています。ところが、実は現
在、我が国にも平成20年末現在で約220万人もの外国人居
住者がいます。我が国でも外国人が多数住む地域では日本人
との間に軋轢が生じています。避けては通れない課題である、
日本の外国人労働者問題、移民問題について考えたいと思い
ます。

世界中に移民していく中国人の傲慢・不誠実・無責任な
言動に各国で被害やトラブルが続出

『教育問題』他

　人は真実の探求に関心を持たなくなった時、あるいはその
探求行為よりも己の主張を上位に置くようになった時、確実
に知の頽廃が開始される。日本は現在改革しなければなら
ない幾つもの課題に直面していますが、学力低下問題も、そ
の一つです。現在、世界は或る側面で国境の意味がなくなり、
物も情報も人も容易にまた大量に移動し、その競争が激しく
なり、従来の枠組みに安住することは許されなくなっていま
す。そのような中、国家社会の根幹である教育も、自国の繁
栄と安定のために重要であるという点だけでなく、他国との
競争に打ち勝つための源泉として、国力の一翼を担うように
なっています。しかし、教育の現状は学力低下という最も重
要な課題の解決を迫られています。シリーズ特別編ではその
問題をとりあげます。

『時事問題』他

　平成16年3月10日に島根県議会が「竹島の日｣を制定しま
した｡これを受け韓国では一斉に反発し､要人の訪日延期や
交流の中止､更には姉妹提携の撤回､中には馬山市のように｢
対馬の日」を制定する暴挙もあれば､｢竹島は韓国へやるべき
だ｣などの妄言が全国紙に掲載されるなど､この問題への国
民の正確な判断が必要との見地から急遽「竹島問題｣を取り
上げました｡一方､稲田朋美先生が福岡の講演会にお越しに
なりましたので､「百人斬りは冤罪だ!｣とのテーマで番組を企
画しました｡緊急性と話題性､更には専門の講師の先生方に
出演して戴くときにこのシリーズを企画します｡

昭和27年以来、韓国に不法占拠されているわが国の領土で
ある竹島。本年3月16日に島根県議会で「竹島の日」が制定さ
れた

平成17年3月20日・5月29日
平成18年2月12日・10月1日・10月8日

平成19年11月18日・11月25日
平成20年7月27日・11月16日
平成21年10月4日・12月13日
全11回　延べ27.5時間

平成17年12月18日
平成19年8月5日・10月14日・12月2日・12月9日

平成21年9月6日
全6回　延べ15時間
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明治23年に発布された教育勅語は、父母への孝行や非常時には国のた
めに尽くす姿勢・近代国家の国民としての心得を説いた教えで、各学校で
用いられ、近代日本人の人格の背骨をなすものとなった

番組開始周年企画

平成16年9月26日、平成17年7月3日、平成19年6月3日
平成21年8月23日、平成21年10月11日

全5回　延べ12.5時間
　年間52回の放送を1シリーズ6回で番組を構成しています
ので､毎年8シリーズを企画しています｡残り4回の放送は年末
年始の2回と､周年企画や時事問題を扱ってまいりました｡こ
れまで周年企画として取り上げたテーマは｢真の日中友好関
係を考える｣でした｡隣国の中国がアジア各国に覇権を伸ば
し､国力の増大と共にわが国に強い内政干渉を行なうように
なってきました｡「日中友好｣との美名のもとにわが国の政治
家や国民も中国政府の意向に与することを由としており､この
ままではわが国は中国に隷属化するのみであり､わが国の真
の独立へ向け｢真の日中友好関係を考える｣を企画しました。

反日を国是とする中国に日本は如何に向き合うべきか。
中国広東省深圸市で反日スローガンを叫びながら行進する
デモ参加者。（平成17年4月10日）

年末年始特別企画

　この『日曜討論』は｢日本再発見｣という主題を基調としな
がら､｢誇りある国づくり｣「日本再建｣が私共の願いでありま
す｡嘗て私共の関係者が台湾を訪れた折､台湾の李元総統は
日本に対する熱い期待を語られました｡「良き国のリーダーシ
ップが求められている。それはアメリカではない､日本だと､
私は信じてやまない。その理由は､日本には武士道を基礎に
した日本精神がある｡世界的に見て道義の体系を持った国は
日本だけである｡この日本精神をして､世界の道義的な意思が
作り上げられる」と｡わが国の良き価値観を継承する台湾を通
して､日本を見直していきたいと思います｡

李登輝総統と許國雄行政院（内閣）僑務委員会顧問
（平成8年／台北  中華民国総統府）

平成15年12月28日、平成16年1月4日
平成16年12月26日、平成17年1月2日

平成18年1月1日・1月8日、平成19年1月7日
平成21年1月4日、平成22年1月3日

全9回　延べ22.5時間

（産經新聞　九州山口版　平成22年5月13日（木）掲載）

産經新聞に「意見広告」を掲載!
各地から大きな反響が寄せられました。
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「古高取」と「京陶工」

平成22年5月30日～平成22年6月27日
全5回　延べ12.5時間

　今から400年まえ、戦乱もようやく終息を迎えた日本は銀の
産出国として、かつてない経済的繁栄と文化的隆盛を極めて
いました。当時、織田信長の影響もあって茶の湯は武将たちに
とって必須の教養でした。その文化的影響はここ福岡にも及
び、また茶陶の重要性を理解していた初代藩主黒田長政は現
在の直方市福智山の麓に宅間窯・内ヶ磯窯を築きました。
　従来、この地で焼かれた茶陶は文禄・慶長の役の折、日本
に連れてこられた朝鮮人陶工によるものとされていました。し
かし、近年の研究成果から朝鮮人陶工によるものとする説には
疑問があり、むしろ、その多くは京都を本拠地として国内を自由
に往来していた陶工達によるものとする説が有力になってきま
した。長年にわたる宅間窯、内ヶ磯窯の発掘調査はその説をま
すます有力なものにしています。様々な角度から内ヶ磯窯と京
都の陶工との関わりを検証していきます。

直方の内ヶ磯窯で生まれた高取焼・斑釉透文輪花鉢

『日本に移民は必要か』

平成22年4月18日～平成22年5月23日
全6回　延べ15時間

　日本は経済成長のために外国人労働者に依存しなかった
唯一の先進国と言われています。一方、日本と同じく敗戦の焼
け野原から出発したドイツや、イギリス、フランス、イタリアなど
の国は戦後の経済成長を外国人労働者に依存しました。そし
て、現在それらの国は、外国人労働者あるいは移民との民族間
摩擦や文化摩擦が大きな問題となっています。ところが、実は現
在、我が国にも平成20年末現在で約220万人もの外国人居
住者がいます。我が国でも外国人が多数住む地域では日本人
との間に軋轢が生じています。避けては通れない課題である、
日本の外国人労働者問題、移民問題について考えたいと思い
ます。

世界中に移民していく中国人の傲慢・不誠実・無責任な
言動に各国で被害やトラブルが続出

『教育問題』他

　人は真実の探求に関心を持たなくなった時、あるいはその
探求行為よりも己の主張を上位に置くようになった時、確実
に知の頽廃が開始される。日本は現在改革しなければなら
ない幾つもの課題に直面していますが、学力低下問題も、そ
の一つです。現在、世界は或る側面で国境の意味がなくなり、
物も情報も人も容易にまた大量に移動し、その競争が激しく
なり、従来の枠組みに安住することは許されなくなっていま
す。そのような中、国家社会の根幹である教育も、自国の繁
栄と安定のために重要であるという点だけでなく、他国との
競争に打ち勝つための源泉として、国力の一翼を担うように
なっています。しかし、教育の現状は学力低下という最も重
要な課題の解決を迫られています。シリーズ特別編ではその
問題をとりあげます。

『時事問題』他

　平成16年3月10日に島根県議会が「竹島の日｣を制定しま
した｡これを受け韓国では一斉に反発し､要人の訪日延期や
交流の中止､更には姉妹提携の撤回､中には馬山市のように｢
対馬の日」を制定する暴挙もあれば､｢竹島は韓国へやるべき
だ｣などの妄言が全国紙に掲載されるなど､この問題への国
民の正確な判断が必要との見地から急遽「竹島問題｣を取り
上げました｡一方､稲田朋美先生が福岡の講演会にお越しに
なりましたので､「百人斬りは冤罪だ!｣とのテーマで番組を企
画しました｡緊急性と話題性､更には専門の講師の先生方に
出演して戴くときにこのシリーズを企画します｡

昭和27年以来、韓国に不法占拠されているわが国の領土で
ある竹島。本年3月16日に島根県議会で「竹島の日」が制定さ
れた

平成17年3月20日・5月29日
平成18年2月12日・10月1日・10月8日

平成19年11月18日・11月25日
平成20年7月27日・11月16日
平成21年10月4日・12月13日
全11回　延べ27.5時間

平成17年12月18日
平成19年8月5日・10月14日・12月2日・12月9日

平成21年9月6日
全6回　延べ15時間
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明治23年に発布された教育勅語は、父母への孝行や非常時には国のた
めに尽くす姿勢・近代国家の国民としての心得を説いた教えで、各学校で
用いられ、近代日本人の人格の背骨をなすものとなった

番組開始周年企画

平成16年9月26日、平成17年7月3日、平成19年6月3日
平成21年8月23日、平成21年10月11日

全5回　延べ12.5時間
　年間52回の放送を1シリーズ6回で番組を構成しています
ので､毎年8シリーズを企画しています｡残り4回の放送は年末
年始の2回と､周年企画や時事問題を扱ってまいりました｡こ
れまで周年企画として取り上げたテーマは｢真の日中友好関
係を考える｣でした｡隣国の中国がアジア各国に覇権を伸ば
し､国力の増大と共にわが国に強い内政干渉を行なうように
なってきました｡「日中友好｣との美名のもとにわが国の政治
家や国民も中国政府の意向に与することを由としており､この
ままではわが国は中国に隷属化するのみであり､わが国の真
の独立へ向け｢真の日中友好関係を考える｣を企画しました。

反日を国是とする中国に日本は如何に向き合うべきか。
中国広東省深圸市で反日スローガンを叫びながら行進する
デモ参加者。（平成17年4月10日）

年末年始特別企画

　この『日曜討論』は｢日本再発見｣という主題を基調としな
がら､｢誇りある国づくり｣「日本再建｣が私共の願いでありま
す｡嘗て私共の関係者が台湾を訪れた折､台湾の李元総統は
日本に対する熱い期待を語られました｡「良き国のリーダーシ
ップが求められている。それはアメリカではない､日本だと､
私は信じてやまない。その理由は､日本には武士道を基礎に
した日本精神がある｡世界的に見て道義の体系を持った国は
日本だけである｡この日本精神をして､世界の道義的な意思が
作り上げられる」と｡わが国の良き価値観を継承する台湾を通
して､日本を見直していきたいと思います｡

李登輝総統と許國雄行政院（内閣）僑務委員会顧問
（平成8年／台北  中華民国総統府）

平成15年12月28日、平成16年1月4日
平成16年12月26日、平成17年1月2日

平成18年1月1日・1月8日、平成19年1月7日
平成21年1月4日、平成22年1月3日

全9回　延べ22.5時間

（産經新聞　九州山口版　平成22年5月13日（木）掲載）

産經新聞に「意見広告」を掲載!
各地から大きな反響が寄せられました。

20
http://www.l-mate.net　シリーズ紹介

19
シリーズ紹介　http://www.l-mate.net

シリーズ紹介ラジオで番組を
聴くStyleFM 76.8MHz

インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp シリーズ紹介ラジオで番組を

聴くStyleFM 76.8MHz
インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp



※ 放送日時は毎週日曜10：00～12：30　しかし平成20年1月19日（225回目）が土曜日12:30～15：00、
　 平成22年1月17日（329回目）が日曜日14:00～16:30となった。
※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。
※ 各シリーズの第1回目には連番を　　で表示し、欄外にタイトルを表記した。　※ 本篇以外はアミカケ表示。
※ 初回出演者はゴシック文字とした。　　※ 敬称略。　　　※ 資料無しは「出演者」覧に＊印。

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

Ｈ.15.10.05

Ｈ.15.10.12

Ｈ.15.10.19

Ｈ.15.10.26

Ｈ.15.11.02

Ｈ.15.11.09

Ｈ.15.11.16

Ｈ.15.11.23

Ｈ.15.11.30

Ｈ.15.12.07

Ｈ.15.12.14

Ｈ.15.12.21

Ｈ.15.12.28

Ｈ.16.01.04

Ｈ.16.01.11

Ｈ.16.01.18

Ｈ.16.01.25

Ｈ.16.02.01

Ｈ.16.02.08

Ｈ.16.02.15

Ｈ.16.02.22

Ｈ.16.02.29

Ｈ.16.03.07

Ｈ.16.03.14

ジェンダー・フリーから子どもを守ろう 

家庭崩壊から子どもを守ろう

過激な性教育から子どもを守ろう

親心を取り戻すために

男女の特性を生かす条例をつくる

福岡市男女共同参画条例出前講座

青少年の現状と教育に欠落しているもの

国民としての意識を育む歴史教育を

歴史教科書を問い直そう（南京事件）

歴史教科書を問い直そう（大東亜戦争とアジア独立）

外国の教育と日本の教育を比較して

誇りある歴史教育を！

台湾前総統李登輝先生とお会いして　　　　　　　　　　

日曜討論を振り返って　　　　　　　　　　　　　　　　

世界から見た日本の国の特色

和歌創作による心の教育

子どもたちに伝えたい日本の神話

神道と日本文化

子どもたちに伝えたい日本の建国

子どもたちに伝えたい天皇陛下のお話

海の彼方のニッポン・台湾

日華(台)親善友好慰霊訪問団に参加して

台湾統治と日本精神

日台の慰霊と友情

小菅亥三郎／山口敏昭・青木幹雄・山口貴容子・石橋富知子／渕上綾子／松本直子

小菅亥三郎／山口敏昭・山口貴容子・田中久美子・松田桂以子／渕上綾子／松本直子

小菅亥三郎／山口敏昭・多久善郎・高原朗子・梶栗かおる／渕上綾子／松本直子

小菅亥三郎／山口敏昭・西川京子・エドワーズ博美・古屋嘉德／渕上綾子／松本直子

小菅亥三郎／山口敏昭・久富真人・広重市郎・西田智／結城由枝／松本直子・梶栗かおる

小菅亥三郎／松本直子・松本壽通・岩尾侑充子・山崎昭／渕上高当・渕上綾子／梶栗かおる

小菅亥三郎／渡邊正光・小森誠・松本直子／高山真理子／梶栗かおる

小森誠／渡邊正光・上杉千年・久米由美子／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／渡邊正光・上杉千年・多久善郎・多久善彦／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／渡邊正光・小森誠・上杉千年・北村芳正／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／小森誠・徳村由美子・永野雅康／高山真理子／梶栗かおる

小森誠／渡邊正光・上杉千年・多久善郎・北村芳正／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／多久善郎・市原聚子・加納良寛・高原朗子／高山真理子／梶栗かおる

渕上高当／渕上綾子／高山真理子／なし　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

小菅亥三郎／青田隆子・三浦しのぶ・梶栗かおる／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／石山靖哲・小野実里・別府正智／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／梶栗かおる・久米由美子・橋本明美／高山真理子／なし

小菅亥三郎／笠井正弘・久富真人・平川琢朗・渡辺勝義／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／白木潤・諸熊弘毅・諸熊明彦／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／久米要三郎・森山文宏／高山真理子／梶栗勝敏・梶栗かおる

小菅亥三郎／高田信一・原田和典・森晴治／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／稲田健二・大橋昭仁・田中道夫／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／森晴治・稲田健二・大橋昭仁・木村秀人／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／王淑貞・小柳陽太郎・森五郎／高山真理子／梶栗勝敏

1.男女共同参画を考える  7.歴史教育を考える  15.日本の建国を考える  21.海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.16.03.21

Ｈ.16.03.28

Ｈ.16.04.04

Ｈ.16.04.11

Ｈ.16.04.18

Ｈ.16.04.25

Ｈ.16.05.02

Ｈ.16.05.09

Ｈ.16.05.16

Ｈ.16.05.23

Ｈ.16.05.30

Ｈ.16.06.06

Ｈ.16.06.13

Ｈ.16.06.20

Ｈ.16.06.27

Ｈ.16.07.04

Ｈ.16.07.11

Ｈ.16.07.18

Ｈ.16.07.25

Ｈ.16.08.01

Ｈ.16.08.08

Ｈ.16.08.15

Ｈ.16.08.22

Ｈ.16.08.29

Ｈ.16.09.05

Ｈ.16.09.12

Ｈ.16.09.19

Ｈ.16.09.26

Ｈ.16.10.03

Ｈ.16.10.10

Ｈ.16.10.17

Ｈ.16.10.24

台湾で尊敬される日本人

日本と台湾のより強い絆を求めて

北方領土は日本の固有の領土

北方領土の返還運動

尖閣列島は日本の固有の領土

尖閣列島の実効支配

竹島は日本の固有の領土

竹島の奪還

遊学体験から

日韓併合①

日韓併合②

日韓併合③

日韓友好へ向けて

強制連行の虚構

地方議会で制定が進む男女共同参画条例について

国家・国民に貢献する自衛隊

災害派遣と自衛隊①

災害派遣と自衛隊②

国際平和維持活動と自衛隊①

国際平和維持活動と自衛隊②

国の防衛と自衛隊

胎児応援ボランティアとは

胎児は天からの授かりもの

生命の尊厳と生命の教育

いのちを守る勇気を

お母さんは偉大

子育ての伝承文化

真の日中友好を考える①（日中再考－似て非なる隣人）

靖國神社の沿革

靖國神社の御祭神

世界に誇る靖國神社

靖國の英霊に戦犯はいない

小菅亥三郎／森晴治・稲田健二・大橋昭仁・木村秀人／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／稲田健二・大橋昭仁・木村秀人・日高清・森永賢司／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／梶栗勝敏・久富真人・藤田英雄／高山真理子／梶栗かおる

梶栗勝敏／久富真人・藤田英雄・眞崎越郎／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／高山博光・藤敏明／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／高山博光・香月洋一／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／菅原道之・濱口和久／高山真理子／梶栗かおる・松尾嘉三

小菅亥三郎／香月洋一・志野忠司／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／諸熊弘毅・森永賢司・馬場健／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／杉本幹夫・諸熊明彦／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・杉本幹夫／高山真理子／梶栗勝敏・梶栗かおる

小菅亥三郎／杉本幹夫・多久善郎／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／杉原剛介・久米要三郎／高山真理子／梶栗勝敏

香月洋一／深町純亮・日隈精二／高山真理子／なし

小菅亥三郎／島啓三・北島皓胤・江頭和彦・室園博子／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／中野純人・市来徹夫・須ヶ崎了英・村石熈／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／須ヶ崎了英・上杉俊二・古川詳翁・竹下治雄／矢津田隆司／梶栗勝敏・梶栗かおる

小菅亥三郎／古川詳翁・竹下治雄・舩木捷彦・瀬田和正／渕上綾子・矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／村石熙・舩木捷彦・家村茂美／渕上綾子・矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／舩木捷彦・家村茂美・千輪俊明／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／中野純人・市来徹夫・千輪俊明／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／各務章・徳村由美子・北林恭子・川藤幸江／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／北林恭子・賀久はつ・満岡敬子・猿渡純子／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／鍵山稔明・木下忠・中村千恵子・西悦子／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／井手信・西山玲子・堤俊子・山口美佐子／為近路子／梶栗勝敏・梶栗かおる

小菅亥三郎／納富和生・林田紀子・大崎英美・川村久美子／為近路子／梶栗勝敏・梶栗かおる

小菅亥三郎／賀久はつ・増本小夜子・豊福照子／為近路子／梶栗かおる

小菅亥三郎／高橋春水・大熊猛夫・東野雄一／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／宮原泉・諸熊弘毅・白木潤・茅野輝章／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／白木潤・黒木和子／為近路子／梶栗勝敏・梶栗かおる

小菅亥三郎／田中教介・服部千里・室園博子・森かずえ／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／多久善郎・別府正智／為近路子／梶栗勝敏

27.日本の国境線を考える  33.近くて遠い国・韓国  39.社会の幸福  40.活躍する自衛隊  46.愛は家庭から  53.靖國神社
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※ 放送日時は毎週日曜10：00～12：30　しかし平成20年1月19日（225回目）が土曜日12:30～15：00、
　 平成22年1月17日（329回目）が日曜日14:00～16:30となった。
※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。
※ 各シリーズの第1回目には連番を　　で表示し、欄外にタイトルを表記した。　※ 本篇以外はアミカケ表示。
※ 初回出演者はゴシック文字とした。　　※ 敬称略。　　　※ 資料無しは「出演者」覧に＊印。

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

Ｈ.15.10.05

Ｈ.15.10.12

Ｈ.15.10.19

Ｈ.15.10.26

Ｈ.15.11.02

Ｈ.15.11.09

Ｈ.15.11.16

Ｈ.15.11.23

Ｈ.15.11.30

Ｈ.15.12.07

Ｈ.15.12.14

Ｈ.15.12.21

Ｈ.15.12.28

Ｈ.16.01.04

Ｈ.16.01.11

Ｈ.16.01.18

Ｈ.16.01.25

Ｈ.16.02.01

Ｈ.16.02.08

Ｈ.16.02.15

Ｈ.16.02.22

Ｈ.16.02.29

Ｈ.16.03.07

Ｈ.16.03.14

ジェンダー・フリーから子どもを守ろう 

家庭崩壊から子どもを守ろう

過激な性教育から子どもを守ろう

親心を取り戻すために

男女の特性を生かす条例をつくる

福岡市男女共同参画条例出前講座

青少年の現状と教育に欠落しているもの

国民としての意識を育む歴史教育を

歴史教科書を問い直そう（南京事件）

歴史教科書を問い直そう（大東亜戦争とアジア独立）

外国の教育と日本の教育を比較して

誇りある歴史教育を！

台湾前総統李登輝先生とお会いして　　　　　　　　　　

日曜討論を振り返って　　　　　　　　　　　　　　　　

世界から見た日本の国の特色

和歌創作による心の教育

子どもたちに伝えたい日本の神話

神道と日本文化

子どもたちに伝えたい日本の建国

子どもたちに伝えたい天皇陛下のお話

海の彼方のニッポン・台湾

日華(台)親善友好慰霊訪問団に参加して

台湾統治と日本精神

日台の慰霊と友情

小菅亥三郎／山口敏昭・青木幹雄・山口貴容子・石橋富知子／渕上綾子／松本直子

小菅亥三郎／山口敏昭・山口貴容子・田中久美子・松田桂以子／渕上綾子／松本直子

小菅亥三郎／山口敏昭・多久善郎・高原朗子・梶栗かおる／渕上綾子／松本直子

小菅亥三郎／山口敏昭・西川京子・エドワーズ博美・古屋嘉德／渕上綾子／松本直子

小菅亥三郎／山口敏昭・久富真人・広重市郎・西田智／結城由枝／松本直子・梶栗かおる

小菅亥三郎／松本直子・松本壽通・岩尾侑充子・山崎昭／渕上高当・渕上綾子／梶栗かおる

小菅亥三郎／渡邊正光・小森誠・松本直子／高山真理子／梶栗かおる

小森誠／渡邊正光・上杉千年・久米由美子／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／渡邊正光・上杉千年・多久善郎・多久善彦／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／渡邊正光・小森誠・上杉千年・北村芳正／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／小森誠・徳村由美子・永野雅康／高山真理子／梶栗かおる

小森誠／渡邊正光・上杉千年・多久善郎・北村芳正／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／多久善郎・市原聚子・加納良寛・高原朗子／高山真理子／梶栗かおる

渕上高当／渕上綾子／高山真理子／なし　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

小菅亥三郎／青田隆子・三浦しのぶ・梶栗かおる／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／石山靖哲・小野実里・別府正智／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／梶栗かおる・久米由美子・橋本明美／高山真理子／なし

小菅亥三郎／笠井正弘・久富真人・平川琢朗・渡辺勝義／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／白木潤・諸熊弘毅・諸熊明彦／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／久米要三郎・森山文宏／高山真理子／梶栗勝敏・梶栗かおる

小菅亥三郎／高田信一・原田和典・森晴治／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／稲田健二・大橋昭仁・田中道夫／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／森晴治・稲田健二・大橋昭仁・木村秀人／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／王淑貞・小柳陽太郎・森五郎／高山真理子／梶栗勝敏

1.男女共同参画を考える  7.歴史教育を考える  15.日本の建国を考える  21.海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.16.03.21

Ｈ.16.03.28

Ｈ.16.04.04

Ｈ.16.04.11

Ｈ.16.04.18

Ｈ.16.04.25

Ｈ.16.05.02

Ｈ.16.05.09

Ｈ.16.05.16

Ｈ.16.05.23

Ｈ.16.05.30

Ｈ.16.06.06

Ｈ.16.06.13

Ｈ.16.06.20

Ｈ.16.06.27

Ｈ.16.07.04

Ｈ.16.07.11

Ｈ.16.07.18

Ｈ.16.07.25

Ｈ.16.08.01

Ｈ.16.08.08

Ｈ.16.08.15

Ｈ.16.08.22

Ｈ.16.08.29

Ｈ.16.09.05

Ｈ.16.09.12

Ｈ.16.09.19

Ｈ.16.09.26

Ｈ.16.10.03

Ｈ.16.10.10

Ｈ.16.10.17

Ｈ.16.10.24

台湾で尊敬される日本人

日本と台湾のより強い絆を求めて

北方領土は日本の固有の領土

北方領土の返還運動

尖閣列島は日本の固有の領土

尖閣列島の実効支配

竹島は日本の固有の領土

竹島の奪還

遊学体験から

日韓併合①

日韓併合②

日韓併合③

日韓友好へ向けて

強制連行の虚構

地方議会で制定が進む男女共同参画条例について

国家・国民に貢献する自衛隊

災害派遣と自衛隊①

災害派遣と自衛隊②

国際平和維持活動と自衛隊①

国際平和維持活動と自衛隊②

国の防衛と自衛隊

胎児応援ボランティアとは

胎児は天からの授かりもの

生命の尊厳と生命の教育

いのちを守る勇気を

お母さんは偉大

子育ての伝承文化

真の日中友好を考える①（日中再考－似て非なる隣人）

靖國神社の沿革

靖國神社の御祭神

世界に誇る靖國神社

靖國の英霊に戦犯はいない

小菅亥三郎／森晴治・稲田健二・大橋昭仁・木村秀人／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／稲田健二・大橋昭仁・木村秀人・日高清・森永賢司／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／梶栗勝敏・久富真人・藤田英雄／高山真理子／梶栗かおる

梶栗勝敏／久富真人・藤田英雄・眞崎越郎／高山真理子／梶栗かおる

小菅亥三郎／高山博光・藤敏明／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／高山博光・香月洋一／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／菅原道之・濱口和久／高山真理子／梶栗かおる・松尾嘉三

小菅亥三郎／香月洋一・志野忠司／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／諸熊弘毅・森永賢司・馬場健／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／杉本幹夫・諸熊明彦／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・杉本幹夫／高山真理子／梶栗勝敏・梶栗かおる

小菅亥三郎／杉本幹夫・多久善郎／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／杉原剛介・久米要三郎／高山真理子／梶栗勝敏

香月洋一／深町純亮・日隈精二／高山真理子／なし

小菅亥三郎／島啓三・北島皓胤・江頭和彦・室園博子／高山真理子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／中野純人・市来徹夫・須ヶ崎了英・村石熈／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／須ヶ崎了英・上杉俊二・古川詳翁・竹下治雄／矢津田隆司／梶栗勝敏・梶栗かおる

小菅亥三郎／古川詳翁・竹下治雄・舩木捷彦・瀬田和正／渕上綾子・矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／村石熙・舩木捷彦・家村茂美／渕上綾子・矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／舩木捷彦・家村茂美・千輪俊明／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／中野純人・市来徹夫・千輪俊明／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／各務章・徳村由美子・北林恭子・川藤幸江／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／北林恭子・賀久はつ・満岡敬子・猿渡純子／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／鍵山稔明・木下忠・中村千恵子・西悦子／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／井手信・西山玲子・堤俊子・山口美佐子／為近路子／梶栗勝敏・梶栗かおる

小菅亥三郎／納富和生・林田紀子・大崎英美・川村久美子／為近路子／梶栗勝敏・梶栗かおる

小菅亥三郎／賀久はつ・増本小夜子・豊福照子／為近路子／梶栗かおる

小菅亥三郎／高橋春水・大熊猛夫・東野雄一／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／宮原泉・諸熊弘毅・白木潤・茅野輝章／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／白木潤・黒木和子／為近路子／梶栗勝敏・梶栗かおる

小菅亥三郎／田中教介・服部千里・室園博子・森かずえ／為近路子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／多久善郎・別府正智／為近路子／梶栗勝敏

27.日本の国境線を考える  33.近くて遠い国・韓国  39.社会の幸福  40.活躍する自衛隊  46.愛は家庭から  53.靖國神社
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連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.16.10.31

Ｈ.16.11.07

Ｈ.16.11.14

Ｈ.16.11.21

Ｈ.16.11.28

Ｈ.16.12.05

Ｈ.16.12.12

Ｈ.16.12.19

Ｈ.16.12.26

Ｈ.17.01.02

Ｈ.17.01.09

Ｈ.17.01.16

Ｈ.17.01.23

Ｈ.17.01.30

Ｈ.17.02.06

Ｈ.17.02.13

Ｈ.17.02.20

Ｈ.17.02.27

Ｈ.17.03.06

Ｈ.17.03.13

Ｈ.17.03.20

Ｈ.17.03.27

Ｈ.17.04.03

Ｈ.17.04.10

Ｈ.17.04.17

Ｈ.17.04.24

Ｈ.17.05.01

Ｈ.17.05.08

Ｈ.17.05.15

Ｈ.17.05.22

Ｈ.17.05.29

Ｈ.17.06.05

靖國神社に首相の参拝を

英霊の心を大切に

私の軍隊体験／陸軍

私の軍隊体験／海軍

特攻隊

私の軍隊体験／軍医、士官

私の軍隊体験／幼年学校

激戦の日を振り返って／自存自衛の大東亜戦争

慰霊は日台の魂の交流　　　　　　　　　　　　　　　　

台湾からのメッセージ　　　　　　　　　　　　　　　　

母親は家庭の太陽

子育て／妊娠中から乳幼児

子育て／思春期

子供の教育、進路

家族の愛情

妻への思い／感謝

男女共同参画と日本の伝統

日本の伝統と男女の役割分担

市民の感覚を尊重した条例を

女性の教育と男女共同参画

時事問題／竹島問題を考える

家族と男女共同参画

日韓併合

近隣諸国条項

扶桑社の教科書

満州事変の真実

支那事変は侵略戦争か

新教科書の検証

国民と陸上自衛隊

国民と航空自衛隊・海上自衛隊

時事問題／『百人斬り』は冤罪だ

災害派遣と自衛隊

小菅亥三郎／諸熊弘毅・中島繁樹／渕上綾子／梶栗かおる

田中教介／福永哲・黒木雅裕・楠峰光・高原朗子／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／日高清・有吉菅雄／渕上綾子／梶栗勝敏

伊藤伉／宮原泉・水上登・月俣和俊／渕上綾子／なし

香月洋一／鵜野和雄・大島守彦／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／森晴治・森繁實／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／木付辰生・松本博／渕上綾子／梶栗勝敏

香月洋一／宮原泉・日高清・有吉菅雄／渕上綾子／なし

小菅亥三郎／森晴治・大橋昭仁・亀渕喜久子・八尋妙子／渕上綾子／なし

小菅亥三郎／森晴治・大橋昭仁／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／柿本珠千予・北田智子・中堂園成子／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／山口貴容子・黒木景子・岩尾侑充子／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／山口貴容子・利川左也江・岡崎衣美／渕上綾子／梶栗かおる

小菅亥三郎／岩尾侑充子・利川左也江・小柳歓子／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／柿本珠千予・岩尾侑充子・岡崎衣美／渕上綾子／梶栗かおる

小菅亥三郎／山口貴容子・山口敬之・小柳広征・岩尾昌寛／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・梶栗かおる・田中教介／矢津田隆司／なし

伊藤伉／田中教介・門田直樹・室園博子・森かずえ／矢津田隆司／なし

小菅亥三郎／門田直樹・佐谷正幸／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／室園博子・豊福照子・川藤幸江／矢津田隆司／梶栗勝敏

香月洋一／日隈精二・小川英造・田中教介／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／田中教介・原竹岩海・緒方克徳／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／伊藤伉・日隈精二・小川英造／矢津田隆司／小菅亥三郎

伊藤伉／安倍輝彦・木本千佳子・渡邊浩嗣・宮原和久／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／西岡信郎・平賀昌幸・村上かおり／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・小川英造・佐谷正幸／矢津田隆司／なし

香月洋一／伊藤伉・木本千佳子・佐谷正幸／矢津田隆司／なし

香月洋一／中島繁樹・伊藤哲夫／西山なつ／梶栗勝敏

小菅亥三郎／竹下治雄・西山洋・小西泰巳／矢津田隆司／梶栗勝敏

香月洋一／市来徹夫・福村郁信・森岡誠一郎／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・稲田朋美／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／古川詳翁・瀬田正和・藤井敬文／矢津田隆司／梶栗勝敏

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.17.06.12

Ｈ.17.06.19

Ｈ.17.06.26

Ｈ.17.07.03

Ｈ.17.07.10

Ｈ.17.07.17

Ｈ.17.07.24

Ｈ.17.07.31

Ｈ.17.08.07

Ｈ.17.08.14

Ｈ.17.08.21

Ｈ.17.08.28

Ｈ.17.09.04

Ｈ.17.09.11

Ｈ.17.09.18

Ｈ.17.09.25

Ｈ.17.10.02

Ｈ.17.10.09

Ｈ.17.10.16

Ｈ.17.10.23

Ｈ.17.10.30

Ｈ.17.11.06

Ｈ.17.11.13

Ｈ.17.11.20

Ｈ.17.11.27

Ｈ.17.12.04

Ｈ.17.12.11

Ｈ.17.12.18

Ｈ.17.12.25

Ｈ.18.01.01

Ｈ.18.01.08

Ｈ.18.01.15

国際平和維持活動と自衛隊

国防と自衛隊

新防衛計画の大綱と自衛隊

真の日中友好を考える②（反日中国に如何に対応すべきか） 

親と子の絆

出産から広がる世界

いのちを守る家庭の力・地域の力

子育て文化

結婚教育

子供を慈しむ伝統

サイパンと慰霊①

サイパンと慰霊②

沖縄戦と慰霊

硫黄島と慰霊

占守島の戦いと慰霊

タイ・インドと慰霊

九州御巡幸（福岡①）

九州御巡幸（佐賀①）

九州御巡幸（福岡②）

九州御巡幸（佐賀②・長崎）

九州御巡幸（熊本・鹿児島・宮崎）

九州御巡幸（大分・福岡③）

教育基本法改正問題

愛国心・国旗国歌

家庭教育と教育基本法改正

教育現場の実体／性教育他

宗教的情操教育・道徳教育

教育問題／ゆとり教育を問い直す　　　　　　　　　　　

教師の使命・役割を問う

平成18年日本の課題を展望する

慰霊は日台の魂の交流　

拉致事件はなぜ放置されたか

香月洋一／竹下治雄・福村郁信・家村茂美／矢津田隆司／梶栗勝敏

伊藤伉／須ヶ崎了英・徳永喜憲・上松大八郎／矢津田隆司・中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／市来徹夫・千輪俊明・吉田邦雄／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／高橋春水・黄文雄／中実柚菜／梶栗勝敏

梶栗かおる／豊福照子・北原由美子・櫻井進嗣／矢津田隆司／なし

小菅亥三郎／梶栗勝敏・賀久はつ・橋田智子・豊田晴美／矢津田隆司／なし

香月洋一／橋田智子・林田紀子・満岡敬子／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／北原由美子・西福江・小林尚子・川藤幸江／矢津田隆司／梶栗かおる

小菅亥三郎／賀久はつ・豊田晴美・大崎英美／中実柚菜／梶栗かおる

梶栗かおる／豊福照子・川藤幸江・各務章・堤俊子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／宮原和久・別府正智・川畑孝志・馬場健／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／宮原和久・別府正智・山本真矢／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／高田俊秀・白木潤／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／窪山忠成・宮原泉／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／別府正智・吉村恭二／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／別府正智・調寛雅／中実柚菜／梶栗勝敏

伊藤伉／梶栗勝敏・佐谷正幸・小野実里／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／調寛雅／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／佐谷正幸・宮原和久／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／馬郡弘貴・竹下博喜／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／諸熊弘樹・別府正智／中実柚菜／梶栗勝敏

伊藤伉／香月洋一・日隈精二／中実柚菜／梶栗かおる

香月洋一／日隈精二・小川英造／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／伊藤伉・日隈精二／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／梶栗かおる・諸熊由美／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・室園博子・田島憲子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／伊藤伉・日隈精二／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／筒井勝美／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／塩川秀敏・金澤明夫／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／伊藤伉・西川京子／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／大橋昭仁・木村秀人・金澤明夫／中実柚菜／梶栗かおる

伊藤伉／青木英美・鵤卓徳・古賀誠／中実柚菜／なし

93.子どもは授かりもの  99.英霊顕彰  105.昭和天皇御巡幸  111.今こそ実行、日本の教育改革  120.北朝鮮拉致問題

海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて―
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連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.16.10.31

Ｈ.16.11.07

Ｈ.16.11.14

Ｈ.16.11.21

Ｈ.16.11.28

Ｈ.16.12.05

Ｈ.16.12.12

Ｈ.16.12.19

Ｈ.16.12.26

Ｈ.17.01.02

Ｈ.17.01.09

Ｈ.17.01.16

Ｈ.17.01.23

Ｈ.17.01.30

Ｈ.17.02.06

Ｈ.17.02.13

Ｈ.17.02.20

Ｈ.17.02.27

Ｈ.17.03.06

Ｈ.17.03.13

Ｈ.17.03.20

Ｈ.17.03.27

Ｈ.17.04.03

Ｈ.17.04.10

Ｈ.17.04.17

Ｈ.17.04.24

Ｈ.17.05.01

Ｈ.17.05.08

Ｈ.17.05.15

Ｈ.17.05.22

Ｈ.17.05.29

Ｈ.17.06.05

靖國神社に首相の参拝を

英霊の心を大切に

私の軍隊体験／陸軍

私の軍隊体験／海軍

特攻隊

私の軍隊体験／軍医、士官

私の軍隊体験／幼年学校

激戦の日を振り返って／自存自衛の大東亜戦争

慰霊は日台の魂の交流　　　　　　　　　　　　　　　　

台湾からのメッセージ　　　　　　　　　　　　　　　　

母親は家庭の太陽

子育て／妊娠中から乳幼児

子育て／思春期

子供の教育、進路

家族の愛情

妻への思い／感謝

男女共同参画と日本の伝統

日本の伝統と男女の役割分担

市民の感覚を尊重した条例を

女性の教育と男女共同参画

時事問題／竹島問題を考える

家族と男女共同参画

日韓併合

近隣諸国条項

扶桑社の教科書

満州事変の真実

支那事変は侵略戦争か

新教科書の検証

国民と陸上自衛隊

国民と航空自衛隊・海上自衛隊

時事問題／『百人斬り』は冤罪だ

災害派遣と自衛隊

小菅亥三郎／諸熊弘毅・中島繁樹／渕上綾子／梶栗かおる

田中教介／福永哲・黒木雅裕・楠峰光・高原朗子／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／日高清・有吉菅雄／渕上綾子／梶栗勝敏

伊藤伉／宮原泉・水上登・月俣和俊／渕上綾子／なし

香月洋一／鵜野和雄・大島守彦／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／森晴治・森繁實／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／木付辰生・松本博／渕上綾子／梶栗勝敏

香月洋一／宮原泉・日高清・有吉菅雄／渕上綾子／なし

小菅亥三郎／森晴治・大橋昭仁・亀渕喜久子・八尋妙子／渕上綾子／なし

小菅亥三郎／森晴治・大橋昭仁／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／柿本珠千予・北田智子・中堂園成子／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／山口貴容子・黒木景子・岩尾侑充子／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／山口貴容子・利川左也江・岡崎衣美／渕上綾子／梶栗かおる

小菅亥三郎／岩尾侑充子・利川左也江・小柳歓子／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／柿本珠千予・岩尾侑充子・岡崎衣美／渕上綾子／梶栗かおる

小菅亥三郎／山口貴容子・山口敬之・小柳広征・岩尾昌寛／渕上綾子／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・梶栗かおる・田中教介／矢津田隆司／なし

伊藤伉／田中教介・門田直樹・室園博子・森かずえ／矢津田隆司／なし

小菅亥三郎／門田直樹・佐谷正幸／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／室園博子・豊福照子・川藤幸江／矢津田隆司／梶栗勝敏

香月洋一／日隈精二・小川英造・田中教介／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／田中教介・原竹岩海・緒方克徳／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／伊藤伉・日隈精二・小川英造／矢津田隆司／小菅亥三郎

伊藤伉／安倍輝彦・木本千佳子・渡邊浩嗣・宮原和久／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／西岡信郎・平賀昌幸・村上かおり／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・小川英造・佐谷正幸／矢津田隆司／なし

香月洋一／伊藤伉・木本千佳子・佐谷正幸／矢津田隆司／なし

香月洋一／中島繁樹・伊藤哲夫／西山なつ／梶栗勝敏

小菅亥三郎／竹下治雄・西山洋・小西泰巳／矢津田隆司／梶栗勝敏

香月洋一／市来徹夫・福村郁信・森岡誠一郎／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・稲田朋美／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／古川詳翁・瀬田正和・藤井敬文／矢津田隆司／梶栗勝敏

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.17.06.12

Ｈ.17.06.19

Ｈ.17.06.26

Ｈ.17.07.03

Ｈ.17.07.10

Ｈ.17.07.17

Ｈ.17.07.24

Ｈ.17.07.31

Ｈ.17.08.07

Ｈ.17.08.14

Ｈ.17.08.21

Ｈ.17.08.28

Ｈ.17.09.04

Ｈ.17.09.11

Ｈ.17.09.18

Ｈ.17.09.25

Ｈ.17.10.02

Ｈ.17.10.09

Ｈ.17.10.16

Ｈ.17.10.23

Ｈ.17.10.30

Ｈ.17.11.06

Ｈ.17.11.13

Ｈ.17.11.20

Ｈ.17.11.27

Ｈ.17.12.04

Ｈ.17.12.11

Ｈ.17.12.18

Ｈ.17.12.25

Ｈ.18.01.01

Ｈ.18.01.08

Ｈ.18.01.15

国際平和維持活動と自衛隊

国防と自衛隊

新防衛計画の大綱と自衛隊

真の日中友好を考える②（反日中国に如何に対応すべきか） 

親と子の絆

出産から広がる世界

いのちを守る家庭の力・地域の力

子育て文化

結婚教育

子供を慈しむ伝統

サイパンと慰霊①

サイパンと慰霊②

沖縄戦と慰霊

硫黄島と慰霊

占守島の戦いと慰霊

タイ・インドと慰霊

九州御巡幸（福岡①）

九州御巡幸（佐賀①）

九州御巡幸（福岡②）

九州御巡幸（佐賀②・長崎）

九州御巡幸（熊本・鹿児島・宮崎）

九州御巡幸（大分・福岡③）

教育基本法改正問題

愛国心・国旗国歌

家庭教育と教育基本法改正

教育現場の実体／性教育他

宗教的情操教育・道徳教育

教育問題／ゆとり教育を問い直す　　　　　　　　　　　

教師の使命・役割を問う

平成18年日本の課題を展望する

慰霊は日台の魂の交流　

拉致事件はなぜ放置されたか

香月洋一／竹下治雄・福村郁信・家村茂美／矢津田隆司／梶栗勝敏

伊藤伉／須ヶ崎了英・徳永喜憲・上松大八郎／矢津田隆司・中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／市来徹夫・千輪俊明・吉田邦雄／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／高橋春水・黄文雄／中実柚菜／梶栗勝敏

梶栗かおる／豊福照子・北原由美子・櫻井進嗣／矢津田隆司／なし

小菅亥三郎／梶栗勝敏・賀久はつ・橋田智子・豊田晴美／矢津田隆司／なし

香月洋一／橋田智子・林田紀子・満岡敬子／矢津田隆司／梶栗勝敏

小菅亥三郎／北原由美子・西福江・小林尚子・川藤幸江／矢津田隆司／梶栗かおる

小菅亥三郎／賀久はつ・豊田晴美・大崎英美／中実柚菜／梶栗かおる

梶栗かおる／豊福照子・川藤幸江・各務章・堤俊子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／宮原和久・別府正智・川畑孝志・馬場健／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／宮原和久・別府正智・山本真矢／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／高田俊秀・白木潤／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／窪山忠成・宮原泉／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／別府正智・吉村恭二／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／別府正智・調寛雅／中実柚菜／梶栗勝敏

伊藤伉／梶栗勝敏・佐谷正幸・小野実里／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／調寛雅／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／佐谷正幸・宮原和久／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／馬郡弘貴・竹下博喜／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／諸熊弘樹・別府正智／中実柚菜／梶栗勝敏

伊藤伉／香月洋一・日隈精二／中実柚菜／梶栗かおる

香月洋一／日隈精二・小川英造／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／伊藤伉・日隈精二／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／梶栗かおる・諸熊由美／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・室園博子・田島憲子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／伊藤伉・日隈精二／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／筒井勝美／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／塩川秀敏・金澤明夫／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／伊藤伉・西川京子／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／大橋昭仁・木村秀人・金澤明夫／中実柚菜／梶栗かおる

伊藤伉／青木英美・鵤卓徳・古賀誠／中実柚菜／なし

93.子どもは授かりもの  99.英霊顕彰  105.昭和天皇御巡幸  111.今こそ実行、日本の教育改革  120.北朝鮮拉致問題

海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて―
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59.軍隊体験  67.家族の絆  79.中学歴史教科書  85.日本の誇り自衛隊
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連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.18.01.22

Ｈ.18.01.29

Ｈ.18.02.05

Ｈ.18.02.12

Ｈ.18.02.19

Ｈ.18.02.26

Ｈ.18.03.05

Ｈ.18.03.12

Ｈ.18.03.19

Ｈ.18.03.26

Ｈ.18.04.02

Ｈ.18.04.09

Ｈ.18.04.16

Ｈ.18.04.23

Ｈ.18.04.30

Ｈ.18.05.07

Ｈ.18.05.14

Ｈ.18.05.21

Ｈ.18.05.28

Ｈ.18.06.04

Ｈ.18.06.11

Ｈ.18.06.18

Ｈ.18.06.25

Ｈ.18.07.02

Ｈ.18.07.09

Ｈ.18.07.16

Ｈ.18.07.23

Ｈ.18.07.30

Ｈ.18.08.06

Ｈ.18.08.13

Ｈ.18.08.20

Ｈ.18.08.27

北朝鮮はなぜ日本人を拉致したのか

めぐみさんたちは生きている

私たち国民が大きな声を出すことが必要だ

時事問題／皇位継承と皇室典範改定

めぐみさんたちとともに、本来の日本も帰ってくる

日本の主権を考える

中国の脅威

日本国憲法と自衛隊

国防意識と自衛隊

中国・韓国からの内政干渉を排す

｢高取焼｣開窯400年祭と日本の焼物

わが国・日本と朝鮮半島とのかかわり

上畑焼・千石窯・宅間・内ヶ磯における技術変遷

内ヶ磯窯発掘調査

古高取と遠州高取の相違について

現代作家の作陶論

感動いっぱい言葉に託そう！（生月臨海学校）

言葉豊かに、心豊かに！（津屋崎臨海学校）

日韓の懸橋を志して①

日韓の懸橋を志して②

中高生と特攻記念館を訪ねて

平成の御巡幸を仰ぐ

子供をだめにする性教育①

子供をだめにする性教育②

子供をだめにする性教育③

親は子どもに何を伝えるか

夫婦のあり方①

夫婦のあり方②

日本の首相は靖國参拝をすべきである①

日本の首相は靖國参拝をすべきである②

日本の首相は靖國参拝をすべきである③

日本の首相は靖國参拝をすべきである④

小菅亥三郎／古賀誠・水城四郎・松尾和幸・高山庸一／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／古賀誠・松尾和幸・辻幸男／中実柚菜／なし

香月洋一／古賀誠・松田隆・松田真理子・宮地登志子・馬場健／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／百地章・山本泰藏／中実柚菜／なし

伊藤伉／青木英美・鵤卓徳・古賀誠／中実柚菜／梶栗かおる

伊藤伉／水城四郎・濱口和久／七五三靖子／梶栗勝敏

香月洋一／市来徹夫・須ヶ崎了英・吉田邦雄／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／濱口和久・秋岡宏昌／中実柚菜／梶栗勝敏

濱口和久／米村浩明・中川浩一郎／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・濱口和久／中実柚菜／梶栗勝敏

日隈精二／副島邦弘・小山亘・梅本靖／中実柚菜／小野実里

日隈精二／副島邦弘・小山亘・古賀誠／中実柚菜／小菅亥三郎・小野実里

日隈精二／副島邦弘・小山亘・寺川紅路／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　＊

日隈精二／副島邦弘・小山亘・古賀誠／中実柚菜／小野実里

日隈精二／副島邦弘・小山亘・古賀誠／中実柚菜／小野実里

日隈精二／副島邦弘・古賀誠・吉田浩通／中実柚菜／小野実里

香月洋一／別府正智・山本真也・村里友紀／中実柚菜／なし

香月洋一／馬場健・山口瑛美・諌山仁美／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／別府正智・山本真也・川畑孝志／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／別府正智・末永直・小代智之／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／別府正智・馬場健・岩見智世／なし／梶栗勝敏

伊藤伉／小野実里・馬場健・山口瑛美／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／岡崎衣美・柿本珠千予・岩尾侑充子／中実柚菜／梶栗勝敏　　　　＊

香月洋一／岩尾侑充子・山口貴容子・奥畑和美／中実柚菜／小野実里

香月洋一／岡崎衣美・山口貴容子・奥畑和美／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／岡崎衣美・中堂薗成子・江川理恵・酒井雅朱／中実柚菜／梶栗かおる

伊藤伉／山口貴容子・酒井雅朱・山口敬之・村田恵子／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／山口敬之・中川美貴・北田智子・利川友侑子／中実柚菜／小野実里

香月洋一／古賀誠／中実柚菜／小野実里

香月洋一／古賀誠／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

香月洋一／木村秀人・藤原悠一・藤原きみ子／中実柚菜／梶栗勝敏　　　　　　＊

香月洋一／川口武壽・行實正明／中実柚菜／梶栗勝敏

126.日本の安全保障  131.古高取  137.次代の担い手・大学生  143.幸せな結婚  149.首相の靖國参拝

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.18.09.03

Ｈ.18.09.10

Ｈ.18.09.17

Ｈ.18.09.24

Ｈ.18.10.01

Ｈ.18.10.08

Ｈ.18.10.15

Ｈ.18.10.22

Ｈ.18.10.29

Ｈ.18.11.05

Ｈ.18.11.12

Ｈ.18.11.19

Ｈ.18.11.26

Ｈ.18.12.03

Ｈ.18.12.10

Ｈ.18.12.17

Ｈ.18.12.24

Ｈ.18.12.31

Ｈ.19.01.07

Ｈ.19.01.14

Ｈ.19.01.21

Ｈ.19.01.28

Ｈ.19.02.04

Ｈ.19.02.11

Ｈ.19.02.18

Ｈ.19.02.25

Ｈ.19.03.04

Ｈ.19.03.11

Ｈ.19.03.18

Ｈ.19.03.25

Ｈ.19.04.01

Ｈ.19.04.08

国民保護法と国民保護計画

イラク人道復興支援での自衛隊の活動と国民保護法

国民保護法と外国の民間防衛

国民保護法と自助・共助・公助

慰霊訪問団へ 　

まちづくり問題／よりよい福岡市づくりを　　　　　　　

6泊8日の韓国訪問

大韓民国はどこへ行く

緊張の最前線『板門店』―脅かされる反共の砦

日韓友好を阻む溝―歴史認識をめぐって

脅かされる日本の領土―鬱陵島を訪れて

日本の決断と拉致解決―脱北者との出会い

満州帝国の遺産

歴史における満州国

満州事変は侵略ではなかった

支那事変は侵略ではない

いわゆる南京大虐殺とは何であったか

いわゆる南京大虐殺とプロパガンダ

衛は英霊との約束  

日本は朝鮮の独立を望んでいた

誤り伝えられている土地調査事業

日韓併合は合法である①

日韓併合は合法である②

朝鮮総督府の朝鮮諸政策

韓国は植民地ではなかった①

韓国は植民地ではなかった②

日韓併合に対する外国の声、朝鮮人の声

創氏改名

いわゆる従軍慰安婦は本当に強制連行されたのか

朝鮮人の強制連行は本当にあったのだろうか

竹島は韓国に不法占拠されている

日本の歌百選

小菅亥三郎／西山洋・中野純人・塚本宏秋・舩木捷彦・日下部晃志／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／中野純人・塚本宏秋・佐藤正・舩木捷彦・日下部晃志／中実柚菜／梶栗勝敏

伊藤伉／塚本宏秋・鳥井幸子・舩木捷彦・日下部晃志／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／中野純人・鳥井幸子・星出茂秀・市来徹夫・舩木捷彦・日下部晃志／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／木村秀人・大橋昭仁・井口セツ子・亀渕喜久子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／山口敬之・淡路若代・山口貴容子／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／別府正智・川畑孝志・山口峻史／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／別府正智・佐々木晶・吉野隆俊／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／別府正智・山口峻史・山本真矢・黒田真衣／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／別府正智・川畑孝志・黒田真衣／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／別府正智・川畑孝志・山本真矢／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／別府正智・佐々木晶・吉野隆俊・草之瀬善博／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造・田島昌明／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／小川英造・田島昌明・日隈精二／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造・田島昌明・佐谷正幸／中実柚菜／小野実里

香月洋一／田島昌明・日隈精二・佐谷正幸／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／田島昌明・日隈精二・佐谷正幸／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・伊藤伉／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／木村秀人・家村茂美・市川憲三・柴田知則／なし／小野実里

香月洋一／小川英造・田島昌明・日隈精二／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／田島昌明・菊池満／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造・日隈精二／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造・日隈精二／中実柚菜／小野実里

香月洋一／伊藤伉・田島昌明／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　　　　　 ＊

小菅亥三郎／香月洋一・伊藤伉／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／小川英造・日隈精二／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一／桐谷祥／小野実里

小菅亥三郎／伊藤伉・小川英造・日隈精二／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／小柳有美／中実柚菜／梶栗勝敏　　　　　　　　　　　　　　　＊

153.私たちの国民保護法  159.韓国最新レポート  165.満州事変・支那事変は侵略ではない  172.日韓併合を検証する  184.日本のこころ―歌の玉手箱

海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて―台湾防

台中問題／ようこそ、第8次日華(台)親善友好
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連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.18.01.22

Ｈ.18.01.29

Ｈ.18.02.05

Ｈ.18.02.12

Ｈ.18.02.19

Ｈ.18.02.26

Ｈ.18.03.05

Ｈ.18.03.12

Ｈ.18.03.19

Ｈ.18.03.26

Ｈ.18.04.02

Ｈ.18.04.09

Ｈ.18.04.16

Ｈ.18.04.23

Ｈ.18.04.30

Ｈ.18.05.07

Ｈ.18.05.14

Ｈ.18.05.21

Ｈ.18.05.28

Ｈ.18.06.04

Ｈ.18.06.11

Ｈ.18.06.18

Ｈ.18.06.25

Ｈ.18.07.02

Ｈ.18.07.09

Ｈ.18.07.16

Ｈ.18.07.23

Ｈ.18.07.30

Ｈ.18.08.06

Ｈ.18.08.13

Ｈ.18.08.20

Ｈ.18.08.27

北朝鮮はなぜ日本人を拉致したのか

めぐみさんたちは生きている

私たち国民が大きな声を出すことが必要だ

時事問題／皇位継承と皇室典範改定

めぐみさんたちとともに、本来の日本も帰ってくる

日本の主権を考える

中国の脅威

日本国憲法と自衛隊

国防意識と自衛隊

中国・韓国からの内政干渉を排す

｢高取焼｣開窯400年祭と日本の焼物

わが国・日本と朝鮮半島とのかかわり

上畑焼・千石窯・宅間・内ヶ磯における技術変遷

内ヶ磯窯発掘調査

古高取と遠州高取の相違について

現代作家の作陶論

感動いっぱい言葉に託そう！（生月臨海学校）

言葉豊かに、心豊かに！（津屋崎臨海学校）

日韓の懸橋を志して①

日韓の懸橋を志して②

中高生と特攻記念館を訪ねて

平成の御巡幸を仰ぐ

子供をだめにする性教育①

子供をだめにする性教育②

子供をだめにする性教育③

親は子どもに何を伝えるか

夫婦のあり方①

夫婦のあり方②

日本の首相は靖國参拝をすべきである①

日本の首相は靖國参拝をすべきである②

日本の首相は靖國参拝をすべきである③

日本の首相は靖國参拝をすべきである④

小菅亥三郎／古賀誠・水城四郎・松尾和幸・高山庸一／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／古賀誠・松尾和幸・辻幸男／中実柚菜／なし

香月洋一／古賀誠・松田隆・松田真理子・宮地登志子・馬場健／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／百地章・山本泰藏／中実柚菜／なし

伊藤伉／青木英美・鵤卓徳・古賀誠／中実柚菜／梶栗かおる

伊藤伉／水城四郎・濱口和久／七五三靖子／梶栗勝敏

香月洋一／市来徹夫・須ヶ崎了英・吉田邦雄／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／濱口和久・秋岡宏昌／中実柚菜／梶栗勝敏

濱口和久／米村浩明・中川浩一郎／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・濱口和久／中実柚菜／梶栗勝敏

日隈精二／副島邦弘・小山亘・梅本靖／中実柚菜／小野実里

日隈精二／副島邦弘・小山亘・古賀誠／中実柚菜／小菅亥三郎・小野実里

日隈精二／副島邦弘・小山亘・寺川紅路／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　＊

日隈精二／副島邦弘・小山亘・古賀誠／中実柚菜／小野実里

日隈精二／副島邦弘・小山亘・古賀誠／中実柚菜／小野実里

日隈精二／副島邦弘・古賀誠・吉田浩通／中実柚菜／小野実里

香月洋一／別府正智・山本真也・村里友紀／中実柚菜／なし

香月洋一／馬場健・山口瑛美・諌山仁美／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／別府正智・山本真也・川畑孝志／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／別府正智・末永直・小代智之／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／別府正智・馬場健・岩見智世／なし／梶栗勝敏

伊藤伉／小野実里・馬場健・山口瑛美／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／岡崎衣美・柿本珠千予・岩尾侑充子／中実柚菜／梶栗勝敏　　　　＊

香月洋一／岩尾侑充子・山口貴容子・奥畑和美／中実柚菜／小野実里

香月洋一／岡崎衣美・山口貴容子・奥畑和美／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／岡崎衣美・中堂薗成子・江川理恵・酒井雅朱／中実柚菜／梶栗かおる

伊藤伉／山口貴容子・酒井雅朱・山口敬之・村田恵子／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／山口敬之・中川美貴・北田智子・利川友侑子／中実柚菜／小野実里

香月洋一／古賀誠／中実柚菜／小野実里

香月洋一／古賀誠／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

香月洋一／木村秀人・藤原悠一・藤原きみ子／中実柚菜／梶栗勝敏　　　　　　＊

香月洋一／川口武壽・行實正明／中実柚菜／梶栗勝敏

126.日本の安全保障  131.古高取  137.次代の担い手・大学生  143.幸せな結婚  149.首相の靖國参拝

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.18.09.03

Ｈ.18.09.10

Ｈ.18.09.17

Ｈ.18.09.24

Ｈ.18.10.01

Ｈ.18.10.08

Ｈ.18.10.15

Ｈ.18.10.22

Ｈ.18.10.29

Ｈ.18.11.05

Ｈ.18.11.12

Ｈ.18.11.19

Ｈ.18.11.26

Ｈ.18.12.03

Ｈ.18.12.10

Ｈ.18.12.17

Ｈ.18.12.24

Ｈ.18.12.31

Ｈ.19.01.07

Ｈ.19.01.14

Ｈ.19.01.21

Ｈ.19.01.28

Ｈ.19.02.04

Ｈ.19.02.11

Ｈ.19.02.18

Ｈ.19.02.25

Ｈ.19.03.04

Ｈ.19.03.11

Ｈ.19.03.18

Ｈ.19.03.25

Ｈ.19.04.01

Ｈ.19.04.08

国民保護法と国民保護計画

イラク人道復興支援での自衛隊の活動と国民保護法

国民保護法と外国の民間防衛

国民保護法と自助・共助・公助

慰霊訪問団へ 　

まちづくり問題／よりよい福岡市づくりを　　　　　　　

6泊8日の韓国訪問

大韓民国はどこへ行く

緊張の最前線『板門店』―脅かされる反共の砦

日韓友好を阻む溝―歴史認識をめぐって

脅かされる日本の領土―鬱陵島を訪れて

日本の決断と拉致解決―脱北者との出会い

満州帝国の遺産

歴史における満州国

満州事変は侵略ではなかった

支那事変は侵略ではない

いわゆる南京大虐殺とは何であったか

いわゆる南京大虐殺とプロパガンダ

衛は英霊との約束  

日本は朝鮮の独立を望んでいた

誤り伝えられている土地調査事業

日韓併合は合法である①

日韓併合は合法である②

朝鮮総督府の朝鮮諸政策

韓国は植民地ではなかった①

韓国は植民地ではなかった②

日韓併合に対する外国の声、朝鮮人の声

創氏改名

いわゆる従軍慰安婦は本当に強制連行されたのか

朝鮮人の強制連行は本当にあったのだろうか

竹島は韓国に不法占拠されている

日本の歌百選

小菅亥三郎／西山洋・中野純人・塚本宏秋・舩木捷彦・日下部晃志／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／中野純人・塚本宏秋・佐藤正・舩木捷彦・日下部晃志／中実柚菜／梶栗勝敏

伊藤伉／塚本宏秋・鳥井幸子・舩木捷彦・日下部晃志／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／中野純人・鳥井幸子・星出茂秀・市来徹夫・舩木捷彦・日下部晃志／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／木村秀人・大橋昭仁・井口セツ子・亀渕喜久子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／山口敬之・淡路若代・山口貴容子／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／別府正智・川畑孝志・山口峻史／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／別府正智・佐々木晶・吉野隆俊／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／別府正智・山口峻史・山本真矢・黒田真衣／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／別府正智・川畑孝志・黒田真衣／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／別府正智・川畑孝志・山本真矢／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／別府正智・佐々木晶・吉野隆俊・草之瀬善博／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造・田島昌明／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／小川英造・田島昌明・日隈精二／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造・田島昌明・佐谷正幸／中実柚菜／小野実里

香月洋一／田島昌明・日隈精二・佐谷正幸／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／田島昌明・日隈精二・佐谷正幸／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一・伊藤伉／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／木村秀人・家村茂美・市川憲三・柴田知則／なし／小野実里

香月洋一／小川英造・田島昌明・日隈精二／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／田島昌明・菊池満／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造・日隈精二／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造・日隈精二／中実柚菜／小野実里

香月洋一／伊藤伉・田島昌明／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　　　　　 ＊

小菅亥三郎／香月洋一・伊藤伉／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／小川英造・日隈精二／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一／桐谷祥／小野実里

小菅亥三郎／伊藤伉・小川英造・日隈精二／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／小柳有美／中実柚菜／梶栗勝敏　　　　　　　　　　　　　　　＊

153.私たちの国民保護法  159.韓国最新レポート  165.満州事変・支那事変は侵略ではない  172.日韓併合を検証する  184.日本のこころ―歌の玉手箱

海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて―台湾防

台中問題／ようこそ、第8次日華(台)親善友好
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連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.19.04.15

Ｈ.19.04.22

Ｈ.19.04.29

Ｈ.19.05.06

Ｈ.19.05.13

Ｈ.19.05.20

Ｈ.19.05.27

Ｈ.19.06.03

Ｈ.19.06.10

Ｈ.19.06.17

Ｈ.19.06.24

Ｈ.19.07.01

Ｈ.19.07.08

Ｈ.19.07.15

Ｈ.19.07.22

Ｈ.19.07.29

Ｈ.19.08.05

Ｈ.19.08.12

Ｈ.19.08.19

Ｈ.19.08.26

Ｈ.19.09.02

Ｈ.19.09.09

Ｈ.19.09.16

Ｈ.19.09.23

Ｈ.19.09.30

Ｈ.19.10.07

Ｈ.19.10.14

Ｈ.19.10.21

Ｈ.19.10.28

Ｈ.19.11.04

Ｈ.19.11.11

Ｈ.19.11.18

童謡唱歌おもしろ百科

和楽器が奏でる日本のこころ

音楽は国々の架け橋

唱歌も世につれ人につれ

日本の心を世界に向けて

対馬が危ない①

日本海海戦百周年行事と対馬

軍事的脅威に日台はいかに対応すべきか）　

対馬が危ない②

対馬と元寇

対馬の魅力

日本の国難―蒙古襲来

激戦・文永の役

圧勝・弘安の役

亀山上皇のご祈祷と湯地丈雄

元寇撃退の偉業と従属国高麗の惨劇

くにづくり問題／世界一日本に自信と誇りを

外冦防衛の拠点・博多

教育基本法改正の意義①

教育基本法改正の意義②

海洋基本法成立で何が変わるか①

海洋基本法成立で何が変わるか②

安全保障を重視した安倍外交

公務員改革・社会保険庁改革

行動し体験し思索する！ 全九州学生文化会議

美しい日本のことばを子供たちに！ 津屋崎臨海学校

と教科書検定 

を迎えた韓国訪問①

を迎えた韓国訪問②

日本の大学生が台湾を訪れる―日台共鳴学生使節団について

皇室を戴く日本の誇り―皇居清掃奉仕に参加して

時事問題／沖縄戦集団自決は軍命令ではない①

小柳有美／山口秀範・帆足又十郎／中実柚菜／なし

小柳有美／河原伴子／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　　　　　　　　　＊

小柳有美／サラマンドホ／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　　　　　　　 ＊

小柳有美／山口秀範・森田仁士／原有希／小野実里　　　　　　　　　　　　  ＊

小柳有美／岩崎大輪・稲田健二／中実柚菜／小野実里　　　 　　　　　　　　 ＊

小菅亥三郎／奥村市郎・友納徹・芳村昭美／中実柚菜／梶栗勝敏

日隈精二／友納徹・武末裕雄／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／黄文雄／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／友納徹・神田武・大福久吉／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／奥村市郎・友納徹・芳村昭美・長郷照美／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／友納徹・芳村昭美・長瀬麻衣子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／小野実里・別府正智／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／宮原和久・諌山仁美／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／小野実里・小川英造／中実柚菜／小野実里

香月洋一／吉田重治・平賀和枝／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／小川英造・吉田重治・日隈精二／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／清水馨八郎／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／吉田重治・馬場健・中島田信輔・永渕裕章／桐谷祥／梶栗勝敏

香月洋一／小川英造・日隈精二／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／吉田重治・木村秀人／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／吉田重治・田島昌明／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造・日隈精二／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／伊藤伉・吉田重治／盧盛嫻／梶栗勝敏

香月洋一／小川英造・日隈精二／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／馬場健・逢坂晃平・柿本明恵／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／馬場健・多久善彦・小野香美／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／高田俊秀・多久善郎・原埼智仁／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／佐々木晶・山口峻史・黒田真衣・杉江慎也／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／佐々木晶・杉江慎也・吉野隆俊・熊谷美加／中実柚菜／小野実里

香月洋一／平田無為・岩見智世・松林阿希菜／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／梶山雅代・寺田美華・諌山仁美／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造・吉田重治／中実柚菜／小野実里

190.国境の島・対馬を守れ  196.元寇と博多  203.安倍政権の成果を検証する  209.明日の日本を担う大学生

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.19.11.25

Ｈ.19.12.02

Ｈ.19.12.09

Ｈ.19.12.16

Ｈ.19.12.23

Ｈ.19.12.30

Ｈ.20.01.06

Ｈ.20.01.13

Ｈ.20.01.19

Ｈ.20.01.27

Ｈ.20.02.03

Ｈ.20.02.10

Ｈ.20.02.17

Ｈ.20.02.24

Ｈ.20.03.02

Ｈ.20.03.09

Ｈ.20.03.16

Ｈ.20.03.23

Ｈ.20.03.30

Ｈ.20.04.06

Ｈ.20.04.13

Ｈ.20.04.20

Ｈ.20.04.27

Ｈ.20.05.04

Ｈ.20.05.11

Ｈ.20.05.18

Ｈ.20.05.25

Ｈ.20.06.01

Ｈ.20.06.08

Ｈ.20.06.15

Ｈ.20.06.22

Ｈ.20.06.29

時事問題／沖縄戦集団自決は軍命令ではない②

時事問題・教育問題／教科書問題と沖縄県民の総意

時事問題・教育問題／中国の工作から沖縄を守れ

福岡への行幸啓と奉迎

被災地復興への祈り

天皇陛下の御公務と慰霊（終戦60年）

慰霊に御心を尽されて

皇室の国際親善

外国御訪問と国際親善

永住外国人参政権に問題はないのか

人権擁護法案は極めて危険な法案である　　　

ここまで来た学力低下と呆れた親たち　　　　

日本よ立て！ 中国の公式訪問を終えて　　　　

地方自治基本条例は本当に大丈夫か　　　　　

慰霊と日台共鳴使節団報告

訪問団の誕生と7人の恩人

反日中国と親日台湾

国益を守る慰霊訪問団

英霊との魂の交流①

英霊との魂の交流②

台湾に残る日本精神（リップンチェンシン）

京都議定書は国益に反する

二酸化炭素地球温暖化論への疑問（前篇）

二酸化炭素地球温暖化論への疑問（後篇）

捕鯨反対のウソと傲慢

割り箸が森を破壊するというのは本当か

アフリカ象は増えすぎても間引きできないのか

イギリスの教育改革と新教育基本法①

イギリスの教育改革と新教育基本法②

新教育基本法―10のポイント

教育三法の改正と新学習指導要領の改訂

占領軍が生んだ旧教育基本法

香月洋一／日隈精二・小川英造・吉田重治／中実柚菜／小野実里

香月洋一／末永直・平田無為・吉野隆俊／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／濱口和久・菊池満・坂直純／中実柚菜／梶栗勝敏

伊藤伉／菊池満・川畑孝志・木本千佳子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／岩見智世・川畑孝志・平賀和枝／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／馬場健・諌山仁美・川畑孝志／中実柚菜／小野実里

香月洋一／川畑孝志・日隈精二・小川英造／小野実里・盧盛嫻／梶栗勝敏

小菅亥三郎／馬場健・諌山仁美・川畑孝志／中実柚菜／梶栗勝敏・小野実里

小菅亥三郎／小野実里・川畑孝志・浅井陽子／中実柚菜／なし

伊藤伉／田島昌明・菊池満／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／日隈精二・小川英造／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／日隈精二・小川英造・塩川秀敏／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／水城四郎／中実柚菜／梶栗勝敏

伊藤伉／馬場能久・本山貴春／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／羽廣弘太・岩見智世・松林阿希奈／中実柚菜／梶栗かおる

大橋昭仁／小菅亥三郎／中実柚菜／梶栗勝敏　　　　　　　　　

茅野輝章／小菅亥三郎・木村秀人／中実柚菜／小野実里　　　　　　　 

香月洋一／小菅亥三郎・友納徹・久米哲次・小林秀雄／中実柚菜／梶栗かおる

茅野輝章／小菅亥三郎・金澤礼・黄楷　・小林秀雄／中実柚菜／小野実里

金澤明夫／小菅亥三郎・大橋昭仁・古賀誠／中実柚菜／小野実里

木村秀人／小菅亥三郎・古賀誠・吉村恭二／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／日隈精二／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／小川英造・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

伊藤伉／小川英造・香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／日隈精二・香月洋一／中実柚菜／小野実里・小林秀雄

小菅亥三郎／日隈精二・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

日隈精二／小川英造・香月洋一・小林秀雄／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／宮原和久・川畑孝志・小野実里／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／馬郡弘貴・川畑孝志・小野実里／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／宮原和久／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／久米要三郎・佐々木晶・寺田美華／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／川畑孝志・平田無為・小野香美／中実柚菜／梶栗勝敏

220.今上天皇の大御心  226.福田政権下の危険な政治課題  232.台湾に慰霊の真心を尽して  238.環境問題への疑問  244.新教育基本法のめざすもの

真の日中友好を考える③（増大する覇権主義中国の

時事問題・教育問題／沖縄戦集団自決の真相

日韓連携による拉致解決を目指して―5年目

日韓連携による拉致解決を目指して―5年目
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連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.19.04.15

Ｈ.19.04.22

Ｈ.19.04.29

Ｈ.19.05.06

Ｈ.19.05.13

Ｈ.19.05.20

Ｈ.19.05.27

Ｈ.19.06.03

Ｈ.19.06.10

Ｈ.19.06.17

Ｈ.19.06.24

Ｈ.19.07.01

Ｈ.19.07.08

Ｈ.19.07.15

Ｈ.19.07.22

Ｈ.19.07.29

Ｈ.19.08.05

Ｈ.19.08.12

Ｈ.19.08.19

Ｈ.19.08.26

Ｈ.19.09.02

Ｈ.19.09.09

Ｈ.19.09.16

Ｈ.19.09.23

Ｈ.19.09.30

Ｈ.19.10.07

Ｈ.19.10.14

Ｈ.19.10.21

Ｈ.19.10.28

Ｈ.19.11.04

Ｈ.19.11.11

Ｈ.19.11.18

童謡唱歌おもしろ百科

和楽器が奏でる日本のこころ

音楽は国々の架け橋

唱歌も世につれ人につれ

日本の心を世界に向けて

対馬が危ない①

日本海海戦百周年行事と対馬

軍事的脅威に日台はいかに対応すべきか）　

対馬が危ない②

対馬と元寇

対馬の魅力

日本の国難―蒙古襲来

激戦・文永の役

圧勝・弘安の役

亀山上皇のご祈祷と湯地丈雄

元寇撃退の偉業と従属国高麗の惨劇

くにづくり問題／世界一日本に自信と誇りを

外冦防衛の拠点・博多

教育基本法改正の意義①

教育基本法改正の意義②

海洋基本法成立で何が変わるか①

海洋基本法成立で何が変わるか②

安全保障を重視した安倍外交

公務員改革・社会保険庁改革

行動し体験し思索する！ 全九州学生文化会議

美しい日本のことばを子供たちに！ 津屋崎臨海学校

と教科書検定 

を迎えた韓国訪問①

を迎えた韓国訪問②

日本の大学生が台湾を訪れる―日台共鳴学生使節団について

皇室を戴く日本の誇り―皇居清掃奉仕に参加して

時事問題／沖縄戦集団自決は軍命令ではない①

小柳有美／山口秀範・帆足又十郎／中実柚菜／なし

小柳有美／河原伴子／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　　　　　　　　　＊

小柳有美／サラマンドホ／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　　　　　　　 ＊

小柳有美／山口秀範・森田仁士／原有希／小野実里　　　　　　　　　　　　  ＊

小柳有美／岩崎大輪・稲田健二／中実柚菜／小野実里　　　 　　　　　　　　 ＊

小菅亥三郎／奥村市郎・友納徹・芳村昭美／中実柚菜／梶栗勝敏

日隈精二／友納徹・武末裕雄／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／黄文雄／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／友納徹・神田武・大福久吉／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／奥村市郎・友納徹・芳村昭美・長郷照美／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／友納徹・芳村昭美・長瀬麻衣子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／小野実里・別府正智／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／宮原和久・諌山仁美／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／小野実里・小川英造／中実柚菜／小野実里

香月洋一／吉田重治・平賀和枝／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／小川英造・吉田重治・日隈精二／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／清水馨八郎／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／吉田重治・馬場健・中島田信輔・永渕裕章／桐谷祥／梶栗勝敏

香月洋一／小川英造・日隈精二／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／吉田重治・木村秀人／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／吉田重治・田島昌明／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造・日隈精二／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／伊藤伉・吉田重治／盧盛嫻／梶栗勝敏

香月洋一／小川英造・日隈精二／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／馬場健・逢坂晃平・柿本明恵／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／馬場健・多久善彦・小野香美／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／高田俊秀・多久善郎・原埼智仁／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／佐々木晶・山口峻史・黒田真衣・杉江慎也／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／佐々木晶・杉江慎也・吉野隆俊・熊谷美加／中実柚菜／小野実里

香月洋一／平田無為・岩見智世・松林阿希菜／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／梶山雅代・寺田美華・諌山仁美／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造・吉田重治／中実柚菜／小野実里

190.国境の島・対馬を守れ  196.元寇と博多  203.安倍政権の成果を検証する  209.明日の日本を担う大学生

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

Ｈ.19.11.25

Ｈ.19.12.02

Ｈ.19.12.09

Ｈ.19.12.16

Ｈ.19.12.23

Ｈ.19.12.30

Ｈ.20.01.06

Ｈ.20.01.13

Ｈ.20.01.19

Ｈ.20.01.27

Ｈ.20.02.03

Ｈ.20.02.10

Ｈ.20.02.17

Ｈ.20.02.24

Ｈ.20.03.02

Ｈ.20.03.09

Ｈ.20.03.16

Ｈ.20.03.23

Ｈ.20.03.30

Ｈ.20.04.06

Ｈ.20.04.13

Ｈ.20.04.20

Ｈ.20.04.27

Ｈ.20.05.04

Ｈ.20.05.11

Ｈ.20.05.18

Ｈ.20.05.25

Ｈ.20.06.01

Ｈ.20.06.08

Ｈ.20.06.15

Ｈ.20.06.22

Ｈ.20.06.29

時事問題／沖縄戦集団自決は軍命令ではない②

時事問題・教育問題／教科書問題と沖縄県民の総意

時事問題・教育問題／中国の工作から沖縄を守れ

福岡への行幸啓と奉迎

被災地復興への祈り

天皇陛下の御公務と慰霊（終戦60年）

慰霊に御心を尽されて

皇室の国際親善

外国御訪問と国際親善

永住外国人参政権に問題はないのか

人権擁護法案は極めて危険な法案である　　　

ここまで来た学力低下と呆れた親たち　　　　

日本よ立て！ 中国の公式訪問を終えて　　　　

地方自治基本条例は本当に大丈夫か　　　　　

慰霊と日台共鳴使節団報告

訪問団の誕生と7人の恩人

反日中国と親日台湾

国益を守る慰霊訪問団

英霊との魂の交流①

英霊との魂の交流②

台湾に残る日本精神（リップンチェンシン）

京都議定書は国益に反する

二酸化炭素地球温暖化論への疑問（前篇）

二酸化炭素地球温暖化論への疑問（後篇）

捕鯨反対のウソと傲慢

割り箸が森を破壊するというのは本当か

アフリカ象は増えすぎても間引きできないのか

イギリスの教育改革と新教育基本法①

イギリスの教育改革と新教育基本法②

新教育基本法―10のポイント

教育三法の改正と新学習指導要領の改訂

占領軍が生んだ旧教育基本法

香月洋一／日隈精二・小川英造・吉田重治／中実柚菜／小野実里

香月洋一／末永直・平田無為・吉野隆俊／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／濱口和久・菊池満・坂直純／中実柚菜／梶栗勝敏

伊藤伉／菊池満・川畑孝志・木本千佳子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／岩見智世・川畑孝志・平賀和枝／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／馬場健・諌山仁美・川畑孝志／中実柚菜／小野実里

香月洋一／川畑孝志・日隈精二・小川英造／小野実里・盧盛嫻／梶栗勝敏

小菅亥三郎／馬場健・諌山仁美・川畑孝志／中実柚菜／梶栗勝敏・小野実里

小菅亥三郎／小野実里・川畑孝志・浅井陽子／中実柚菜／なし

伊藤伉／田島昌明・菊池満／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／日隈精二・小川英造／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／日隈精二・小川英造・塩川秀敏／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／水城四郎／中実柚菜／梶栗勝敏

伊藤伉／馬場能久・本山貴春／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／羽廣弘太・岩見智世・松林阿希奈／中実柚菜／梶栗かおる

大橋昭仁／小菅亥三郎／中実柚菜／梶栗勝敏　　　　　　　　　

茅野輝章／小菅亥三郎・木村秀人／中実柚菜／小野実里　　　　　　　 

香月洋一／小菅亥三郎・友納徹・久米哲次・小林秀雄／中実柚菜／梶栗かおる

茅野輝章／小菅亥三郎・金澤礼・黄楷　・小林秀雄／中実柚菜／小野実里

金澤明夫／小菅亥三郎・大橋昭仁・古賀誠／中実柚菜／小野実里

木村秀人／小菅亥三郎・古賀誠・吉村恭二／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／日隈精二／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／小川英造・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

伊藤伉／小川英造・香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／日隈精二・香月洋一／中実柚菜／小野実里・小林秀雄

小菅亥三郎／日隈精二・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

日隈精二／小川英造・香月洋一・小林秀雄／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／宮原和久・川畑孝志・小野実里／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／馬郡弘貴・川畑孝志・小野実里／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／宮原和久／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／久米要三郎・佐々木晶・寺田美華／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／川畑孝志・平田無為・小野香美／中実柚菜／梶栗勝敏

220.今上天皇の大御心  226.福田政権下の危険な政治課題  232.台湾に慰霊の真心を尽して  238.環境問題への疑問  244.新教育基本法のめざすもの

真の日中友好を考える③（増大する覇権主義中国の

時事問題・教育問題／沖縄戦集団自決の真相

日韓連携による拉致解決を目指して―5年目

日韓連携による拉致解決を目指して―5年目
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連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

H.20.07.06

H.20.07.13

H.20.07.20

H.20.07.27

H20.08.03

H.20.08.10

H.20.08.17

H.20.08.24

H.20.08.31

H.20.09.07

H.20.09.14

H.20.09.21

H.20.09.28

H.20.10.05

H.20.10.12

H.20.10.19

H.20.10.26

H.20.11.02

H.20.11.09

H.20.11.16

H.20.11.23

H.20.11.30

H.20.12.07

H.20.12.14

H.20.12.21

H.20.12.28

H.21.01.04

H.21.01.11

H.21.01.18

H.21.01.25

H.21.02.01

H.21.02.08

新教育基本法の成果と課題

毛沢東と中国共産党の歴史は大虐殺の歴史

文化大革命も大虐殺だった

時事問題／天皇陛下御即位20年奉祝を全国各地で！

反日で生きのびる中国

中国のチベット侵略も虐殺だった

日中友好は中国人の楽園①

日中友好は中国人の楽園②

不法滞在中国人の犯罪

中華主義は世界の厄介者

中国の猫なで声にご用心

中国の核の威しに日本が屈しないためには①

中国の核の威しに日本が屈しないためには②

中国の核の威しに日本が屈しないためには③

女子学生による皇居勤労奉仕

被災地復興への祈りの軌跡①

被災地復興への祈りの軌跡②

皇室の祈りと沖縄

玄海島の復興と御慰問

時事問題／田母神論文と村山談話

竹島は韓国に不法占拠されている

土地調査事業

朝鮮総督府は朝鮮に産業革命を起こした

ハングルは朝鮮総督府が普及させた

たのか

日本は朝鮮で善政を行った

頑張ろう、日本。遠藤宣彦衆議院議員に聞く

満州帝国は近代産業国家を目指した

歴史を捏造した３つの談話

満州事変は侵略ではなかった

支那事変は侵略ではない

中国共産党、南京事件プロバガンダ戦を検証する

伊藤伉／山川洋一・宮原和久／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／山本泰蔵・日隈精二・小川英造／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／古賀誠・香月洋一・小林秀雄／中実柚菜／川畑孝志

宮原和久／松岡篤志・鈴木孝将・山下有子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／吉田重治・香月洋一／中実柚菜／梶栗かおる

吉田重治／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／小川英造・田島昌明／中実柚菜／小野実里

木村秀人／香月洋一／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／日隈精二・小川英造／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／木村秀人・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

金澤明夫／中島重夫・古賀龍介／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／寺田美華・岩見智世・西山志織／中実柚菜／川畑孝志・平田無為

香月洋一／佐々木晶・諌山仁美・小野香実／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／大葉勢清英・寺田美華・杉江慎也／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／平田無為・内門啓亮／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／川畑孝志・平田無為・諌山仁美／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／香月洋一・佐谷正幸・吉田重治／中実柚菜／川畑孝志

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／梶栗かおる

伊藤伉／吉田重治・菊池満・川畑孝志／中実柚菜／なし

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／木村秀人・奈田明憲／中実柚菜／小野実里

香月洋一／吉田重治／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　　　　　　　　　＊

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／遠藤宣彦・香月洋一／小野実里／伊藤未来　　　　　　　　　　  ＊

香月洋一／荒牧賢二・奈田明憲／中実柚菜／梶栗かおる

伊藤伉／安倍輝彦・吉田重治／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／木村秀人・香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／荒牧賢二・香月洋一／中実柚菜／小野実里
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いわゆる従軍慰安婦は本当に強制連行され

鳥インフルエンザの実態と警報レベルフ

250.となりの国、中華人民共和国をよく知ろう 257.日本人と中国人はこれほども違う 263.今上天皇の御跡をお偲びして 269.日韓の歴史認識を考える 276.日本は侵略国家であったのか 282.日台魂の絆・十年 288.私たちの領土は私たちで守ろう 294.国の安全・食の安全・身の安全 300.北朝鮮の核兵器にいかに対抗するか.306.日韓併合100年を考える.

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

H.21.02.15

H.21.02.22

H.21.03.01

H.21.03.08

H.21.03.15

H.21.03.22

H.21.03.29

H.21.04.05

H.21.04.12

H.21.04.19

H.21.04.26

H.21.05.03

H.21.05.10

H.21.05.17

H.21.05.24

H.21.05.31

H.21.06.07

H.21.06.14

H.21.06.21

H.21.06.28

H.21.07.05

H.21.07.12

H.21.07.19

H.21.07.26

H.21.08.02

H.21.08.09

H.21.08.16

H.21.08.23

H.21.08.30

H.21.09.06

H.21.09.13

H.21.09.20

ユダヤ人難民を救った帝国軍人

第10次慰霊訪問団帰朝報告

慰霊訪問団の精神

日本の台湾統治50年が教える日本精神

台湾に遺した日本の教育

日本人の魂が鎮まる聖地

慰霊訪問団の魅力と使命

ソ連に侵略されたままの北方領土

竹島は日本固有の領土だ

韓国が対馬を侵略する①

韓国が対馬を侵略する②

中国は尖閣諸島掠奪の準備を完了した①

中国は尖閣諸島掠奪の準備を完了した②

国・食・身の安全の概論

緊急編／新型インフルエンザとその対策

鳥インフルエンザが本当の脅威である

ェーズ6への対応

偉人を学ぶ意義

人材の育成は地域、国家への貢献

日本の常識は世界の非常識

反核運動は信じてよいのか

今こそ核武装の是非の論議を①

今こそ核武装の是非の論議を②

民間防衛　スイスと日本

中国の核を忘れてならない

日韓併合は合法である

日韓併合は正当である　韓国統治36年の善政①

軍人墓地の管理は国の責任である

在日コリアンの問題

日韓補償問題は完全に解決済みである

日韓併合は正当である　韓国統治36年の善政②

伊藤伉／吉田重治・奈田明憲／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／黄楷　・高田信一・妹尾和之／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／木村秀人・古賀誠／中実柚菜／小野実里

香月洋一／古賀誠・日隈精二／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　　　　　　＊

小菅亥三郎／原田泰宏・古賀誠／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／中山茂・木村賢二／小野実里・盧盛嫻

小菅亥三郎／大橋昭仁・櫻井英夫／中実柚菜／小野実里

吉田重治／安倍輝彦・伊藤伉／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／木村秀人・香月洋一／中実柚菜／梶栗かおる

香月洋一／友納徹／中実柚菜／小野実里

日隈精二／水城四郎・香月洋一／中実柚菜／小野実里

日隈精二／小川英造・香月洋一・時忠之・畠山尚幸／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／吉田重治・木村秀人／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／田原克芳・井上政典・日下部晃志・小坂彰良／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／牧野長生／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／牧野長生／中実柚菜／梶栗勝敏

日隈精二／牧野長生／中実柚菜／梶栗勝敏

伊藤伉／井上政典／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／関文彦・松俵義博・渡邉民雄／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／木村秀人・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／奈田明憲・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／小野実里

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／安倍輝彦・吉田重治／中実柚菜／川畑孝志

木村秀人／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／吉田重治／中実柚菜／小野実里

香月洋一／吉田重治・小川英造／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／江崎道朗／中実柚菜／梶栗勝敏

金澤明夫／中島重夫・鶴修輔／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／櫻井英夫／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／安倍輝彦・吉田重治／中実柚菜／小野実里

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／小野実里
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まちづくり問題／
歌と町おこし―故郷（ふるさと）を歌う
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H.20.07.06

H.20.07.13

H.20.07.20

H.20.07.27

H20.08.03

H.20.08.10

H.20.08.17

H.20.08.24

H.20.08.31

H.20.09.07

H.20.09.14

H.20.09.21

H.20.09.28

H.20.10.05

H.20.10.12

H.20.10.19

H.20.10.26

H.20.11.02

H.20.11.09

H.20.11.16

H.20.11.23

H.20.11.30

H.20.12.07

H.20.12.14

H.20.12.21

H.20.12.28

H.21.01.04

H.21.01.11

H.21.01.18

H.21.01.25

H.21.02.01

H.21.02.08

新教育基本法の成果と課題

毛沢東と中国共産党の歴史は大虐殺の歴史

文化大革命も大虐殺だった

時事問題／天皇陛下御即位20年奉祝を全国各地で！

反日で生きのびる中国

中国のチベット侵略も虐殺だった

日中友好は中国人の楽園①

日中友好は中国人の楽園②

不法滞在中国人の犯罪

中華主義は世界の厄介者

中国の猫なで声にご用心

中国の核の威しに日本が屈しないためには①

中国の核の威しに日本が屈しないためには②

中国の核の威しに日本が屈しないためには③

女子学生による皇居勤労奉仕

被災地復興への祈りの軌跡①

被災地復興への祈りの軌跡②

皇室の祈りと沖縄

玄海島の復興と御慰問

時事問題／田母神論文と村山談話

竹島は韓国に不法占拠されている

土地調査事業

朝鮮総督府は朝鮮に産業革命を起こした

ハングルは朝鮮総督府が普及させた

たのか

日本は朝鮮で善政を行った

頑張ろう、日本。遠藤宣彦衆議院議員に聞く

満州帝国は近代産業国家を目指した

歴史を捏造した３つの談話

満州事変は侵略ではなかった

支那事変は侵略ではない

中国共産党、南京事件プロバガンダ戦を検証する

伊藤伉／山川洋一・宮原和久／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／山本泰蔵・日隈精二・小川英造／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／古賀誠・香月洋一・小林秀雄／中実柚菜／川畑孝志

宮原和久／松岡篤志・鈴木孝将・山下有子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／吉田重治・香月洋一／中実柚菜／梶栗かおる

吉田重治／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／小川英造・田島昌明／中実柚菜／小野実里

木村秀人／香月洋一／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／日隈精二・小川英造／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／木村秀人・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

金澤明夫／中島重夫・古賀龍介／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／寺田美華・岩見智世・西山志織／中実柚菜／川畑孝志・平田無為

香月洋一／佐々木晶・諌山仁美・小野香実／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／大葉勢清英・寺田美華・杉江慎也／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／平田無為・内門啓亮／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／川畑孝志・平田無為・諌山仁美／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／香月洋一・佐谷正幸・吉田重治／中実柚菜／川畑孝志

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／梶栗かおる

伊藤伉／吉田重治・菊池満・川畑孝志／中実柚菜／なし

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／木村秀人・奈田明憲／中実柚菜／小野実里

香月洋一／吉田重治／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　　　　　　　　　＊

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／遠藤宣彦・香月洋一／小野実里／伊藤未来　　　　　　　　　　  ＊

香月洋一／荒牧賢二・奈田明憲／中実柚菜／梶栗かおる

伊藤伉／安倍輝彦・吉田重治／中実柚菜／小野実里

香月洋一／小川英造／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／木村秀人・香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／荒牧賢二・香月洋一／中実柚菜／小野実里
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出演者一覧ラジオで番組を
聴くStyleFM 76.8MHz

インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp 出演者一覧ラジオで番組を

聴くStyleFM 76.8MHz
インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp

いわゆる従軍慰安婦は本当に強制連行され

鳥インフルエンザの実態と警報レベルフ

250.となりの国、中華人民共和国をよく知ろう 257.日本人と中国人はこれほども違う 263.今上天皇の御跡をお偲びして 269.日韓の歴史認識を考える 276.日本は侵略国家であったのか 282.日台魂の絆・十年 288.私たちの領土は私たちで守ろう 294.国の安全・食の安全・身の安全 300.北朝鮮の核兵器にいかに対抗するか.306.日韓併合100年を考える.

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

H.21.02.15

H.21.02.22

H.21.03.01

H.21.03.08

H.21.03.15

H.21.03.22

H.21.03.29

H.21.04.05

H.21.04.12

H.21.04.19

H.21.04.26

H.21.05.03

H.21.05.10

H.21.05.17

H.21.05.24

H.21.05.31

H.21.06.07

H.21.06.14

H.21.06.21

H.21.06.28

H.21.07.05

H.21.07.12

H.21.07.19

H.21.07.26

H.21.08.02

H.21.08.09

H.21.08.16

H.21.08.23

H.21.08.30

H.21.09.06

H.21.09.13

H.21.09.20

ユダヤ人難民を救った帝国軍人

第10次慰霊訪問団帰朝報告

慰霊訪問団の精神

日本の台湾統治50年が教える日本精神

台湾に遺した日本の教育

日本人の魂が鎮まる聖地

慰霊訪問団の魅力と使命

ソ連に侵略されたままの北方領土

竹島は日本固有の領土だ

韓国が対馬を侵略する①

韓国が対馬を侵略する②

中国は尖閣諸島掠奪の準備を完了した①

中国は尖閣諸島掠奪の準備を完了した②

国・食・身の安全の概論

緊急編／新型インフルエンザとその対策

鳥インフルエンザが本当の脅威である

ェーズ6への対応

偉人を学ぶ意義

人材の育成は地域、国家への貢献

日本の常識は世界の非常識

反核運動は信じてよいのか

今こそ核武装の是非の論議を①

今こそ核武装の是非の論議を②

民間防衛　スイスと日本

中国の核を忘れてならない

日韓併合は合法である

日韓併合は正当である　韓国統治36年の善政①

軍人墓地の管理は国の責任である

在日コリアンの問題

日韓補償問題は完全に解決済みである

日韓併合は正当である　韓国統治36年の善政②

伊藤伉／吉田重治・奈田明憲／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／黄楷　・高田信一・妹尾和之／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／木村秀人・古賀誠／中実柚菜／小野実里

香月洋一／古賀誠・日隈精二／中実柚菜／小野実里　　　　　　　　　　　　　＊

小菅亥三郎／原田泰宏・古賀誠／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／中山茂・木村賢二／小野実里・盧盛嫻

小菅亥三郎／大橋昭仁・櫻井英夫／中実柚菜／小野実里

吉田重治／安倍輝彦・伊藤伉／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／木村秀人・香月洋一／中実柚菜／梶栗かおる

香月洋一／友納徹／中実柚菜／小野実里

日隈精二／水城四郎・香月洋一／中実柚菜／小野実里

日隈精二／小川英造・香月洋一・時忠之・畠山尚幸／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／吉田重治・木村秀人／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／田原克芳・井上政典・日下部晃志・小坂彰良／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／牧野長生／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／牧野長生／中実柚菜／梶栗勝敏

日隈精二／牧野長生／中実柚菜／梶栗勝敏

伊藤伉／井上政典／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／関文彦・松俵義博・渡邉民雄／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／木村秀人・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／奈田明憲・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／小野実里

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／小野実里

伊藤伉／安倍輝彦・吉田重治／中実柚菜／川畑孝志

木村秀人／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／吉田重治／中実柚菜／小野実里

香月洋一／吉田重治・小川英造／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／江崎道朗／中実柚菜／梶栗勝敏

金澤明夫／中島重夫・鶴修輔／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／櫻井英夫／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／安倍輝彦・吉田重治／中実柚菜／小野実里

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／小野実里
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まちづくり問題／
歌と町おこし―故郷（ふるさと）を歌う



連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

H.21.09.27

H.21.10.04

H.21.10.11

H.21.10.18

H.21.10.25

H.21.11.01

H.21.11.08

H.21.11.15

H.21.11.22

H.21.11.29

H.21.12.06

H.21.12.13

H.21.12.20

H.21.12.27

H.22.01.03

H.22.01.10

H.22.01.17

H.22.01.24

H.22.01.31

H.22.02.07

H.22.02.14

H.22.02.21

H.22.02.28

H.22.03.07

H.22.03.14

H.22.03.21

H.22.03.28

H.22.04.04

H.22.04.11

H.22.04.18

H.22.04.25

H.22.05.02

韓国統治36年　外国人・朝鮮人の評価

時事問題／永住外国人地方参政権は実現させてはならない

福岡城と陸軍

韓国人は内心、日本人を蔑視

韓国では謝罪は従属につながる

閔妃暗殺は歴史の流れの中で見るべきである

韓国では、日本に関しては言論の自由はない

韓国では独立後の方が犠牲者が多い

あった歴史よりあるべき歴史

参勤交代は江戸時代を活性化した

サムライ化学者･大発明家　高峰譲吉博士

時事問題／ちょっとまって！夫婦別姓

日露戦争が世界に与えた勇気

日露戦争の勝利に貢献したサムライ外交

日台魂の交流に触れて

ポーツマス講和会議から学ぶこと

日露戦争に見る武士道

日露戦争の捕虜は大事に扱われた

日露戦争の明石工作とは

なぜ亡国法案が生まれるのか

亡国法案を出す鳩山政権の危険性

永住外国人地方参政権で誰が得をするのか

永住外国人地方参政権問題の本丸は在日中国人だ

第11次慰霊訪問団に参加して①

台湾で見た歴史の真実

第11次慰霊訪問団に参加して②

アジア解放の大東亜戦争

甦った高砂義勇隊英魂碑

台湾は日本の生命線

日本国内の外国人密集地域の現状

ドイツの移民問題は日本への教訓

移民は日本社会を激変させる

木村秀人／奈田明憲・香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／菅原道之・古川詳翁／中実柚菜／川畑孝志

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

木村秀人／奈田明憲・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／安倍輝彦／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

木村秀人／香月洋一／中実柚菜／梶栗かおる

香月洋一／小川英造／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／岡本明子／中実柚菜／梶栗勝敏

木村秀人／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／永田昌巳・松俵義博・下田健一・下田純子／中実柚菜／小野実里

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／木村秀人・奈田明憲／小野実里／盧盛嫻

香月洋一／吉田重治／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／安倍輝彦／中実柚菜／小野美里

小菅亥三郎／吉田重治／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／西川京子／中実柚菜／小野実里

香月洋一／辻幸男・藤井守人・本山貴晴・北田智子・山口貴容子／中実柚菜／梶栗かおる

香月洋一／川口武壽・ハリモモカ・板倉萌／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／松俵義博・古賀誠・梶栗勝敏／中実柚菜／川畑孝志

木村秀人／田中道夫・古賀誠・力武崇樹／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／松俵義博・下田健一・下田純子／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／田中道夫・池田裕二・梶栗勝敏／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／松俵義博・永田昌巳・下田健一・下田純子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／田中道夫・古賀誠・金澤明夫／中実柚菜／梶栗勝敏・小野実里

木村秀人／香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／日隈精二・小川英造／中実柚菜／小野実里

香月洋一／安倍輝彦／小野実里／なし

連番   送年月日　　　　　　　タ　イ　ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　演　　　者

H.22.05.09

H.22.05.16

H.22.05.23

H.22.05.30

H.22.06.06

H.22.06.13

H.22.06.20

H.22.06.27

日本人移民はどう生きたか

人口減少社会にもいい事がある

中国の人間輸出の脅威

日本のやきものと茶の湯

福岡藩と高取焼

｢織部好み｣の浸透と内ヶ磯の陶工

内ヶ磯窯製の茶入れと京陶工

日本人の渡り陶工と御用陶工

小菅亥三郎／古賀誠・奈田明憲／中実柚菜／川畑孝志

木村秀人／香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／日隈精二・小川英造／中実柚菜／川畑孝志

副島邦弘／中村裕子・日隈精二／中実柚菜／川畑孝志

副島邦弘／日隈精二・小山亘／中実柚菜／小野実里

副島邦弘／日隈精二・小山亘／中実柚菜／小野実里

副島邦弘／日隈精二・小山亘／中実柚菜／小野実里

副島邦弘／日隈精二・小山亘／中実柚菜／川畑孝志
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出演者一覧ラジオで番組を
聴くStyleFM 76.8MHz

インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp 出演者一覧ラジオで番組を

聴くStyleFM 76.8MHz
インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp

平成19年10月5日の第1回放送より、平成22年6月27日の放送で第352回を迎えることになりました。

これまでの延べ出演者は1945人、正味324人となりました。

316.日韓歴史問題の争点.322.心に留めたい日本の歴史・日本人.330.心に留めたい日本の歴史・日本人（続編）.332.永住外国人地方参政権は百害あって一利なし.336.英霊顕彰と日台魂の絆.342.日本に移民は必要か

348.「古高取」と「京陶工」

『日曜討論』に皆様のご出演を！
国益にかない、真実を伝える番組の制作者・出演者を募集中

　Ｓtyle ＦＭ のラジオ番組『日曜討論』は、平
成 15年 10月の放送開始以来今日まで 1回も欠
かさず、毎週日曜日午前 10 時から２時間半の番
組を実施してきました。その回数は平成 22 年 6
月末現在で 352 回となりました。番組でこれま
で取り上げたテーマは、皇室、歴史、教育、防衛、
憲法、領土領海、台湾・中国・韓国、男女共同参画、
家庭、子育てなど幅広い分野に亙っております。
番組にはそれぞれ専門の方や関係者、有志の方々
にご出演戴き、有意義な議論を展開してきました。
　この度、さらなる放送内容の充実を図っていく
ために、『日曜討論』番組の企画や出演者を幅広
く募集することに致しました。「国益を守り、真
実を語り、真心を尽くす」という私どもの番組の
趣旨にご賛同戴けます方は、是非ご応募戴ければ
と存じます。簡単な要項は下記のとおりです。
　なお、恐縮ですが、当番組はボランティアスタッ
フによる制作に努めておりますので、出演料・交
通費は無償でございます。その点は、何卒、御了
承願いたいと思います。皆様方の積極的なご参加
を心よりお待ち申し上げております。

＊趣　旨　　わが国の歴史、文化、伝統を大切にし、国や地域、
　　　　　　家庭を愛し、国家・国民を大事にする内容であれ
　　　　　　ば結構です
＊番　組　　毎週日曜日10時～ 12時 30分［2時間 30分］
　　　　　　毎回生番組による放送です
＊シリーズ　１シリーズは６回の番組で構成されています
　　　　　　６週続けての番組となります
＊出演者　　出演者は１回につき２～４人
　　　　　　（司会進行役は、支える会より１名出席します）
＊出演料等　無償（ボランティア協力です）

『日曜討論』番組の企画・出演者の募集

〒810-0001
福岡市中央区天神1-3-38 天神 121ビル 13階
TEL 092(722)0021　FAX 092(725)3190
担当　茅野（かやの）・髙山（こうやま）

Ｓtyle ＦＭ 日曜討論番組を支える会　事務局

「Style FM 日曜討論番組を支える会」からのご案内
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H.22.01.17

H.22.01.24

H.22.01.31

H.22.02.07

H.22.02.14
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H.22.03.28

H.22.04.04

H.22.04.11

H.22.04.18

H.22.04.25

H.22.05.02

韓国統治36年　外国人・朝鮮人の評価

時事問題／永住外国人地方参政権は実現させてはならない

福岡城と陸軍

韓国人は内心、日本人を蔑視

韓国では謝罪は従属につながる

閔妃暗殺は歴史の流れの中で見るべきである

韓国では、日本に関しては言論の自由はない

韓国では独立後の方が犠牲者が多い

あった歴史よりあるべき歴史

参勤交代は江戸時代を活性化した

サムライ化学者･大発明家　高峰譲吉博士

時事問題／ちょっとまって！夫婦別姓

日露戦争が世界に与えた勇気

日露戦争の勝利に貢献したサムライ外交

日台魂の交流に触れて

ポーツマス講和会議から学ぶこと

日露戦争に見る武士道

日露戦争の捕虜は大事に扱われた

日露戦争の明石工作とは

なぜ亡国法案が生まれるのか

亡国法案を出す鳩山政権の危険性

永住外国人地方参政権で誰が得をするのか

永住外国人地方参政権問題の本丸は在日中国人だ

第11次慰霊訪問団に参加して①

台湾で見た歴史の真実

第11次慰霊訪問団に参加して②

アジア解放の大東亜戦争

甦った高砂義勇隊英魂碑

台湾は日本の生命線

日本国内の外国人密集地域の現状

ドイツの移民問題は日本への教訓

移民は日本社会を激変させる

木村秀人／奈田明憲・香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／菅原道之・古川詳翁／中実柚菜／川畑孝志

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

木村秀人／奈田明憲・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／安倍輝彦／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

木村秀人／香月洋一／中実柚菜／梶栗かおる

香月洋一／小川英造／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／岡本明子／中実柚菜／梶栗勝敏

木村秀人／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／永田昌巳・松俵義博・下田健一・下田純子／中実柚菜／小野実里

日隈精二／小川英造・香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／木村秀人・奈田明憲／小野実里／盧盛嫻

香月洋一／吉田重治／中実柚菜／川畑孝志

香月洋一／安倍輝彦／中実柚菜／小野美里

小菅亥三郎／吉田重治／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／西川京子／中実柚菜／小野実里

香月洋一／辻幸男・藤井守人・本山貴晴・北田智子・山口貴容子／中実柚菜／梶栗かおる

香月洋一／川口武壽・ハリモモカ・板倉萌／中実柚菜／川畑孝志

小菅亥三郎／松俵義博・古賀誠・梶栗勝敏／中実柚菜／川畑孝志

木村秀人／田中道夫・古賀誠・力武崇樹／中実柚菜／梶栗勝敏

香月洋一／松俵義博・下田健一・下田純子／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／田中道夫・池田裕二・梶栗勝敏／中実柚菜／梶栗かおる

小菅亥三郎／松俵義博・永田昌巳・下田健一・下田純子／中実柚菜／梶栗勝敏

小菅亥三郎／田中道夫・古賀誠・金澤明夫／中実柚菜／梶栗勝敏・小野実里

木村秀人／香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／日隈精二・小川英造／中実柚菜／小野実里

香月洋一／安倍輝彦／小野実里／なし
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H.22.05.09

H.22.05.16

H.22.05.23

H.22.05.30

H.22.06.06

H.22.06.13

H.22.06.20

H.22.06.27

日本人移民はどう生きたか

人口減少社会にもいい事がある

中国の人間輸出の脅威

日本のやきものと茶の湯

福岡藩と高取焼

｢織部好み｣の浸透と内ヶ磯の陶工

内ヶ磯窯製の茶入れと京陶工

日本人の渡り陶工と御用陶工

小菅亥三郎／古賀誠・奈田明憲／中実柚菜／川畑孝志

木村秀人／香月洋一／中実柚菜／小野実里

小菅亥三郎／日隈精二・小川英造／中実柚菜／川畑孝志

副島邦弘／中村裕子・日隈精二／中実柚菜／川畑孝志

副島邦弘／日隈精二・小山亘／中実柚菜／小野実里

副島邦弘／日隈精二・小山亘／中実柚菜／小野実里

副島邦弘／日隈精二・小山亘／中実柚菜／小野実里

副島邦弘／日隈精二・小山亘／中実柚菜／川畑孝志
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出演者一覧ラジオで番組を
聴くStyleFM 76.8MHz

インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp 出演者一覧ラジオで番組を

聴くStyleFM 76.8MHz
インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp

平成19年10月5日の第1回放送より、平成22年6月27日の放送で第352回を迎えることになりました。

これまでの延べ出演者は1945人、正味324人となりました。

316.日韓歴史問題の争点.322.心に留めたい日本の歴史・日本人.330.心に留めたい日本の歴史・日本人（続編）.332.永住外国人地方参政権は百害あって一利なし.336.英霊顕彰と日台魂の絆.342.日本に移民は必要か

348.「古高取」と「京陶工」

『日曜討論』に皆様のご出演を！
国益にかない、真実を伝える番組の制作者・出演者を募集中

　Ｓtyle ＦＭ のラジオ番組『日曜討論』は、平
成 15年 10月の放送開始以来今日まで 1回も欠
かさず、毎週日曜日午前 10 時から２時間半の番
組を実施してきました。その回数は平成 22 年 6
月末現在で 352 回となりました。番組でこれま
で取り上げたテーマは、皇室、歴史、教育、防衛、
憲法、領土領海、台湾・中国・韓国、男女共同参画、
家庭、子育てなど幅広い分野に亙っております。
番組にはそれぞれ専門の方や関係者、有志の方々
にご出演戴き、有意義な議論を展開してきました。
　この度、さらなる放送内容の充実を図っていく
ために、『日曜討論』番組の企画や出演者を幅広
く募集することに致しました。「国益を守り、真
実を語り、真心を尽くす」という私どもの番組の
趣旨にご賛同戴けます方は、是非ご応募戴ければ
と存じます。簡単な要項は下記のとおりです。
　なお、恐縮ですが、当番組はボランティアスタッ
フによる制作に努めておりますので、出演料・交
通費は無償でございます。その点は、何卒、御了
承願いたいと思います。皆様方の積極的なご参加
を心よりお待ち申し上げております。

＊趣　旨　　わが国の歴史、文化、伝統を大切にし、国や地域、
　　　　　　家庭を愛し、国家・国民を大事にする内容であれ
　　　　　　ば結構です
＊番　組　　毎週日曜日10時～ 12時 30分［2時間 30分］
　　　　　　毎回生番組による放送です
＊シリーズ　１シリーズは６回の番組で構成されています
　　　　　　６週続けての番組となります
＊出演者　　出演者は１回につき２～４人
　　　　　　（司会進行役は、支える会より１名出席します）
＊出演料等　無償（ボランティア協力です）

『日曜討論』番組の企画・出演者の募集

〒810-0001
福岡市中央区天神1-3-38 天神 121ビル 13階
TEL 092(722)0021　FAX 092(725)3190
担当　茅野（かやの）・髙山（こうやま）

Ｓtyle ＦＭ 日曜討論番組を支える会　事務局

「Style FM 日曜討論番組を支える会」からのご案内



皆様のご入会を心からお待ちしています

役員さんをご紹介します。

成就するまで継続します。（すべて数値は平成22年6月30日現在です。）

事務局の仕事です。

会則をご覧下さい。

　顧　問
　顧　問
　顧　問
　代表世話人
　副代表世話人
　　　世話人　　
　　　世話人　　
　　　世話人
　　　世話人
　　　世話人
　　　世話人
　　　営　業
　　　会　計
　　　監　事

西川京子
山本泰藏
多久善郎
小菅亥三郎
香月洋一
伊藤伉
塚田征二
田中道夫
山口敬之
古賀誠
梶栗勝敏
髙山由香里
茅野輝章
香月洋一

前衆議院議員
日本会議福岡 理事長
日本協議会 理事長
(専)ライセンスカレッジ 理事長
(医)香月内科医院 理事長
不二歌道會九州地方聯合會 會長
(株)裕生堂 代表取締役
(株)ハウジングアーキテクチャー CEO
教育研究会未来
楽天堂広橋病院 医師
日本会議福岡 事務局長
(株)日本教育開発
(株)日本教育開発
(医)香月内科医院 理事長

第１条（名称）
本会は「StyleFM『日曜討論』番組（以下「番組」と称す）を支える会」
と称する。

第２条（事務局）
　　本会の事務局は福岡市中央区天神1-3-38に置く。
第３条（目的）
　　本会は①「誇りある国づくり」のための番組の継続。　
　　　　　②番組の放送主体である放送局（以下「局」と称す）の後援。
　　　　　③出演者（制作者含む）相互の研鑚及び親睦をその目的とする。
第４条（会員）
　　本会の会員は次の3種とする。
　　　　　①特別会員　本会の目的に賛同し、本会の事務局を支援するた

め、入会金、賛助金1口以上を納める法人又は個
人。

　　　　　②正会員　　本会の目的に賛同し、入会金、年会費を納める者。
　　　　　③番組会員　本会の目的に賛同し、番組成立のため協力でき、
　　　　　　　　　　　入会金、年会費を納める者。
第５条（入会）
本会に入会を希望する者は所定の申込手続により、入会することができ
る。

第６条（会費）
　　本会の経費は入会金、賛助金、会費、寄付金をもってこれに充当する。
　　　　　①会員として入会を希望する者は、入会金として1,000円を入会

と同時に納入する。
　　　　　②特別会員の賛助金（1口）は法人120,000円、個人10,000円

とし、入会と同時に納入し、次年度以降は3月末日迄に納入す
る。

　　　　　③正会員の会費は年額5,000円とし、3月末日迄に翌年度の1年
分を一括して納入する。

　　　　　④番組会員の会費は年額3,000円とし、3月末日迄に翌年度の1
年分を一括して納入する。

第７条（会計年度）
　　本会の会計年度は毎年4月1日より翌年3月31日迄とする。
第８条（役員）
　　本会に次の役員を置く。
　　　　　顧問　　　　若干名　有識者他。
　　　　　代表世話人　　１名　会を代表し、会務を統括。
　　　　　副代表世話人　１名　代表世話人を補佐し、番組を企画。
　　　　　世話人　　　若干名　代表世話人の命を受けて、会務を処理。
　　　　　営業 １名　会員募集。
　　　　　会計　　　　　１名　会計事務処理。
　　　　　監事　　　　　１名　会計監査。
第９条（役員の任期）　　
　　役員の任期は1年とし、再任を妨げない。
第10条（役員の選任）
　　　　　①世話人は会員のうちから、代表世話人は世話人のうちからそれ

ぞれ役員会において選任する。
　　　　　②営業は会員募集、会計は会務処理を行なう。
第11条（役員会）
　　役員会は代表世話人が必要に応じ招集する。
第12条（総会）
総会は原則として毎年8月に局との調整をとり開催することとし、代表
世話人及び役員会において必要と認めたときには、臨時総会を開催する
ことができる。

第13条（総会の構成及び議決）
総会は会員の出席をもって成立し、議事については出席会員の過半数の
賛成で議決する。

『Style FM日曜討論番組を支える会』
〈平成15年10月から平成22年6月までの6年9ヶ月の記録〉
●放送回数　352回　880時間

●出演者　　延べ1945名、正味324名（うち所在不明4人）
　※内訳は正味319名の分で（　　）内は国土地理院の都道府県コードです。

性別　　男218名、女101名
地域別　北海道・東北（１-７）　　0名

関東（８-14）　　　　  14名
中部・北陸（15-23）　　2名
近畿（24-30）　　　　　5名
中国（31-35）　　　　　6名
四国（36-39）　　　　　1名
九州（40-47）　　　  291名

●贈呈CD（テープ）　2799枚（本）
　※ご出演いただいた方には、放送の収録CD（テープ）を贈呈！

●懇親会

●総会　　　H22.8.22（予定）

●支える会　141人　 性別　男119名、女22名
　　　　　　　　　　  種別　内訳　特別会員・法人 　　　 8社

　　  特別会員・個人　　　23人
　　  正会員　　　　　　　43人
　　  番組会員　　　　　　67人

●かわら版　発行回数　第１号（H18.6.20発行）以来、毎月20日に第45号まで45回
　　　　　　発行部数　10848部（45回ゆえ平均241部）

●集大成作業（但し、ライセンスメイトによる特集です。）
１回目　平成16年６月号
２回目　平成17年９月号
３回目　平成18年６月・7月合併号
４回目　平成19年夏季号

①H15.11.9（  9人）
⑤H16.9.26（14人）
⑨H19.8.19（38人）
⑬H22.8.22（予定）

②H15.12.21（９人）
⑥H17.3.5（15人）
⑩H20.8.17（44人）

③H16.4.4（13人）
⑦H17.8.21（32人）
⑪H21.8.23（47人）

④H16.8.8（24人）
⑧H18.8.20（37人）
⑫H21.12.10（24人）

①番組の制作ならびにその品質を向上させるための一切の業務
②出演者の受付ならびに登番者の長期的確保
③県外出演者への交通費支給ならびに必要に応じて宿泊施設の手配
④出演者ならびに制作者への番組収録CDの送付
⑤番組収録CDの文章化作業と会員への送付
⑥出演者ならびに制作者が所属する関係先との連絡調整
⑦支える会の会員ならびに番組のリスナー拡大のための周辺への働きかけ作業
⑧「日曜討論かわら版」の発行と会員への送付
⑨局への広告協賛金の拠出
⑩総会、講演会、懇親会、慰労会の開催
⑪その他、本会の目的を達成する為に必要な事業

〔順不同〕

５回目　平成20年秋季号
６回目　平成21年夏季号
７回目　平成22年夏季号
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皆様のご入会を心からお待ちしています

役員さんをご紹介します。

成就するまで継続します。（すべて数値は平成22年6月30日現在です。）

事務局の仕事です。

会則をご覧下さい。

　顧　問
　顧　問
　顧　問
　代表世話人
　副代表世話人
　　　世話人　　
　　　世話人　　
　　　世話人
　　　世話人
　　　世話人
　　　世話人
　　　営　業
　　　会　計
　　　監　事

西川京子
山本泰藏
多久善郎
小菅亥三郎
香月洋一
伊藤伉
塚田征二
田中道夫
山口敬之
古賀誠
梶栗勝敏
髙山由香里
茅野輝章
香月洋一

前衆議院議員
日本会議福岡 理事長
日本協議会 理事長
(専)ライセンスカレッジ 理事長
(医)香月内科医院 理事長
不二歌道會九州地方聯合會 會長
(株)裕生堂 代表取締役
(株)ハウジングアーキテクチャー CEO
教育研究会未来
楽天堂広橋病院 医師
日本会議福岡 事務局長
(株)日本教育開発
(株)日本教育開発
(医)香月内科医院 理事長

第１条（名称）
本会は「StyleFM『日曜討論』番組（以下「番組」と称す）を支える会」
と称する。

第２条（事務局）
　　本会の事務局は福岡市中央区天神1-3-38に置く。
第３条（目的）
　　本会は①「誇りある国づくり」のための番組の継続。　
　　　　　②番組の放送主体である放送局（以下「局」と称す）の後援。
　　　　　③出演者（制作者含む）相互の研鑚及び親睦をその目的とする。
第４条（会員）
　　本会の会員は次の3種とする。
　　　　　①特別会員　本会の目的に賛同し、本会の事務局を支援するた

め、入会金、賛助金1口以上を納める法人又は個
人。

　　　　　②正会員　　本会の目的に賛同し、入会金、年会費を納める者。
　　　　　③番組会員　本会の目的に賛同し、番組成立のため協力でき、
　　　　　　　　　　　入会金、年会費を納める者。
第５条（入会）
本会に入会を希望する者は所定の申込手続により、入会することができ
る。

第６条（会費）
　　本会の経費は入会金、賛助金、会費、寄付金をもってこれに充当する。
　　　　　①会員として入会を希望する者は、入会金として1,000円を入会

と同時に納入する。
　　　　　②特別会員の賛助金（1口）は法人120,000円、個人10,000円

とし、入会と同時に納入し、次年度以降は3月末日迄に納入す
る。

　　　　　③正会員の会費は年額5,000円とし、3月末日迄に翌年度の1年
分を一括して納入する。

　　　　　④番組会員の会費は年額3,000円とし、3月末日迄に翌年度の1
年分を一括して納入する。

第７条（会計年度）
　　本会の会計年度は毎年4月1日より翌年3月31日迄とする。
第８条（役員）
　　本会に次の役員を置く。
　　　　　顧問　　　　若干名　有識者他。
　　　　　代表世話人　　１名　会を代表し、会務を統括。
　　　　　副代表世話人　１名　代表世話人を補佐し、番組を企画。
　　　　　世話人　　　若干名　代表世話人の命を受けて、会務を処理。
　　　　　営業 １名　会員募集。
　　　　　会計　　　　　１名　会計事務処理。
　　　　　監事　　　　　１名　会計監査。
第９条（役員の任期）　　
　　役員の任期は1年とし、再任を妨げない。
第10条（役員の選任）
　　　　　①世話人は会員のうちから、代表世話人は世話人のうちからそれ

ぞれ役員会において選任する。
　　　　　②営業は会員募集、会計は会務処理を行なう。
第11条（役員会）
　　役員会は代表世話人が必要に応じ招集する。
第12条（総会）
総会は原則として毎年8月に局との調整をとり開催することとし、代表
世話人及び役員会において必要と認めたときには、臨時総会を開催する
ことができる。

第13条（総会の構成及び議決）
総会は会員の出席をもって成立し、議事については出席会員の過半数の
賛成で議決する。

『Style FM日曜討論番組を支える会』
〈平成15年10月から平成22年6月までの6年9ヶ月の記録〉
●放送回数　352回　880時間

●出演者　　延べ1945名、正味324名（うち所在不明4人）
　※内訳は正味319名の分で（　　）内は国土地理院の都道府県コードです。

性別　　男218名、女101名
地域別　北海道・東北（１-７）　　0名

関東（８-14）　　　　  14名
中部・北陸（15-23）　　2名
近畿（24-30）　　　　　5名
中国（31-35）　　　　　6名
四国（36-39）　　　　　1名
九州（40-47）　　　  291名

●贈呈CD（テープ）　2799枚（本）
　※ご出演いただいた方には、放送の収録CD（テープ）を贈呈！

●懇親会

●総会　　　H22.8.22（予定）

●支える会　141人　 性別　男119名、女22名
　　　　　　　　　　  種別　内訳　特別会員・法人 　　　 8社

　　  特別会員・個人　　　23人
　　  正会員　　　　　　　43人
　　  番組会員　　　　　　67人

●かわら版　発行回数　第１号（H18.6.20発行）以来、毎月20日に第45号まで45回
　　　　　　発行部数　10848部（45回ゆえ平均241部）

●集大成作業（但し、ライセンスメイトによる特集です。）
１回目　平成16年６月号
２回目　平成17年９月号
３回目　平成18年６月・7月合併号
４回目　平成19年夏季号

①H15.11.9（  9人）
⑤H16.9.26（14人）
⑨H19.8.19（38人）
⑬H22.8.22（予定）

②H15.12.21（９人）
⑥H17.3.5（15人）
⑩H20.8.17（44人）

③H16.4.4（13人）
⑦H17.8.21（32人）
⑪H21.8.23（47人）

④H16.8.8（24人）
⑧H18.8.20（37人）
⑫H21.12.10（24人）

①番組の制作ならびにその品質を向上させるための一切の業務
②出演者の受付ならびに登番者の長期的確保
③県外出演者への交通費支給ならびに必要に応じて宿泊施設の手配
④出演者ならびに制作者への番組収録CDの送付
⑤番組収録CDの文章化作業と会員への送付
⑥出演者ならびに制作者が所属する関係先との連絡調整
⑦支える会の会員ならびに番組のリスナー拡大のための周辺への働きかけ作業
⑧「日曜討論かわら版」の発行と会員への送付
⑨局への広告協賛金の拠出
⑩総会、講演会、懇親会、慰労会の開催
⑪その他、本会の目的を達成する為に必要な事業

〔順不同〕

５回目　平成20年秋季号
６回目　平成21年夏季号
７回目　平成22年夏季号
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「Style FM日曜討論番組を支える会」でより良い番組を制作するため、出演者ならびに関係先との

連絡調整等「日曜討論」の放送を陰で担っているスタッフの皆さんからコメントを頂きましたのでご紹介します。

川畑　孝志

『日曜討論番組を支える会』を初めて

知ったのは、昨年の定期総会の時でし

た。大きなホールで、沢山の方がご参

加され、驚いたのを覚えています。

　それからは、事務局のスタッフとし

て、毎月のかわら版の発送、番組出演

者の方へ収録したＣＤを発送していま

す。その中で、会員募集をした際に、

沢山の方との出会いがありました。皆

さん、快く入会していただき、年末に

は忘年会を開催することができまし

た。

　番組は、毎週休むことなく放送して

います。私も微力ながら応援していま

す。

　これからも支える会が素晴らしい会

になるよう、私も頑張っていきたいと

思いますので、皆様のご協力を宜しく

お願い致します。

　日曜討論番組では、主に番組放送の

際の裏方としてお手伝いをさせて戴

き、６年目となりました。私が裏方の

お手伝いとして伺いました中で、特に

心に残りましたのは「心に留めたい日

本の歴史・日本人」シリーズの第２回

目、「サムライ化学者・大発明家　高

峰譲吉博士」です。高峰博士は、100

年前に使用されていた医薬品の中で、

現在の医療の中でも使われている「タ

カジアスターゼ」「アドレナリン」を

発明された方で、よく耳にするアドレ

ナリンは止血剤として手術等に用いら

れ、救急医療にはなくてはならないも

のです。また、アメリカに住んでいた

高峰博士は、これまでの医学における

重要な発明・研究で、多くのアメリカ

人の評価を得ており、日露戦争の際、

戦費調達のためにアメリカを訪れた金

子堅太郎を日本人として助けた方でも

ありました。高峰博士は平和を愛する

日本人、鎖国より明治維新、それから

わずか30数年で近代化を成し遂げる

日本をアピールし、また日本を知って

貰うため、公式の場に出る際は紋付

袴、そして和風建築の別邸・松楓殿を

建て、賓客をもてなされています。こ

の高峰博士の信用と行動が、当時、圧

倒的にロシアに好意的だったアメリカ

世論を日本支持へ変えていくのに大変

貢献されました。私はこの放送を伺う

まで、現在でも多くの人を救う医薬品

を発明され、そして日露戦争の勝利に

貢献された高峰博士のことを知らず、

本当に驚き、またこのような方がいら

っしゃったのだととても感動致しまし

た。今回改めて、現在では教えられな

い日本人が誇りを持って語り継いでい

かなければならない貴重な姿を、発信

し伝え続けている日曜討論の重要性を

感じました。スポンサーがいる番組と

違い、企画から維持まですべて手作り

で、小菅代表、香月さんをはじめとす

る関係者の皆様の並々ならぬご決意と

ご努力に、微力ではありますが少しで

もお応えできるよう努めて参りたいと

思います。

　いつもStyleFM日曜討論を応援いた

だきありがとうございます。支える会

の事務局として、「かわら版」の発行

や事務的な仕事を担当させていただい

ております。この日曜討論が7年もの

長きにわたって毎週、放送を続けてこ

られたのは、番組をご担当くださるコ

メンテーターの皆様の献身的な努力、

歯に衣を着せぬ内容をそのまま放送し

て下さるStyleFM放送局のご理解、ま

た、リスナーの皆様の温かいご支援が

あったればこそです。

　さて、わが国の報道は一部のマスコ

ミを除き、決して真実を報道してはい

ません。特に中国や北朝鮮などの国情

に関わる内容や、歴史問題に関しては

近隣諸国の顔色ばかりうかがっていま

す。逆にわが国の近現代史を暗黒視

し、また皇室関係のことに関してはタ

ブー視しています。マスコミによるミ

スリードが国益を損ね、ひいてはわが

国の安全保障を危機に陥れかねませ

ん。

　真実を伝え、国益を守る「StyleFM

日曜討論」のような、真正保守の言論

の場を確保していかなければなりませ

ん。今後とも、日本で唯一、真実の報

道を展開する番組として「StyleFM日

曜討論」が発展していけるよう、スタ

ッフの一員として頑張ってまいりま

す。

髙山　由香里

　平成１９年の末からラジオのアシス

タントのお手伝いさせて戴き、もうす

ぐ３年になります。この２年間での大

きな変化は、２１年８月に民主党政権

が誕生したことです。

　民主党政権は、マニュフェストに意

図的に載せていない、「永住外国人参

政権付与法案」、「選択的夫婦別姓法

案」といった国家解体、家族解体の法

案成立を推進しています。言うまでも

なく、外国人参政権は外国による日本

の間接侵略を認めることになり、夫婦

別姓は親子別姓であり、家族の絆が壊

されます。しかしその実態を殆どのマ

スコミは報道しません。それどころ

か、朝日新聞は４月７日の朝刊で、県

議会の反対の意見書決議がその当時全

国の過半数を超えた３５県に到達して

いるのにも関わらず、その数を１４県

という昨年１２月段階の古い資料を使

用し、全国の反対の声を矮小化する報

道をしました。

　その様なマスコミの姿勢の中、産經

新聞と「日曜討論」番組だけが国益を

守る報道を貫いていると思います。

StyleＦＭ日曜討論では、１２月に

「ちょっとまって！夫婦別姓」、２月

から「永住外国人地方参政権は百害あ

って一利なし」を４回、４月から「日

本に移民は必要か」を６回にわたって

放送し、選択的夫婦別姓の問題点、永

住外国人地方参政権の問題点を発信し

ています。

　反国家的な政権が誕生し、その中に

あっても国益に照らし合わせた真正保

守の報道を貫き、危機をより多くの方

にお伝えする放送媒体である「日曜討

論」番組の重要性を再認識させられま

す。今後とも、日曜討論を宜しくお願

いします。

小野　実里

茅野　輝章
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「Style FM日曜討論番組を支える会」でより良い番組を制作するため、出演者ならびに関係先との

連絡調整等「日曜討論」の放送を陰で担っているスタッフの皆さんからコメントを頂きましたのでご紹介します。

川畑　孝志

『日曜討論番組を支える会』を初めて

知ったのは、昨年の定期総会の時でし

た。大きなホールで、沢山の方がご参

加され、驚いたのを覚えています。

　それからは、事務局のスタッフとし

て、毎月のかわら版の発送、番組出演

者の方へ収録したＣＤを発送していま

す。その中で、会員募集をした際に、

沢山の方との出会いがありました。皆

さん、快く入会していただき、年末に

は忘年会を開催することができまし

た。

　番組は、毎週休むことなく放送して

います。私も微力ながら応援していま

す。

　これからも支える会が素晴らしい会

になるよう、私も頑張っていきたいと

思いますので、皆様のご協力を宜しく

お願い致します。

　日曜討論番組では、主に番組放送の

際の裏方としてお手伝いをさせて戴

き、６年目となりました。私が裏方の

お手伝いとして伺いました中で、特に

心に残りましたのは「心に留めたい日

本の歴史・日本人」シリーズの第２回

目、「サムライ化学者・大発明家　高

峰譲吉博士」です。高峰博士は、100

年前に使用されていた医薬品の中で、

現在の医療の中でも使われている「タ

カジアスターゼ」「アドレナリン」を

発明された方で、よく耳にするアドレ

ナリンは止血剤として手術等に用いら

れ、救急医療にはなくてはならないも

のです。また、アメリカに住んでいた

高峰博士は、これまでの医学における

重要な発明・研究で、多くのアメリカ

人の評価を得ており、日露戦争の際、

戦費調達のためにアメリカを訪れた金

子堅太郎を日本人として助けた方でも

ありました。高峰博士は平和を愛する

日本人、鎖国より明治維新、それから

わずか30数年で近代化を成し遂げる

日本をアピールし、また日本を知って

貰うため、公式の場に出る際は紋付

袴、そして和風建築の別邸・松楓殿を

建て、賓客をもてなされています。こ

の高峰博士の信用と行動が、当時、圧

倒的にロシアに好意的だったアメリカ

世論を日本支持へ変えていくのに大変

貢献されました。私はこの放送を伺う

まで、現在でも多くの人を救う医薬品

を発明され、そして日露戦争の勝利に

貢献された高峰博士のことを知らず、

本当に驚き、またこのような方がいら

っしゃったのだととても感動致しまし

た。今回改めて、現在では教えられな

い日本人が誇りを持って語り継いでい

かなければならない貴重な姿を、発信

し伝え続けている日曜討論の重要性を

感じました。スポンサーがいる番組と

違い、企画から維持まですべて手作り

で、小菅代表、香月さんをはじめとす

る関係者の皆様の並々ならぬご決意と

ご努力に、微力ではありますが少しで

もお応えできるよう努めて参りたいと

思います。

　いつもStyleFM日曜討論を応援いた

だきありがとうございます。支える会

の事務局として、「かわら版」の発行

や事務的な仕事を担当させていただい

ております。この日曜討論が7年もの

長きにわたって毎週、放送を続けてこ

られたのは、番組をご担当くださるコ

メンテーターの皆様の献身的な努力、

歯に衣を着せぬ内容をそのまま放送し

て下さるStyleFM放送局のご理解、ま

た、リスナーの皆様の温かいご支援が

あったればこそです。

　さて、わが国の報道は一部のマスコ

ミを除き、決して真実を報道してはい

ません。特に中国や北朝鮮などの国情

に関わる内容や、歴史問題に関しては

近隣諸国の顔色ばかりうかがっていま

す。逆にわが国の近現代史を暗黒視

し、また皇室関係のことに関してはタ

ブー視しています。マスコミによるミ

スリードが国益を損ね、ひいてはわが

国の安全保障を危機に陥れかねませ

ん。

　真実を伝え、国益を守る「StyleFM

日曜討論」のような、真正保守の言論

の場を確保していかなければなりませ

ん。今後とも、日本で唯一、真実の報

道を展開する番組として「StyleFM日

曜討論」が発展していけるよう、スタ

ッフの一員として頑張ってまいりま

す。

髙山　由香里

　平成１９年の末からラジオのアシス

タントのお手伝いさせて戴き、もうす

ぐ３年になります。この２年間での大

きな変化は、２１年８月に民主党政権

が誕生したことです。

　民主党政権は、マニュフェストに意

図的に載せていない、「永住外国人参

政権付与法案」、「選択的夫婦別姓法

案」といった国家解体、家族解体の法

案成立を推進しています。言うまでも

なく、外国人参政権は外国による日本

の間接侵略を認めることになり、夫婦

別姓は親子別姓であり、家族の絆が壊

されます。しかしその実態を殆どのマ

スコミは報道しません。それどころ

か、朝日新聞は４月７日の朝刊で、県

議会の反対の意見書決議がその当時全

国の過半数を超えた３５県に到達して

いるのにも関わらず、その数を１４県

という昨年１２月段階の古い資料を使

用し、全国の反対の声を矮小化する報

道をしました。

　その様なマスコミの姿勢の中、産經

新聞と「日曜討論」番組だけが国益を

守る報道を貫いていると思います。

StyleＦＭ日曜討論では、１２月に

「ちょっとまって！夫婦別姓」、２月

から「永住外国人地方参政権は百害あ

って一利なし」を４回、４月から「日

本に移民は必要か」を６回にわたって

放送し、選択的夫婦別姓の問題点、永

住外国人地方参政権の問題点を発信し

ています。

　反国家的な政権が誕生し、その中に

あっても国益に照らし合わせた真正保

守の報道を貫き、危機をより多くの方

にお伝えする放送媒体である「日曜討

論」番組の重要性を再認識させられま

す。今後とも、日曜討論を宜しくお願

いします。

小野　実里

茅野　輝章
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（0944）88-3515
〒831－0033
大川市幡保98-7

㈱関家具

（0948）42-1033
〒820-0205
嘉麻市岩崎1554-10

松俵建設㈱

（03）3476-5611
〒153－0042
東京都目黒区青葉台3-10-1
青葉台上毛ビル601

誇りある国づくりへ
国民の力を！

日本会議経済人同志会

（075）257-1805
〒604-8136
京都市中京区梅忠町三条通烏丸東入ル
中井ビル2階

教育研究会未来
（092）523-3663
〒810-0012
福岡市中央区白金1-21-13
クレッセント薬院302号

㈱未来ソリューションズ

（092）641-3263
〒812－0044
福岡市博多区千代4-30-2
山本ビル4階

 国を愛する新しい
国民運動ネットワーク

日本会議福岡
（092）641-3263
〒812－0044
福岡市博多区千代4-30-2
山本ビル4階

 国を愛する新しい
国民運動ネットワーク

日本会議福岡

（092）721-0100
〒810-0001
福岡市中央区天神1-3-38
天神121ビル13階

ライセンスカレッジ

（0949）22-3520
〒822-0007
福岡県直方市下境1147-2

香月内科医院

医療法人 卸小売業 家族の強化・家庭の復活

家具製造・販売 総合建設業

（092）714-4341
〒810-0001
福岡市中央区天神1-3-38
天神121ビル13階

九 栄 会

九州不動産専門学院グループ
同窓会

専門学校

●ご支援ありがとうございます。

三つの不可能を可能にした支援者の力
１　スポンサーなしで番組を継続させている
２　謝礼無しで出演の連鎖を維持している
３　出演者をはじめとする広範な支援者の資金負担で
　　放送局との契約を継続させている

　通常の電波放送の番組は、スポンサーがついてその協賛により成り立っていますが、私たちにはお金もな

ければスポンサーもついていません。ですからパーソナリティはもとより、ゲストの出演者の皆さんもすべて手

弁当でお願いしています。

　当初は渕上社長の男気ひとつで番組枠を提供いただいて番組をつづけていました。番組開始の一年半後

の平成17年4月からは、放送局のオーナーが変わり、兎も角も番組だけは放送を続けています。しかし、それ

を支えるためにはやはり経費が必要で、ボランティア出演していただいた方々に更に会員になっていただい

て「日曜討論番組を支える会」を発足させました。「支える会」も早いものでもう5年になります。

　ご支援いただきました法人会員、個人会員、番組会員の皆さまのご厚情に改めて感謝申し上げます。
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原田　泰宏さん　九州伝承遺産ネットワーク　特別顧問

　私と日曜討論の関係は、カーラジ

オで偶然に熱い討論を聴いたことに

始まり、番組で紹介された講演会や

日華(台)親善友好慰霊訪問団への参

加を経て、平成21年に初めて出演さ

せていただき今に至ります。日本のことを良く言えば、日

本のマスコミから徹底的に批判されることを畏れず、

堂 と々正論を公に発信しているこの日曜討論は日本の

良心ではないでしょうか。出演させていただいたことを誇

りに思います。

　戦後の間違った歴史教育やマスコミの歪曲的報道に

より多くの日本人は自虐的、反日的になっているように感

じますが、本心はどこか疑問を持っているのではないか

と思っております。と言いますのは、幕末から大東亜戦争

までの日本を取り巻く世界情勢や日本の行動、戦後の占

領政策、慰安婦・靖国問題を公正な立場で説明します

と、多くの方は初めて聞いた話で、やっと納得した様な顔

をされ、日本に対して初めて愛情を感じるようになるよう

です。

　このように正しい日本人を形成していくには、国民に

直接働きかける機会をもっともっと多くする必要がありま

す。日曜討論を通して小菅代表世話人他関係者の勇気

ある行動が子供や孫に正しい日本を伝承し、正しい日

本人を創っていくものと信じております。今後も益々日曜

討論が活躍することを期待しております。私も微力ながら

協力していきます。

国益を守り 真実を語り 誠心を尽くすことに 休日なし

　早いもので『日曜討論』も間もなく７年目（平成22年 10月）を迎えようとしております。そ

こで今回は、放送開始７周年を記念して今まで出演にご協力して下さいました皆様のご感想や

ご意見をご紹介（再録含む）させていただきました。

　番組は毎週日曜日午前10時から12時 30分までの生番組です。StyleFM76.8MHzに周波

数を合わせると聴くことができます。また、インターネット上（URLは http://www.768.jp）で

も見る（聴く）ことができます。 あなたも是非、同番組のリスナーになってみませんか？

※肩書きは番組出演時のものを表記させていただきました。

各務　章さん　元高等学校  校長

　「日曜討論」の基本は我々が日

本人であり、日本の伝統と文化を

守り、自覚を持って生きることだ

と思っています。現在の若者達は

自分がどこの国の人間か考えるこ

となく、自由と豊かさだけを求めている者が多いの

に腹が立ちます。自由と人権を主張するなら、半面

の義務と責任を持つことです。日本の道徳の基本を

なくせば国は滅びていくでしょう。

　「日曜討論」でのあり方に私は賛成しています。

今後とも日本の心を忘れないように皆さんで協力し

て、社会改革への道を進んで下さい。

永田　昌巳さん　筑後市議会議員

　平成15年に放送が開始された

StyleFM「日曜討論」番組は、い

つもタイムリーなテーマで「誇り

ある国づくり」に貢献しています。

　国体を正論でもって間違わない

方向へ導いていくには、マスメディアの存在は欠かせ

ません。

　私もこの価値ある番組に2回に亘って出演させて頂

きました。平成22年1月3日の「日台魂の交流にふれ

て」平成22年4月4日の「甦った高砂義勇隊英魂碑」

がそれで、日本にいては持ち得なかった感動を語らせ

ていただきました。

　この番組は、リスナーの皆様からの励ましや期待が

大きいと聞いています。混迷する今の時代だからこそ

この番組の存在は意義があるのです。

　「日曜討論」の今後益々のご発展を心から祈念いた

します。
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吉田　重治さん　団体職員

　形振り構わず虚偽のマニフェスト

で国民を騙した民主党は政権詐取

に成功した。騙した民主党は卑怯･卑

劣の極みで政権担当資格はない。他

方､その状況に至らしめた自由民主

党の責任も大きいが､民主党に騙されて投票した国民の

責任が一層重い。民主党政権が自由民主党政権よりも

倫理感覚･意識が薄弱･劣悪で政治無能よりも政治害悪

であることが判明し､『やはり野(の)に置け､蓮華草』の如

く【やはり野(や)に置け､民主党】であるのに国民は民主

党の本質を未だに見抜けず､小鳩政権から旧｢菅｣徴(き

ゅうかんちょう)政権に挿げ替えの偽装･欺瞞操作に騙さ

れて民主党支持の愚を再び犯している。｢鳩｣が九｢菅｣

鳥に仮装しても民主党政権の本質は《鷺(詐欺)》で､寧ろ

国家の【鴈(癌)】であり､国民は＜鴨(カモ)＞にされてい

るのである。国民は国家存亡の基本･根本問題の基本思

想･理念と具体的･実効的方法を政党の選択基準にす

べきであり､【国家安全保障(国防)は最大･最高の福祉】

と認識すべきである。処が日本有史以来(白村江､元寇､

日清･日露戦争等)､日本本土を他国侵略軍に蹂躙され

た悲惨な被支配経験が皆無の上､戦後のＧＨＱによる｢

日本伝統精神の骨抜き･国家意識(愛国心･主権)の抹消

洗脳謀略｣とそれらを拡大再生産しているＮＨＫ､朝日新

聞､共同通信､岩波書店等反日マスコミや日教組の反日

教育により､今や多数の国民は国家意識(愛国心･主権)･

国益国防意識の無い所謂､反日･無日日本人に堕落･頽

廃し､国家存亡の基本･根本問題の視点から政党選択

ができない､所謂､『脅威認識不能･他力本願念仏平和

痴呆症候群』にあると言っても過言ではない。例えば北

方領土を不法占領(侵略)している敵国ロシアに貪られ､

竹島を不法占拠している敵国韓国の｢韓流ドラマ(ＮＨＫ

の反日洗脳工作)｣･韓国俳優に浮かれる能天気な国民

､日本人拉致･核実験･ミサイル発射の敵国北朝鮮や日

本固有領土尖閣諸島の石油埋蔵可能性を知ると中共の

領土であると厚顔無恥にも宣言し､日本専管海域を傲岸

不遜にも専横する敵性国中共の脅威にも無関心･無反

応な国民､特に日本固有領土尖閣諸島の帰属を中共と

話し合うとの妄言を吐いた鳩山前総理はその典型例で

ある。勿論､鳩山前総理は､本来､総理の器ではなく総理

にしてはならない無能･無知･無責任･能天気の極致の

人物であるが､この国家意識(愛国心･主権)･国益国防

意識の無さは鳩山個人のみならず民主党全体の国防観

が凝縮･凝結されているのである。鳩山前総理は国会の

壇上で空疎な『命を救いたい！命を救いたい！』と大見得

を切ったが､国民の生命に直結する国防には無関心･無

議会議員の選挙が可能になる。永住外国人数は平成

２０年で約９１万人､その内､中共人が１４.２万人と

最多であり､毎年約１万人が増加している。法案が成

立すれば､将来､中共籍の大量の参政権者への中共

政府の命令による内政干渉が公然と行われ､日本国

の自主独立が喪失され､破壊される。また尖閣諸島が

地域内の石垣市の人口は４万７千人､韓国と国境を

接する対馬市の人口は３万７千人､台湾と国境を接す

る与那国町の人口は僅か１千７百人である。ここに永

住外国人が彼等の母国政府の命令で人口以上の人

数で住民登録し､移住して選挙で地方行政を支配し､

住民投票により分離独立宣言すれば尖閣諸島､対馬､

与那国島は他国に合法的に併合され､領土･財産が

掠奪される危険性があるのである。さらに沖縄本島の

米軍基地を抱える自治体へ永住外国人が彼等の母

国政府の命令で多人数の住民登録･移住で反基地･

撤去闘争を煽動･展開して日本国の安全保障を破壊

する危険性があるのである。勿論､日本の伝統､文化､

価値観と異なる国で育ち､生活して来た永住外国人の

人数が増大し､発言力が増せば､日本の伝統､文化､

価値観や教育も当然破壊されるのである。

　以上が民主党の売国･亡国政党の主たる理由であ

るが､斯くの如く､民主党が日本国家破壊を推進する

背景は､

(１)『日本列島は日本人だけのものではない。日本は

日本人の所有だという考えは思い上りも甚だしい。

永住外国人に国政参政権を与えることも真剣に

考えても良い』と妄言した鳩山前総理は実父威一

郎と韓国女性の間に生まれた子供であり､安子は

養母であること。妻の幸は日本に帰化した韓国人

であること。

(２)『韓国大統領･国会議員や国民や昨年の総選挙

協力依頼の見返りとしての在日韓国人団体への

永住外国人地方参政権付与法案実現の約束や

日韓併合100年における天皇訪韓の約束』､日本

国民に隠蔽し､韓国国民に｢公約｣していた小沢前

幹事長の実父佐重喜は北朝鮮地域の朝鮮半島

人であり、実母は韓国済州島出身韓国人であるこ

と。

(３)『沖縄問題は重くてしょうがない。もう沖縄は独立し

た方がいいよ』と副総理の時に発言した菅総理の

実祖母は韓国済州島出身韓国人であること。

(４)『１番でなければならない理由は何か！２番では何

故いけないのか！』の蓮舫は反日台湾帰化人であ

ること。

(５)さらに沖縄米軍基地の国外移転の空論による日

米離間を煽動･策動する社民党党首福島瑞穂は

本名が趙春花で昭和61年2月15日に帰化した

朝鮮半島人であること。

(６)また北朝鮮による日本人拉致に極めて冷淡であ

る元衆議院議長土井たか子は本名が李高順で昭

和33年10月26日に帰化した北朝鮮系朝鮮半島

人であること。

である。正に民主党や社民党首脳は朝鮮半島人の血脈

に支配されており､即ち､日本の政権は朝鮮半島人の血

脈にハイジヤックされているのである。尤も筆者は民族

差別主義者ではなく､台湾からの帰化人金美齢女史、韓

国からの帰化人呉善花女史、中共からの帰化人石平氏

は在来日本人以上に日本国を祖国として愛する活動を

している帰化人が多数いることを承知しており、深く敬意

を表しているのである。今や日本国の政治を売国･亡国

の朝鮮半島血脈が支配する売国･亡国の民主党から『真

の日本人の､真の日本人による､真の日本人のための政

治』に取り戻さねばならないのである。

《註》真の日本人=｢本来｣日本人＋｢帰化｣日本人で日

本の国益を守る国民『売国･亡国の民主党から覚

醒めよ！民主党投票国民！』を訴える所以である。　

佐谷　正幸さん　新しい教科書をつくる会

　戦後アメリカ占領軍が日本人に

刷り込んだ東京裁判史観（日本は

アジアの侵略者、戦争犯罪人）の

嘘による洗脳効果は60余年経った

今日でも風化するどころか、疫病

のように蔓延しています。何分にも占領政策の直撃

を受けたマスコミと教育界が、独立後はその後継者

と化して洗脳を続けているため、止め様がありませ

ん。チョウニチ（朝日）、ブニチ（侮日）、クニウ

リ（国売）、ニホンのニシ（日本西）各新聞及び

NHK（日本反対協会）です。

　特にNHKは現会長に代ってから、従来の反日に加

え、民放の悪いところ、すなわち形の崩れたたわむ

ればかりをまねて、アナウンサーまでが、下手なパ

フォーマンスをしてタラント（足らん徒）化し、品

性を失っています。料金不払い運動が起こるのは当

然です。

　そのような中、StyleFMの日曜討論番組が小さい

ながらも正しい歴史、日本の誇り、良き伝統を伝え

続けていることは極めて貴重です。多くの出演者は

生業片手間の出演で、そのための準備も大変と思い

ますが、誇りある日本を築くため頑張って下さい。

知･無為無策であった。これは｢鳩｣が『菅』に交代しても

不変な民主党の本質なのである。民主党は財源の裏付

けの無い福祉を声高に叫び､国民をスポイルし､将来に

財政悪化の禍根｢子供手当｣に防衛予算を上回る予算

を計上したが､【国防は最大･最高の福祉】の逆､《福祉は

最大･最高の国防》は成立しないのである。

　国家破壊(安全保障､治安等)の方法には①｢雀蜂作

戦(直接侵略)｣と②｢白蟻作戦(間接侵略)｣に２大別され

る。①｢雀蜂作戦(直接侵略)｣は軍事力による直接の物理

攻撃形態であり､②｢白蟻作戦(間接侵略)｣は日本国民

を｢詐騙･洗脳｣で麻痺させる精神攻撃であり､日本国民

が意識･認識しない内に日本国家を内部から食い尽くし、

空洞化して崩壊させる作戦であり､日本国民が意識･認

識した時には既に手後れとなっているのである。

　上記敵国･敵性国の｢雀蜂作戦｣への防衛手段が日米

同盟であるが本来は日本独自の国防力強化｢新･富国

強兵｣が必須なのであるが民主党の本音･本質は日本

国家の弱体化･無力化による上記敵性国･敵国への従

属･隷属化にある。また｢雀蜂作戦｣と同等以上に｢白蟻

作戦｣は脅威･恐怖の破壊活動であるが､｢雀蜂作戦｣へ

の対応力の無力化と同じく｢白蟻作戦｣の国家破壊を推

進しているのが民主党で､まさに民主党は｢トロイの木馬

戦法｣で日本国家破壊を推進している売国･亡国の政党

なのである。以下にその具体理由を述べる。

　民主党が推進している｢白蟻作戦｣の代表的具体例は

『夫婦別姓法案』､『人権侵害救済法案(旧･人権擁護法

案)』､『永住外国人地方参政権付与法案』の日本国家破

壊３大悪法案である。

１.夫婦別姓法案とは

　日本民族の伝統である家族制度破壊を狙い､家族

制度の破壊を通じて国家破壊を狙う法案である。

２.人権侵害救済法案(旧･人権擁護法案)とは

　｢人権侵害救済｣の美名で､首相官邸直結の内閣府

外局に中央機関､各都道府県に下部機関を設置し､

人権委員(外国人の就任可)には立入調査･調停･仲

裁･勧告･公表･訴訟参加等国民生活の隅 ま々で介入

･干渉する権限を行使する『人権抑圧法』である。特に

人権委員には国籍要件を設定しないため､中共や朝

鮮半島国籍の人物の就任が可能で彼等の母国の意

向･命令により日本国民個々人への介入･干渉による

国民生活を破壊する。

３.永住外国人地方参政権付与法案とは

　民主党が成立させようとしている永住外国人に地

方自治体の参政権(選挙権)を付与する法案である。

当該法案が成立すれば永住外国人が都道府県知事･

都道府県議会議員や市･区･町･村長や市･区･町･村
40
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吉田　重治さん　団体職員

　形振り構わず虚偽のマニフェスト

で国民を騙した民主党は政権詐取

に成功した。騙した民主党は卑怯･卑

劣の極みで政権担当資格はない。他

方､その状況に至らしめた自由民主

党の責任も大きいが､民主党に騙されて投票した国民の

責任が一層重い。民主党政権が自由民主党政権よりも

倫理感覚･意識が薄弱･劣悪で政治無能よりも政治害悪

であることが判明し､『やはり野(の)に置け､蓮華草』の如

く【やはり野(や)に置け､民主党】であるのに国民は民主

党の本質を未だに見抜けず､小鳩政権から旧｢菅｣徴(き

ゅうかんちょう)政権に挿げ替えの偽装･欺瞞操作に騙さ

れて民主党支持の愚を再び犯している。｢鳩｣が九｢菅｣

鳥に仮装しても民主党政権の本質は《鷺(詐欺)》で､寧ろ

国家の【鴈(癌)】であり､国民は＜鴨(カモ)＞にされてい

るのである。国民は国家存亡の基本･根本問題の基本思

想･理念と具体的･実効的方法を政党の選択基準にす

べきであり､【国家安全保障(国防)は最大･最高の福祉】

と認識すべきである。処が日本有史以来(白村江､元寇､

日清･日露戦争等)､日本本土を他国侵略軍に蹂躙され

た悲惨な被支配経験が皆無の上､戦後のＧＨＱによる｢

日本伝統精神の骨抜き･国家意識(愛国心･主権)の抹消

洗脳謀略｣とそれらを拡大再生産しているＮＨＫ､朝日新

聞､共同通信､岩波書店等反日マスコミや日教組の反日

教育により､今や多数の国民は国家意識(愛国心･主権)･

国益国防意識の無い所謂､反日･無日日本人に堕落･頽

廃し､国家存亡の基本･根本問題の視点から政党選択

ができない､所謂､『脅威認識不能･他力本願念仏平和

痴呆症候群』にあると言っても過言ではない。例えば北

方領土を不法占領(侵略)している敵国ロシアに貪られ､

竹島を不法占拠している敵国韓国の｢韓流ドラマ(ＮＨＫ

の反日洗脳工作)｣･韓国俳優に浮かれる能天気な国民

､日本人拉致･核実験･ミサイル発射の敵国北朝鮮や日

本固有領土尖閣諸島の石油埋蔵可能性を知ると中共の

領土であると厚顔無恥にも宣言し､日本専管海域を傲岸

不遜にも専横する敵性国中共の脅威にも無関心･無反

応な国民､特に日本固有領土尖閣諸島の帰属を中共と

話し合うとの妄言を吐いた鳩山前総理はその典型例で

ある。勿論､鳩山前総理は､本来､総理の器ではなく総理

にしてはならない無能･無知･無責任･能天気の極致の

人物であるが､この国家意識(愛国心･主権)･国益国防

意識の無さは鳩山個人のみならず民主党全体の国防観

が凝縮･凝結されているのである。鳩山前総理は国会の

壇上で空疎な『命を救いたい！命を救いたい！』と大見得

を切ったが､国民の生命に直結する国防には無関心･無

議会議員の選挙が可能になる。永住外国人数は平成

２０年で約９１万人､その内､中共人が１４.２万人と

最多であり､毎年約１万人が増加している。法案が成

立すれば､将来､中共籍の大量の参政権者への中共

政府の命令による内政干渉が公然と行われ､日本国

の自主独立が喪失され､破壊される。また尖閣諸島が

地域内の石垣市の人口は４万７千人､韓国と国境を

接する対馬市の人口は３万７千人､台湾と国境を接す

る与那国町の人口は僅か１千７百人である。ここに永

住外国人が彼等の母国政府の命令で人口以上の人

数で住民登録し､移住して選挙で地方行政を支配し､

住民投票により分離独立宣言すれば尖閣諸島､対馬､

与那国島は他国に合法的に併合され､領土･財産が

掠奪される危険性があるのである。さらに沖縄本島の

米軍基地を抱える自治体へ永住外国人が彼等の母

国政府の命令で多人数の住民登録･移住で反基地･

撤去闘争を煽動･展開して日本国の安全保障を破壊

する危険性があるのである。勿論､日本の伝統､文化､

価値観と異なる国で育ち､生活して来た永住外国人の

人数が増大し､発言力が増せば､日本の伝統､文化､

価値観や教育も当然破壊されるのである。

　以上が民主党の売国･亡国政党の主たる理由であ

るが､斯くの如く､民主党が日本国家破壊を推進する

背景は､

(１)『日本列島は日本人だけのものではない。日本は

日本人の所有だという考えは思い上りも甚だしい。

永住外国人に国政参政権を与えることも真剣に

考えても良い』と妄言した鳩山前総理は実父威一

郎と韓国女性の間に生まれた子供であり､安子は

養母であること。妻の幸は日本に帰化した韓国人

であること。

(２)『韓国大統領･国会議員や国民や昨年の総選挙

協力依頼の見返りとしての在日韓国人団体への

永住外国人地方参政権付与法案実現の約束や

日韓併合100年における天皇訪韓の約束』､日本

国民に隠蔽し､韓国国民に｢公約｣していた小沢前

幹事長の実父佐重喜は北朝鮮地域の朝鮮半島

人であり、実母は韓国済州島出身韓国人であるこ

と。

(３)『沖縄問題は重くてしょうがない。もう沖縄は独立し

た方がいいよ』と副総理の時に発言した菅総理の

実祖母は韓国済州島出身韓国人であること。

(４)『１番でなければならない理由は何か！２番では何

故いけないのか！』の蓮舫は反日台湾帰化人であ

ること。

(５)さらに沖縄米軍基地の国外移転の空論による日

米離間を煽動･策動する社民党党首福島瑞穂は

本名が趙春花で昭和61年2月15日に帰化した

朝鮮半島人であること。

(６)また北朝鮮による日本人拉致に極めて冷淡であ

る元衆議院議長土井たか子は本名が李高順で昭

和33年10月26日に帰化した北朝鮮系朝鮮半島

人であること。

である。正に民主党や社民党首脳は朝鮮半島人の血脈

に支配されており､即ち､日本の政権は朝鮮半島人の血

脈にハイジヤックされているのである。尤も筆者は民族

差別主義者ではなく､台湾からの帰化人金美齢女史、韓

国からの帰化人呉善花女史、中共からの帰化人石平氏

は在来日本人以上に日本国を祖国として愛する活動を

している帰化人が多数いることを承知しており、深く敬意

を表しているのである。今や日本国の政治を売国･亡国

の朝鮮半島血脈が支配する売国･亡国の民主党から『真

の日本人の､真の日本人による､真の日本人のための政

治』に取り戻さねばならないのである。

《註》真の日本人=｢本来｣日本人＋｢帰化｣日本人で日

本の国益を守る国民『売国･亡国の民主党から覚

醒めよ！民主党投票国民！』を訴える所以である。　

佐谷　正幸さん　新しい教科書をつくる会

　戦後アメリカ占領軍が日本人に

刷り込んだ東京裁判史観（日本は

アジアの侵略者、戦争犯罪人）の

嘘による洗脳効果は60余年経った

今日でも風化するどころか、疫病

のように蔓延しています。何分にも占領政策の直撃

を受けたマスコミと教育界が、独立後はその後継者

と化して洗脳を続けているため、止め様がありませ

ん。チョウニチ（朝日）、ブニチ（侮日）、クニウ

リ（国売）、ニホンのニシ（日本西）各新聞及び

NHK（日本反対協会）です。

　特にNHKは現会長に代ってから、従来の反日に加

え、民放の悪いところ、すなわち形の崩れたたわむ

ればかりをまねて、アナウンサーまでが、下手なパ

フォーマンスをしてタラント（足らん徒）化し、品

性を失っています。料金不払い運動が起こるのは当

然です。

　そのような中、StyleFMの日曜討論番組が小さい

ながらも正しい歴史、日本の誇り、良き伝統を伝え

続けていることは極めて貴重です。多くの出演者は

生業片手間の出演で、そのための準備も大変と思い

ますが、誇りある日本を築くため頑張って下さい。

知･無為無策であった。これは｢鳩｣が『菅』に交代しても

不変な民主党の本質なのである。民主党は財源の裏付

けの無い福祉を声高に叫び､国民をスポイルし､将来に

財政悪化の禍根｢子供手当｣に防衛予算を上回る予算

を計上したが､【国防は最大･最高の福祉】の逆､《福祉は

最大･最高の国防》は成立しないのである。

　国家破壊(安全保障､治安等)の方法には①｢雀蜂作

戦(直接侵略)｣と②｢白蟻作戦(間接侵略)｣に２大別され

る。①｢雀蜂作戦(直接侵略)｣は軍事力による直接の物理

攻撃形態であり､②｢白蟻作戦(間接侵略)｣は日本国民

を｢詐騙･洗脳｣で麻痺させる精神攻撃であり､日本国民

が意識･認識しない内に日本国家を内部から食い尽くし、

空洞化して崩壊させる作戦であり､日本国民が意識･認

識した時には既に手後れとなっているのである。

　上記敵国･敵性国の｢雀蜂作戦｣への防衛手段が日米

同盟であるが本来は日本独自の国防力強化｢新･富国

強兵｣が必須なのであるが民主党の本音･本質は日本

国家の弱体化･無力化による上記敵性国･敵国への従

属･隷属化にある。また｢雀蜂作戦｣と同等以上に｢白蟻

作戦｣は脅威･恐怖の破壊活動であるが､｢雀蜂作戦｣へ

の対応力の無力化と同じく｢白蟻作戦｣の国家破壊を推

進しているのが民主党で､まさに民主党は｢トロイの木馬

戦法｣で日本国家破壊を推進している売国･亡国の政党

なのである。以下にその具体理由を述べる。

　民主党が推進している｢白蟻作戦｣の代表的具体例は

『夫婦別姓法案』､『人権侵害救済法案(旧･人権擁護法

案)』､『永住外国人地方参政権付与法案』の日本国家破

壊３大悪法案である。

１.夫婦別姓法案とは

　日本民族の伝統である家族制度破壊を狙い､家族

制度の破壊を通じて国家破壊を狙う法案である。

２.人権侵害救済法案(旧･人権擁護法案)とは

　｢人権侵害救済｣の美名で､首相官邸直結の内閣府

外局に中央機関､各都道府県に下部機関を設置し､

人権委員(外国人の就任可)には立入調査･調停･仲

裁･勧告･公表･訴訟参加等国民生活の隅 ま々で介入

･干渉する権限を行使する『人権抑圧法』である。特に

人権委員には国籍要件を設定しないため､中共や朝

鮮半島国籍の人物の就任が可能で彼等の母国の意

向･命令により日本国民個々人への介入･干渉による

国民生活を破壊する。

３.永住外国人地方参政権付与法案とは

　民主党が成立させようとしている永住外国人に地

方自治体の参政権(選挙権)を付与する法案である。

当該法案が成立すれば永住外国人が都道府県知事･

都道府県議会議員や市･区･町･村長や市･区･町･村
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メディアは始末が悪い。孔子様も嘆いておられるこ

とでしょう。しかし、嘆いてばかりいても仕方ない

ので、こちらから「正論」を発信しようと始められ

たのが、この日曜討論であります。

　「継続は力なり」の譬えの如く、これからも多く

の協力者、支援者を得られて末長く続き、大きく発

展されることを心から切望するものであります。

櫻井　英夫さん　川崎町議会議員・シンガーソングライター

　「日曜討論」とのご縁は、平成7年

に元福岡県議会議員の内田壮平氏

の秘書を務めていたことに始まる。番

組を支える会の世話人、小菅氏主催

の講演会に県議の代理で出席して以

来、事ある毎にご案内を頂くようになった。特に台湾慰霊

訪問団へのお誘いは、本誌ライセンスメイトによる台湾

訪問の詳細報告とともに。そして、それは今なお続いてい

る。

　小菅氏の熱心なお誘いには本当に心打たれたが、県

議から独立して地元川崎町で町議会議員活動をしてい

た私には、物心両面において全くの余裕がなく参加辞退

を続けていた。しかし、お誘いを受けてから10年目の平

成20年、ついに参加を決め台湾慰霊訪問団に加わっ

た。世界一の親日国家・台湾を目の当たりにして、中国・

韓国との差は何なのかを考えさせられた。

　私の生まれ故郷である東京神津島には、秀吉が朝鮮

出兵の際に連れてきたとされるキリシタン・オタアの墓

が伝えられており、40年前から日韓合同で慰霊祭を行

なっている。村役場の職員だった私もこの祭りを経験し、

韓国には親しみを持ってきたが、それに反して韓国の積

年の恨みは今もなお消えていないと思える。残念だ。こち

らも何とかしよう。

　日曜討論には平成21年3月、台湾慰霊訪問団に加わ

った体験談を語るため初めて出演させてもらった。小菅

氏の軽妙な誘導にラジオ初出演で気分を良くした私は、

次回、9月6日に再度出演をさせて頂くことになった。し

かも、定評のある国益を論ずる内容ではなく「教育勅語

頌歌」など私の拙いオリジナルソングを聞かせると言う

全く初の試みで。おそらく硬派の多いリスナーには物足り

ない企画となった事だろうが、おしゃべりは30分聞けば

飽きるが、歌は別。言葉にメロディをまぶし、言葉と言葉

に間を置く。このコミュニケーション手段は理に適ってい

ると信じている。

　平成15年から始めた私のミュージックボランティア公

演も300回を超えた。そういえば、台湾の方々が流暢な

日本語でカラオケを歌っていたのも印象的だった。

荒牧　賢二さん　中小機構（SMJR）地域活性化支援アドバイザー

　現在65歳の私、54歳を機とし

て、海外業務に携わる事となりまし

た。それまでは警察官を2年半、酒類

卸勤務29年間と全く海外実務とは縁

がありませんでした。海外旅行も、酒

類メーカーのツアーにて、USA・中国（大連・北京）・香

港・シンガポールと訪問あるのみで、言葉にしても、英語、

中国語話せる訳でもありませんでした。1999年6月（54

歳）に大手の本格焼酎メーカー入社1週間目に創業社

長から「ちょっと台湾に行ってくれませんか」との特命事

項を受け、以後頻繁な本格焼酎を「ぶら提げて」の「焼酎

販売行脚」が始まりました。さて、どうしたものか。まずは、

「当たって砕けろ」正にその精神でした。ぐずぐず考えず

にまず行動。何かが生まれる。そこがスタート。同じ失敗

は二度とすまいと心に決め行動いたしました。

　2008年3月（63歳）準大手の本格焼酎メーカーにお

暇をいただくまでに単なる市場視察等含め世界71ヶ国

を廻ってまいりました。9年間で一度だけの輸出の実績

を含めますと58ヶ国に出荷致しております。あの悪名高

き北朝鮮にも一度だけ輸出実績があります。その殆どが

単独行動でした。

　思いもつかないトラブル・アクシデントにも遭いまし

た、スパイ容疑での公安による拘束事件（中国大連）、拳

銃をつきつけられての拉致遭遇事件（フィリピン・インド

ネシア等）、USAの空港ではブラジルへの乗り継ぎで、

出国手続きに間に合わず予定のフライトには乗れずに

空港にて足止め、何故か荷物だけは予定のフライト便で

先にブラジルに。ミャンマーでは軍人による深夜、ホテル

ルームにての手荷物検査（これもスパイ容疑？）等々挙

げれば枚挙に暇ありません。お蔭様にて現地ローカルの

友人達のフォローにて所属の企業には何らの金銭的負

担を与えずに今日まで到っております。

　かくのごとき営業活動の中で、自らに常に言い聞かせ

てきた言葉。それは、「笑顔」と「自信」と「プラス志向」と

言う事です。本当の笑顔は健康でなければ生まれない。

本当の自信は、弛まぬ努力と謙虚な姿勢からです。何が

起こるか分からない海外ローカルでの体験。常に現実

大肯定。プラス志向、言い換えれば「ネバーギブアッ

プ」、決して諦めない気持ちに繋がります。

　最近富に、今まで係わって参りました業界外からのセ

ミナー登壇の機会を多くいただいておりますが、反面教

師としての失敗談・トラブル事例をご紹介いたしておりま

す。

渕　幸代さん　主婦

　私が子供の頃、父が語っていたことを思い出しま

す。「戦争が終わって復員して来る途中街中で、日

本の国旗を風呂敷代わりにしている人がいた。私は

悔しくて情けなくてたまらなかった」と。その時私

は父がどんな気持ちで言っていたのかはよくわかり

ませんでした。

　しかし今は分かるような気がします。父が母国日

本の為にどんな気持ちで戦っていたのか天皇陛下と

日の丸にどんな思いを捧げていたのか…きっと我が

身を育んでくれた祖国への感謝と報恩の気持ちでい

っぱいだったのだと思います。

　その父は戦争で体を壊し、回復せぬまま、私が11

才の時に亡くなりましたが、薬紙を綴じて作った手

帳の表紙の裏には、明治天皇の御歌が記されていま

した。父は本当に日本を愛していたのだと思いま

す。私は父が大好きでした。父は私といた短い間に

愛国心を植え付けてくれました。日本を愛するのは

日本人として当然の事として育ちました。日本人な

ら誰でもそう思っていると思っていました。

　しかし、そうではなかったのです。私のような者

は少数派だったのです。NHKを筆頭に放送局や新

聞、雑誌などのマスコミをみますと偏向している事

が目立ちます。左翼的な情報は大きく報じますが、

正しい愛国活動は報じません。最早、正邪の判断も

つかないように思考がマヒしているのでしょうか？

それとも故意に情報操作がされているのでしょう

か？もし、操作されて国民世論が作られ、他に判断

基準を知らない大多数の国民は真実を知らされず、

愚衆となり、劣国となりつつあるとしたらとても悲

しく思います。マスコミは中道であって欲しい。ど

うして日本国内で日本人の為にする報道を左に曲げ

るのでしょうか？憂国の想いで心がうずきます。

　日本は太古から優秀で美しい、精神性の高い立派

な国と聞きます。私達の心の奥には祖国を愛する血

が脈々と流れているはずです。それを呼び覚ますよ

うな、全国ネットのマスコミの仕組みが出来上がる

事を切に望みます。

　その意味でStyleFMの日曜討論の番組は希望の星

であります。全国各局を結ぶ放送となりますことを

心より期待しております。

関　文彦さん　(株)関家具　代表取締役社長

　「日曜討論」に出演させて戴き

まして、私自身が私の過去の生き

様をしみじみと振り返る機会を得

ました、誠にありがたく感謝申し

上げます。

　独立開業した２５歳当時の企業人、経営者として

の心得も何も整わない、只がむしゃらに、企業を大

きくしたい、金が欲しいと言う原始的起業人、つま

り「商売と言う形は整えたが心整わず」の状態であ

りました。

　その後企業の成長と共に色々な方々との出会い、

ビジネスの中或いは青年会議所運動等対外活動の中

で怒られ叱られ壁にぶつかり考えせられ、教えられ

て企業家としての心が僅かながら整いつつある、然

し、まだまだ道半ばこれからが本当の企業家として

の心を整える時期に差し掛かったと思う今日この頃

であります。

　心は「お客様の為、社員の為、地域社会の為」棺

おけに片足入れてあとの片一方の足を棺おけに突っ

込む寸前まで火の魂の様に生きて行こうと思ってお

ります。

　43年前一人で創業、何から何まで全て一人でやっ

た初年度、二年目に嫁いで来てくれた家内（現副社

長）が内助の功発揮、それから一人、又一人と従業

員を増やし、43年後の今日全社員で１６０名の一人

一人の社員にやりがいを感じてモチベーションを高

く維持してもらう為には社長自らが先ず、心正しく

人間らしくあらねばならないと気を新にして、日々

研鑽に務めているところであります。

　お陰さまで創業以来43年間、利益は些少なれど一

期も赤字経営の年は御座いません。

　今後も毎日体を鍛え、気力を高めて、社員を育

て、後継者を育成し益々社会貢献できる企業として

形を整え心を整えたいと思っております、どうぞ、

ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いを申し上げます。

金澤　明夫さん　日本協議会福岡県支部  代表幹事

　相も変わらぬ虚報・扇動・洗脳

に余念のないNHKや朝日の反日、

売国ぶりに対して、心ある国民は

嘆き、憤り、抗議もするが、なか

なか相手の心にまでは届かず、一

向に改善されないのが現実であります。

　論語に「子曰く、過ちて改めざる、是れを過と謂

う」という言葉がありますが、まさにこの種のマス
42

http://www.l-mate.net　番組に出演して
41
番組に出演して　http://www.l-mate.net

番組に出演してラジオで番組を
聴くStyleFM 76.8MHz

インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp 番組に出演してラジオで番組を

聴くStyleFM 76.8MHz
インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp



メディアは始末が悪い。孔子様も嘆いておられるこ

とでしょう。しかし、嘆いてばかりいても仕方ない

ので、こちらから「正論」を発信しようと始められ

たのが、この日曜討論であります。

　「継続は力なり」の譬えの如く、これからも多く

の協力者、支援者を得られて末長く続き、大きく発

展されることを心から切望するものであります。

櫻井　英夫さん　川崎町議会議員・シンガーソングライター

　「日曜討論」とのご縁は、平成7年

に元福岡県議会議員の内田壮平氏

の秘書を務めていたことに始まる。番

組を支える会の世話人、小菅氏主催

の講演会に県議の代理で出席して以

来、事ある毎にご案内を頂くようになった。特に台湾慰霊

訪問団へのお誘いは、本誌ライセンスメイトによる台湾

訪問の詳細報告とともに。そして、それは今なお続いてい

る。

　小菅氏の熱心なお誘いには本当に心打たれたが、県

議から独立して地元川崎町で町議会議員活動をしてい

た私には、物心両面において全くの余裕がなく参加辞退

を続けていた。しかし、お誘いを受けてから10年目の平

成20年、ついに参加を決め台湾慰霊訪問団に加わっ

た。世界一の親日国家・台湾を目の当たりにして、中国・

韓国との差は何なのかを考えさせられた。

　私の生まれ故郷である東京神津島には、秀吉が朝鮮

出兵の際に連れてきたとされるキリシタン・オタアの墓

が伝えられており、40年前から日韓合同で慰霊祭を行

なっている。村役場の職員だった私もこの祭りを経験し、

韓国には親しみを持ってきたが、それに反して韓国の積

年の恨みは今もなお消えていないと思える。残念だ。こち

らも何とかしよう。

　日曜討論には平成21年3月、台湾慰霊訪問団に加わ

った体験談を語るため初めて出演させてもらった。小菅

氏の軽妙な誘導にラジオ初出演で気分を良くした私は、

次回、9月6日に再度出演をさせて頂くことになった。し

かも、定評のある国益を論ずる内容ではなく「教育勅語

頌歌」など私の拙いオリジナルソングを聞かせると言う

全く初の試みで。おそらく硬派の多いリスナーには物足り

ない企画となった事だろうが、おしゃべりは30分聞けば

飽きるが、歌は別。言葉にメロディをまぶし、言葉と言葉

に間を置く。このコミュニケーション手段は理に適ってい

ると信じている。

　平成15年から始めた私のミュージックボランティア公

演も300回を超えた。そういえば、台湾の方々が流暢な

日本語でカラオケを歌っていたのも印象的だった。

荒牧　賢二さん　中小機構（SMJR）地域活性化支援アドバイザー

　現在65歳の私、54歳を機とし

て、海外業務に携わる事となりまし

た。それまでは警察官を2年半、酒類

卸勤務29年間と全く海外実務とは縁

がありませんでした。海外旅行も、酒

類メーカーのツアーにて、USA・中国（大連・北京）・香

港・シンガポールと訪問あるのみで、言葉にしても、英語、

中国語話せる訳でもありませんでした。1999年6月（54

歳）に大手の本格焼酎メーカー入社1週間目に創業社

長から「ちょっと台湾に行ってくれませんか」との特命事

項を受け、以後頻繁な本格焼酎を「ぶら提げて」の「焼酎

販売行脚」が始まりました。さて、どうしたものか。まずは、

「当たって砕けろ」正にその精神でした。ぐずぐず考えず

にまず行動。何かが生まれる。そこがスタート。同じ失敗

は二度とすまいと心に決め行動いたしました。

　2008年3月（63歳）準大手の本格焼酎メーカーにお

暇をいただくまでに単なる市場視察等含め世界71ヶ国

を廻ってまいりました。9年間で一度だけの輸出の実績

を含めますと58ヶ国に出荷致しております。あの悪名高

き北朝鮮にも一度だけ輸出実績があります。その殆どが

単独行動でした。

　思いもつかないトラブル・アクシデントにも遭いまし

た、スパイ容疑での公安による拘束事件（中国大連）、拳

銃をつきつけられての拉致遭遇事件（フィリピン・インド

ネシア等）、USAの空港ではブラジルへの乗り継ぎで、

出国手続きに間に合わず予定のフライトには乗れずに

空港にて足止め、何故か荷物だけは予定のフライト便で

先にブラジルに。ミャンマーでは軍人による深夜、ホテル

ルームにての手荷物検査（これもスパイ容疑？）等々挙

げれば枚挙に暇ありません。お蔭様にて現地ローカルの

友人達のフォローにて所属の企業には何らの金銭的負

担を与えずに今日まで到っております。

　かくのごとき営業活動の中で、自らに常に言い聞かせ

てきた言葉。それは、「笑顔」と「自信」と「プラス志向」と

言う事です。本当の笑顔は健康でなければ生まれない。

本当の自信は、弛まぬ努力と謙虚な姿勢からです。何が

起こるか分からない海外ローカルでの体験。常に現実

大肯定。プラス志向、言い換えれば「ネバーギブアッ

プ」、決して諦めない気持ちに繋がります。

　最近富に、今まで係わって参りました業界外からのセ

ミナー登壇の機会を多くいただいておりますが、反面教

師としての失敗談・トラブル事例をご紹介いたしておりま

す。

渕　幸代さん　主婦

　私が子供の頃、父が語っていたことを思い出しま

す。「戦争が終わって復員して来る途中街中で、日

本の国旗を風呂敷代わりにしている人がいた。私は

悔しくて情けなくてたまらなかった」と。その時私

は父がどんな気持ちで言っていたのかはよくわかり

ませんでした。

　しかし今は分かるような気がします。父が母国日

本の為にどんな気持ちで戦っていたのか天皇陛下と

日の丸にどんな思いを捧げていたのか…きっと我が

身を育んでくれた祖国への感謝と報恩の気持ちでい

っぱいだったのだと思います。

　その父は戦争で体を壊し、回復せぬまま、私が11

才の時に亡くなりましたが、薬紙を綴じて作った手

帳の表紙の裏には、明治天皇の御歌が記されていま

した。父は本当に日本を愛していたのだと思いま

す。私は父が大好きでした。父は私といた短い間に

愛国心を植え付けてくれました。日本を愛するのは

日本人として当然の事として育ちました。日本人な

ら誰でもそう思っていると思っていました。

　しかし、そうではなかったのです。私のような者

は少数派だったのです。NHKを筆頭に放送局や新

聞、雑誌などのマスコミをみますと偏向している事

が目立ちます。左翼的な情報は大きく報じますが、

正しい愛国活動は報じません。最早、正邪の判断も

つかないように思考がマヒしているのでしょうか？

それとも故意に情報操作がされているのでしょう

か？もし、操作されて国民世論が作られ、他に判断

基準を知らない大多数の国民は真実を知らされず、

愚衆となり、劣国となりつつあるとしたらとても悲

しく思います。マスコミは中道であって欲しい。ど

うして日本国内で日本人の為にする報道を左に曲げ

るのでしょうか？憂国の想いで心がうずきます。

　日本は太古から優秀で美しい、精神性の高い立派

な国と聞きます。私達の心の奥には祖国を愛する血

が脈々と流れているはずです。それを呼び覚ますよ

うな、全国ネットのマスコミの仕組みが出来上がる

事を切に望みます。

　その意味でStyleFMの日曜討論の番組は希望の星

であります。全国各局を結ぶ放送となりますことを

心より期待しております。

関　文彦さん　(株)関家具　代表取締役社長

　「日曜討論」に出演させて戴き

まして、私自身が私の過去の生き

様をしみじみと振り返る機会を得

ました、誠にありがたく感謝申し

上げます。

　独立開業した２５歳当時の企業人、経営者として

の心得も何も整わない、只がむしゃらに、企業を大

きくしたい、金が欲しいと言う原始的起業人、つま

り「商売と言う形は整えたが心整わず」の状態であ

りました。

　その後企業の成長と共に色々な方々との出会い、

ビジネスの中或いは青年会議所運動等対外活動の中

で怒られ叱られ壁にぶつかり考えせられ、教えられ

て企業家としての心が僅かながら整いつつある、然

し、まだまだ道半ばこれからが本当の企業家として

の心を整える時期に差し掛かったと思う今日この頃

であります。

　心は「お客様の為、社員の為、地域社会の為」棺

おけに片足入れてあとの片一方の足を棺おけに突っ

込む寸前まで火の魂の様に生きて行こうと思ってお

ります。

　43年前一人で創業、何から何まで全て一人でやっ

た初年度、二年目に嫁いで来てくれた家内（現副社

長）が内助の功発揮、それから一人、又一人と従業

員を増やし、43年後の今日全社員で１６０名の一人

一人の社員にやりがいを感じてモチベーションを高

く維持してもらう為には社長自らが先ず、心正しく

人間らしくあらねばならないと気を新にして、日々

研鑽に務めているところであります。

　お陰さまで創業以来43年間、利益は些少なれど一

期も赤字経営の年は御座いません。

　今後も毎日体を鍛え、気力を高めて、社員を育

て、後継者を育成し益々社会貢献できる企業として

形を整え心を整えたいと思っております、どうぞ、

ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いを申し上げます。

金澤　明夫さん　日本協議会福岡県支部  代表幹事

　相も変わらぬ虚報・扇動・洗脳

に余念のないNHKや朝日の反日、

売国ぶりに対して、心ある国民は

嘆き、憤り、抗議もするが、なか

なか相手の心にまでは届かず、一

向に改善されないのが現実であります。

　論語に「子曰く、過ちて改めざる、是れを過と謂

う」という言葉がありますが、まさにこの種のマス
42

http://www.l-mate.net　番組に出演して
41
番組に出演して　http://www.l-mate.net

番組に出演してラジオで番組を
聴くStyleFM 76.8MHz

インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp 番組に出演してラジオで番組を

聴くStyleFM 76.8MHz
インターネットで番組を
見るhttp://www.768.jp



　視聴者の皆様に興味深い問題を提起するしだいで

す。文化の交流ほど速いものはないわけで、人と人

との絡みの中でそれを求めています。

阿部　定男さん　日本会議福岡時局（憲法）部会

　私は今年3月、当会の会員のお

勧めにより入会させて頂きまし

た。それ以来「日曜討論」は毎週

欠かさず聞いています。小菅代表

世話人をはじめ香木副代表世話

人、出演者の皆様のご活躍に敬服しています。

　さて近年、日本の政権はめまぐるしく変動してい

ます。今年6月28日、社会民主主義的な傾向の強

い、菅民主党政権への国民の支持率が急回復してス

タート致しました。これから日本はどういう方向へ

向かうのかじっくり見て行かなければなりません。

　今や日本は、中国の軍事的な脅威の高まりや、中

国の日本への海洋戦略、また北朝鮮の核の問題等多

くの課題に直面しているが、これに対する日本政府

の対応が求められており、改憲の議論の展開が必要

になっていると思います。

　ところが、今年5月28日の憲法記念日の護憲派の

集会の講演で九州大学の斎藤名誉教授は民主党政権

下での改憲の動きについて、「憲法改正はない。た

だし解釈の変更などなし崩し的な憲法の空洞化は今

後も進むだろう」と指摘しています。この様に憲法

議論を避けて、日本の国益と国民生活は守られるの

でしょうか。

　私は昨年5月の憲法記念日に投稿致しました。現

憲法が制定されて60年がたち、社会は大きく変わり

ました。しかし、憲法は一度も改正されることなく

今日まできてしまいました。時代が変われば状況に

合うような法律を改正するのは当然です。憲法を見

直した方がいい点がたくさんあるのではないだろう

か。その最たるものが自衛隊の存在に関して拡大解

釈がつきまとう第9条です。私は自衛隊が軍隊とし

て機能している実態に合わせて「自衛のための軍

隊」と位置づけて明文化し、これによって日本が独

立した主権国家として軍隊を保持していることを明

確にし、自国の安全は自分達で守る体制を整えるべ

きだと考えます。

　私はこれからも日曜討論番組は時局を中心に幅広

く情報を正確に伝えて行くことが益々発展に繋がっ

て行くと思います。

田原　克芳さん　防衛大学校協力会全国連合会顧問

（元防衛省陸将、名誉地政学博士）

　依頼を受けて昨年、道沿いの紫

陽花が咲き始める頃に日曜討論に

参加させて頂きました。「国の安

全・食の安全・人の安全」のテー

マで、小菅亥三郎先生司会のもと、私他3名の論客

で充実した楽しい2時間半でした。小菅先生は、博

識で立派な持論をお持ちながら、司会道に徹し、多

くを語らず、我々の話を引き出し、適宜素晴らしい

コメントをされるお姿に感銘しました。

　また中実柚菜さんの小気味良いテンポの進行ぶり

と音楽に気分も爽快になり、他の論客の格調ある御

高説も大変勉強になりました。

　更に、番組の途中で全国から感想のFAXが次々に

寄せられることにも驚きました。

　暗いニュースが多く、正統性のない暴論を耳にす

る昨今にあって、日曜討論は「終始一貫して国益を

考え正論を語る」のお言葉通り爽やかで多くの人に

聞いてもらい、世の中に光を放ってもらいたいと念

ずるところです。正に“光は天下の日曜討論から”

であります。

副島　　弘さん　元公務員

　今回、2回目の出演しておりま

す。初回は第21弾の『古高取』

で、筑前国高取焼の変遷と問題点

をお話しました。その後4年たって

新たに『古高取』の研究の中で、

第２期の窯、直方市頓野内ヶ磯釜の製品が、畿内の

消費地である京都の三条界隈から発掘調査されたや

きもの中に古高取の内ヶ磯製の製品が見られ、また

大阪の秀吉が築いた大阪城の発掘調査でも大阪夏の

陣の焼土層とその下層から唐津や古高取の製品が検

出されている。泉州境でも消費地の調査で出土して

いる。

　このことから『古高取』の製品が京阪地域に広く

分布していることは、一般にいわれている朝鮮陶工

が介在するだけでは、疑問点が多く、どうも朝鮮陶

工だけではなく、京三条のやきもの屋とそれに伴わ

れた陶工集団（技術者達）が博多の商人達（神谷・

島井家等）が高取焼に関連をもっていることが、見

え隠れしています。

　そのためにこの度の放送となったわけで、第55弾

“『古高取』と『京陶工』”というテーマで話して

いるわけです。

小沢氏は、何のけじめだろうか。今、堂々と全国を行

脚し参議院選へ向けて人を選出している。民主党一党

で日本の政治を思うままにしたい思いであろうか。た

だ、ただ民主党員をより多く政界に送り込もうとして

いる小沢氏の腹の中を思うと不気味な思いがする。

　外国人参政権、夫婦別姓等は日本人として私は認め

ることはできない。日本には素晴らしい日本の伝統、

歴史、文化がある。その中には先祖を大切にし、夫婦、

親子の絆は強く家庭を大切にすると共に近隣愛も深か

った。然しここ数十年の間に教育は歪められ、日本の

伝統が崩壊されている。過去に於いて他国は「日本を

学べ」とまで言われてきたが、現在ではそういう声は

聞く事が出来ない。むしろ侮られ、何も言えない日本

とまで思われている。

　民主党の強力な支持者である日教組、北教組の為か、

今の民主党の政治家には日本を守るため全力を挙げる

という意気込みが全く見えない。財政危機、まさかの

時の国防、どう国民を守るのか、国民の不安は大きい。

この大事な時に政治のイ、ロ、ハも知らない人を送り

出そうとする民主党。このような民主党に国政を委ね

る訳にはいかない。日本を愛する真の政治家として、

特に女性の皆様、正しい判断をしてください。

西山　洋さん　福岡県防災アドバイザー

　戦後、危機管理という言葉が使

われ始めてすでに久しい。その間

いろんな本も出され、講演も行な

われているが、各分野において適

切な対応がなされてきたかという

と、なかなかそうは思えない。危機にもいろいろあ

る。それに対する危機管理の原則もある。しかし、

肝心なことはそれが実行されているか否かである。

　これからの自治体は、平素、業務を整斉・円滑に

遂行すると共に、危機的状況が発生した際は、迅

速、的確、機動的に対処して真に住民のための安

全、安心、幸福を完うできるものでなければならな

いと最近特に強く思うものである。

　ひるがえって我々が住む愛する福岡県の状況はど

うか？福岡県が直面する可能性のある危機に対する

備えは万全だろうか？やや疑問であると言わざるを

得ない。福岡県防災アドバイザーとして、今後共、

県が危機に備えて何をすべきか、又危機に臨んでい

かにあるべきかということを呈示していきたいと考

える。

中山　茂さん　行政書士

　日曜討論は、放送を開始して7年目

を迎えられたとの由、心よりお慶び申

し上げます。今日まで、毎週休みなく続

けて来られましたのは、世話人代表・

小菅亥三郎様を始め出演者の方々、

並びに番組を支えられたスタッフのご苦労があってのこ

とと存じます。心より敬意を表する次第でございます。

　私は北九州市に住んでおりますので、生で放送を聴く

ことは出来ませんが、「日曜討論かわら版」で番組の趣旨

やリスナーの声を読ませて頂いており、色 と々勉強にな

ります。どうぞ今後も、時事問題や教養番組などタイムリ

ーに取り上げて下さるよう、期待いたしております。

　最近の関心事として、7月の参議院選挙（本稿作成時

は結果不明）と6月に成立した菅政権が挙げられます。菅

首相については、日本の国体・国柄の破壊を行い、わが

国を衰亡の危機に陥れたのではないか、と強い危惧を

抱かざるを得ません。過去において、国旗国歌法に反対

し、拉致事件の実行犯・辛光洙（シンガンス）の釈放に署

名した左翼思想の持ち主でありますから、このことをどの

ように釈明しようとも、彼の思想・信条は本質的に変わら

ないと思っています。さらに、菅政権は、旧社会党極左の

職員を擁して反日政策の立案を行ない、多数を恃んで

成立を目論みますので、伝統・文化や歴史を尊重する良

識ある国民は、余程腰をすえて眼を光らせて監視し、対

応していく必要があると思います。

　私淑する安岡正篤先生は、「政治は民を養うことと同

時に、民を教えることでなければならぬ」と説かれました。

しかるに、現代の政治が、ポピュリズムに堕して国民に阿

っていることは、巷間夙に指摘されている問題点でありま

す。

　私は、これらのことに関してもどのような形であれ、日

曜討論の中で取り上げて頂ければリスナーに有益では

ないか、と愚考する次第でございます。どうぞ、今後ますま

すのご発展、ご活動を心よりお祈り申し上げます。

鳥井　幸子さん　福岡県郷友連盟副会長

　政治と金に大きな問題を起こした鳩山前首相、小沢

前幹事長を柱とした民主党政権は、日本国の行方を不

明にしたため、支持率が大幅に低下した。国民の批判

は、厳しく、それに耐え得なかった民主党は、新たに

菅首相を誕生させ、日本を刷新して行くという。一部

の国民は期待のムードになりだした。然しながら、政

治と金の問題は少しも解決していない。まだ続いてい

るトップグループは国民の説明も出来ないまま、日本

の危機は大きくなる一方だ。又けじめをつけるという
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　視聴者の皆様に興味深い問題を提起するしだいで

す。文化の交流ほど速いものはないわけで、人と人

との絡みの中でそれを求めています。

阿部　定男さん　日本会議福岡時局（憲法）部会

　私は今年3月、当会の会員のお

勧めにより入会させて頂きまし

た。それ以来「日曜討論」は毎週

欠かさず聞いています。小菅代表

世話人をはじめ香木副代表世話

人、出演者の皆様のご活躍に敬服しています。

　さて近年、日本の政権はめまぐるしく変動してい

ます。今年6月28日、社会民主主義的な傾向の強

い、菅民主党政権への国民の支持率が急回復してス

タート致しました。これから日本はどういう方向へ

向かうのかじっくり見て行かなければなりません。

　今や日本は、中国の軍事的な脅威の高まりや、中

国の日本への海洋戦略、また北朝鮮の核の問題等多

くの課題に直面しているが、これに対する日本政府

の対応が求められており、改憲の議論の展開が必要

になっていると思います。

　ところが、今年5月28日の憲法記念日の護憲派の

集会の講演で九州大学の斎藤名誉教授は民主党政権

下での改憲の動きについて、「憲法改正はない。た

だし解釈の変更などなし崩し的な憲法の空洞化は今

後も進むだろう」と指摘しています。この様に憲法

議論を避けて、日本の国益と国民生活は守られるの

でしょうか。

　私は昨年5月の憲法記念日に投稿致しました。現

憲法が制定されて60年がたち、社会は大きく変わり

ました。しかし、憲法は一度も改正されることなく

今日まできてしまいました。時代が変われば状況に

合うような法律を改正するのは当然です。憲法を見

直した方がいい点がたくさんあるのではないだろう

か。その最たるものが自衛隊の存在に関して拡大解

釈がつきまとう第9条です。私は自衛隊が軍隊とし

て機能している実態に合わせて「自衛のための軍

隊」と位置づけて明文化し、これによって日本が独

立した主権国家として軍隊を保持していることを明

確にし、自国の安全は自分達で守る体制を整えるべ

きだと考えます。

　私はこれからも日曜討論番組は時局を中心に幅広

く情報を正確に伝えて行くことが益々発展に繋がっ

て行くと思います。

田原　克芳さん　防衛大学校協力会全国連合会顧問

（元防衛省陸将、名誉地政学博士）

　依頼を受けて昨年、道沿いの紫

陽花が咲き始める頃に日曜討論に

参加させて頂きました。「国の安

全・食の安全・人の安全」のテー

マで、小菅亥三郎先生司会のもと、私他3名の論客

で充実した楽しい2時間半でした。小菅先生は、博

識で立派な持論をお持ちながら、司会道に徹し、多

くを語らず、我々の話を引き出し、適宜素晴らしい

コメントをされるお姿に感銘しました。

　また中実柚菜さんの小気味良いテンポの進行ぶり

と音楽に気分も爽快になり、他の論客の格調ある御

高説も大変勉強になりました。

　更に、番組の途中で全国から感想のFAXが次々に

寄せられることにも驚きました。

　暗いニュースが多く、正統性のない暴論を耳にす

る昨今にあって、日曜討論は「終始一貫して国益を

考え正論を語る」のお言葉通り爽やかで多くの人に

聞いてもらい、世の中に光を放ってもらいたいと念

ずるところです。正に“光は天下の日曜討論から”

であります。

副島　　弘さん　元公務員

　今回、2回目の出演しておりま

す。初回は第21弾の『古高取』

で、筑前国高取焼の変遷と問題点

をお話しました。その後4年たって

新たに『古高取』の研究の中で、

第２期の窯、直方市頓野内ヶ磯釜の製品が、畿内の

消費地である京都の三条界隈から発掘調査されたや

きもの中に古高取の内ヶ磯製の製品が見られ、また

大阪の秀吉が築いた大阪城の発掘調査でも大阪夏の

陣の焼土層とその下層から唐津や古高取の製品が検

出されている。泉州境でも消費地の調査で出土して

いる。

　このことから『古高取』の製品が京阪地域に広く

分布していることは、一般にいわれている朝鮮陶工

が介在するだけでは、疑問点が多く、どうも朝鮮陶

工だけではなく、京三条のやきもの屋とそれに伴わ

れた陶工集団（技術者達）が博多の商人達（神谷・

島井家等）が高取焼に関連をもっていることが、見

え隠れしています。

　そのためにこの度の放送となったわけで、第55弾

“『古高取』と『京陶工』”というテーマで話して

いるわけです。

小沢氏は、何のけじめだろうか。今、堂々と全国を行

脚し参議院選へ向けて人を選出している。民主党一党

で日本の政治を思うままにしたい思いであろうか。た

だ、ただ民主党員をより多く政界に送り込もうとして

いる小沢氏の腹の中を思うと不気味な思いがする。

　外国人参政権、夫婦別姓等は日本人として私は認め

ることはできない。日本には素晴らしい日本の伝統、

歴史、文化がある。その中には先祖を大切にし、夫婦、

親子の絆は強く家庭を大切にすると共に近隣愛も深か

った。然しここ数十年の間に教育は歪められ、日本の

伝統が崩壊されている。過去に於いて他国は「日本を

学べ」とまで言われてきたが、現在ではそういう声は

聞く事が出来ない。むしろ侮られ、何も言えない日本

とまで思われている。

　民主党の強力な支持者である日教組、北教組の為か、

今の民主党の政治家には日本を守るため全力を挙げる

という意気込みが全く見えない。財政危機、まさかの

時の国防、どう国民を守るのか、国民の不安は大きい。

この大事な時に政治のイ、ロ、ハも知らない人を送り

出そうとする民主党。このような民主党に国政を委ね

る訳にはいかない。日本を愛する真の政治家として、

特に女性の皆様、正しい判断をしてください。

西山　洋さん　福岡県防災アドバイザー

　戦後、危機管理という言葉が使

われ始めてすでに久しい。その間

いろんな本も出され、講演も行な

われているが、各分野において適

切な対応がなされてきたかという

と、なかなかそうは思えない。危機にもいろいろあ

る。それに対する危機管理の原則もある。しかし、

肝心なことはそれが実行されているか否かである。

　これからの自治体は、平素、業務を整斉・円滑に

遂行すると共に、危機的状況が発生した際は、迅

速、的確、機動的に対処して真に住民のための安

全、安心、幸福を完うできるものでなければならな

いと最近特に強く思うものである。

　ひるがえって我々が住む愛する福岡県の状況はど

うか？福岡県が直面する可能性のある危機に対する

備えは万全だろうか？やや疑問であると言わざるを

得ない。福岡県防災アドバイザーとして、今後共、

県が危機に備えて何をすべきか、又危機に臨んでい

かにあるべきかということを呈示していきたいと考

える。

中山　茂さん　行政書士

　日曜討論は、放送を開始して7年目

を迎えられたとの由、心よりお慶び申

し上げます。今日まで、毎週休みなく続

けて来られましたのは、世話人代表・

小菅亥三郎様を始め出演者の方々、

並びに番組を支えられたスタッフのご苦労があってのこ

とと存じます。心より敬意を表する次第でございます。

　私は北九州市に住んでおりますので、生で放送を聴く

ことは出来ませんが、「日曜討論かわら版」で番組の趣旨

やリスナーの声を読ませて頂いており、色 と々勉強にな

ります。どうぞ今後も、時事問題や教養番組などタイムリ

ーに取り上げて下さるよう、期待いたしております。

　最近の関心事として、7月の参議院選挙（本稿作成時

は結果不明）と6月に成立した菅政権が挙げられます。菅

首相については、日本の国体・国柄の破壊を行い、わが

国を衰亡の危機に陥れたのではないか、と強い危惧を

抱かざるを得ません。過去において、国旗国歌法に反対

し、拉致事件の実行犯・辛光洙（シンガンス）の釈放に署

名した左翼思想の持ち主でありますから、このことをどの

ように釈明しようとも、彼の思想・信条は本質的に変わら

ないと思っています。さらに、菅政権は、旧社会党極左の

職員を擁して反日政策の立案を行ない、多数を恃んで

成立を目論みますので、伝統・文化や歴史を尊重する良

識ある国民は、余程腰をすえて眼を光らせて監視し、対

応していく必要があると思います。

　私淑する安岡正篤先生は、「政治は民を養うことと同

時に、民を教えることでなければならぬ」と説かれました。

しかるに、現代の政治が、ポピュリズムに堕して国民に阿

っていることは、巷間夙に指摘されている問題点でありま

す。

　私は、これらのことに関してもどのような形であれ、日

曜討論の中で取り上げて頂ければリスナーに有益では

ないか、と愚考する次第でございます。どうぞ、今後ますま

すのご発展、ご活動を心よりお祈り申し上げます。

鳥井　幸子さん　福岡県郷友連盟副会長

　政治と金に大きな問題を起こした鳩山前首相、小沢

前幹事長を柱とした民主党政権は、日本国の行方を不

明にしたため、支持率が大幅に低下した。国民の批判

は、厳しく、それに耐え得なかった民主党は、新たに

菅首相を誕生させ、日本を刷新して行くという。一部

の国民は期待のムードになりだした。然しながら、政

治と金の問題は少しも解決していない。まだ続いてい

るトップグループは国民の説明も出来ないまま、日本

の危機は大きくなる一方だ。又けじめをつけるという
44
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友納　徹さん　対馬協議会　事務局長

　政権交替により、小沢氏の外国人

参政権容認姿勢は本当に日本国に

とって第一の危機でありました。しか

も、日本も米国のビルを買っているの

だし、韓国も自由だ！発言に驚きまし

た。日本の一流企業による買収と対馬での誰かが不明

の相手の土地購入（最近は入札物にも）問題と混同した

見解にはあきれてしまいます。ご本人は土地もビルもたく

さん所有して自由に政治の舵取りをしているのでしょう

が、秘書も沢山逮捕されての現役では、日本国家の大損

失なのであります。私は番組でも小沢さんの政治スタイ

ルは国益にならないと力説しました。現に国民大多数は

彼を支持してはいません。最近は「小沢さん」から多くが

「あの小沢め」となったのは彼のとんでもない感覚からで

あります。何故、彼が外国人に参政権を認めさせようとし

ているのか…政治目的の行く末は政治利権なのではな

いかとの私の友人の見解でした。政治を国民の為にな

す者が何故に多数のビルに投資して政治活動の為に増

やさなければならないのか、ここに義のなき政治が見え

隠れするから、秘書逮捕につながったのです。正しけれ

ば秘書は逮捕もされないし、国民も許せとばかりに世論

は動いたでありましょう。日本の危機とは何も外国からの

侵略だけではありません。

　その政治家が本当に国士なのかどうかであります。有

名な番組に昨年、出演させていただきました。（テレビタ

ックル）対馬の危機がテーマでした。その後に危機なん

か存在しないと何と対馬市長が東京新聞（偏向新聞と聞

きますが）にコメントしているのにも驚きました。私は対談

したことありますが（島の市長ですから）韓国からの団体

を普通の来島と考えていた様子で（実際は対馬制圧コー

スとして過去の朝鮮軍の来襲記録に基づきツアー募集

していたが延期になった）私の指摘で市長は「そうでし

たか…」と言う有様。しかも、対馬市の調査実態のないま

ま韓国人の土地所有は0.0数％と根拠に乏しい内容を

全国に発信したものですから、それを信じてしまったマ

スコミも多かった次第です。これは現在も進行していま

す。問題の竹敷海上自衛隊付近のリゾート（韓国資本）

の経営者が上五島の土地も購入していた事が判明しま

した。更に新たに中華人民共和国に塩製造工場を経営

する親会社（東京）が自衛隊の裏手側になりますが元、

海軍ドック跡付近の水産加工場を買収しまして塩加工場

としています。これは最新の対馬事情なのであります。

　さて、小沢さん！それでも外国人に参政権が必要です

か？絶対に認めてはなりません。永久に日本は日本の国

民の手で世界秩序維持の為にも先々の大総乱を次世代

に残してはならないのです。全国の政治家諸氏は間違っ

た判断してはなりません。何と対馬市議会に三名の馬鹿

もんがおりました。聞くと安易な感覚です。対馬の民団関

係者は参政権に反対する実力者を教示して欲しいと何と

私にまで連絡が入りました。明らかに挑戦ですね。しか

し、皆さん！日曜討論に10回も出演させて下さって…私

は本当に感謝しています。今、世論を高めないと日本は

沈没破壊されます。内なる敵も残念ながらいます。しかし

ながらここ数年、対馬の危機が全国に報道されて、皆さ

んが注目して下さる事が危機を回避する方法です。私は

早く憲法を改正し、この日本の国が外国同様に平和を

守る最後の方法としての国防力の充実に動いてくれる事

を願っているのです。

　今、沖縄問題が試金石です。沖縄の軍事抑止力がゼ

ロになれば、再び有事の際には焦土となるのは戦略の要

地だからです。対馬もそうであります。小沢さんも言ってい

ます。米第七艦隊があれば日本は守れる！アホな事は言

っちゃいけませんよ…。小沢さんのビルだって守れない

時代も来る…。日本が独自で国を守れない事は理解して

います。ですが米国だって事情もある。日本や同盟国有

利に防衛する為の戦略がある…。沖縄や日本が断る事

は明日から無防備になることに等しい。ちょっとは防衛で

きても地上露出の基地は全てミサイルで破壊される…。

日本が危ないから米国との安保で保たれている現実を

国民も理解しておかなければならない。核廃絶は人類大

多数の願いではありますが、皆さんは現実の厳しさを今

後に知る事になる。よく平和論者が語ります。この地上か

ら兵器も根絶しなければならない。私が「それでは家の

鍵も捨てる事出来るのか？」と問うと「それは出来ませ

ん！家と国家は違います、友納さん」と言います。何の事は

ありません。

　沖縄県民の方々の負担軽減は一致して賛成です。対

馬だって、米軍の基地が僅かながらでもよいから入って

欲しい…これは朝鮮半島の不安定な有事発生率を抑止

できるし、何と申しましても自衛隊だけでは大規模争乱に

は対処できない。事実、島民有志には待望心も芽生えて

おります。こう書きますと、他国のスパイ諸氏が働いて、対

馬が逆にヤバイと必死に抵抗してきます。迫り来る中国

海軍の進出もあります。中国は他国に脅威は与えない…

トンデモナイ…すでに日本領海も侵しています。中国は

信頼できないが経済面では我が国との結びつきは大き

い。我 は々常に侵略には反撃する強い国家に成長しなけ

ればならない。侵略がなければ仲良くやれるという事で

す。中国さんもどうぞ後者を選択されるように、我々は監

視いたします。

摯に受け止め、理解し、実行する責任があると私は考え

ます。これは地方自治体も同じことではないでしょうか。

私は過去の福岡市議会にて９．１１直後に危機管理部

署の必要性を訴え、その設置に成功しました。これは全

国政令指定都市で初めての取り組みとなりました。平成

17年の福岡西方沖地震も起こることを事前に予測し、

その取り組みを訴えましたが、この当時の行政担当者

は地震など来ないと豪語して私と喧嘩になりました。更

に新型インフルエンザの市内での発生も１年以上前か

ら市議会で予測し強力に準備を訴えて参りました。

　政治行政の真の使命は、国家国民の生命と財産を守

るべく、危機を事前に予測して対策を講じることだと考

えます。「未来のことなど分かるわけがない、起こった後

の対処を迅速に行えるよう努力するべきだ」という批判

的な意見をぶつけられたことがありますが、そもそも事

後の対処というのは事前にある程度の予側準備を行っ

ているからこそ迅速に出来るのであって、何の予側準

備もしていないのに迅速な対処などできるわけがない

のです。

　これからありとあらゆる自然災害や有事が我国に降

りかかるでしょう。海外に目を向ければ、日本近海の国

際政治における極東アジア情勢の現実は非常に緊張し

ています。特に中国の目的の見えない軍備増強、北朝

鮮の核開発とミサイル発射問題並びに拉致問題です。

国内においても、大地震や水害などの自然災害は年々

増加していますし、福岡では今後、直下型大地震の可能

性も危惧されます。

　このような有事が起こった際に、まずは自国で対処で

きるように、国と地方で協力し、被害予測・対策を取らね

ばなりません。また、諸外国で救援を行ってくれる国は米

国をおいて他になく、これまで日本が支援をしてきた中

国や北朝鮮、ロシアからの災害支援は期待できないで

しょう。現在日本は日米安全保障条約に基づいて米国

と共同歩調をとっていますが、万一、米国の救援を受け

る場合に米国と同様のシステムを日本にも作っていれ

ば、大規模自然災害及び有事の際にも米国の救助機

関とスムーズに協力ができ、多くの人命を救うことにつ

ながると確信しています。そのために我国政府は国内の

人材を早急に活用し、一刻も早く、米国と同等のシステ

ムを設けて、ありとあらゆる有事に備えるべきです。その

ための猶予は、もはやないのです。またそうすることが、

国民の間に、危機に対する準備の意識が芽生えるきっ

かけになると確信します。

水城　四郎さん　福岡市議会議員　

　昨年夏に米国国務省の個人招聘

プログラムに選ばれ、国土安全保障

省（ホームランドセキュリティ）にお

いて有事・危機・災害・テロ対策にお

ける米国の最先端の取り組みと極

東アジアにおける安全保障政策について、国務省・国

防総省・連邦危機管理庁をはじめ五つの州を訪問させ

て頂き、現場視察ならびに実務訓練と、実務者との協議

を行って参りました。米国の現状と我が国の現状とを比

較し、問題点について指摘します。

　我が国の現状について、先日、津波警報が出された

際、テレビで首相からも国民に津波に対する注意談話

がなされたが、民放局はテレビ放送で首相の注意談話

中、突然コマーシャルを入れて放送を中断するという

事態が起こりました。これは、我が国の災害に対する認

識の低さを如実に示しており非常に残念でなりません。

米国では、緊急事態発生時、民放がコマーシャルを中

断してでも協力する協定があります。しかし、我が国の民

放局を責めることはできません。なぜなら現政権のスロ

ーガン「生活が第一」を遵守して、自らとスポンサーの

利益を最優先させたにすぎないからです。

　しかし私は、「生活を第一」に考えるのであれば、表面

上の政策だけではなく、生活の基盤を支える安全保障

や危機管理体制について、もっと真摯に取り組まねばな

らないと考えるのです。　

　今日、災害が頻繁に発生する中、「地方分権」と声

高々に叫ばれています。分権を進めるならば、市民の生

命、財産を守るための災害対策や危機管理体制は地

方自治体が確立しなければなりませんが、その取り組

みは優先順位が低く、脆弱であることを痛感しています。

　地方は福祉を中心に目の前の生活の政策に没頭す

るのみで、全国地方自治体の行政の危機管理政策はば

らつきがあり、遅れています。

　かつてヨーロッパでは分権を進めたときに、州同士

の法律の整合性がとれず人命救助に問題が出ました。

その反省から、国民の生命を第一優先に、災害対策だ

けは国と地方が統一して進めています。我が国は、この

事例を学び、国と地方で歩調を合わせて危機対策に取

り組む必要があります。

　危機管理について、民意を問う時間的余裕はありま

せん。普天間基地問題が示したように、一般国民がこの

国全体の危機管理をすることはできないのです。世界

中どこの国でも、国益・国家の安全保障と国民の民意は

常にぶつかっています。この矛盾を国民に粘り強く説明

することが政治や行政の責任であり、国民はこれを真
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友納　徹さん　対馬協議会　事務局長

　政権交替により、小沢氏の外国人

参政権容認姿勢は本当に日本国に

とって第一の危機でありました。しか

も、日本も米国のビルを買っているの

だし、韓国も自由だ！発言に驚きまし

た。日本の一流企業による買収と対馬での誰かが不明

の相手の土地購入（最近は入札物にも）問題と混同した

見解にはあきれてしまいます。ご本人は土地もビルもたく

さん所有して自由に政治の舵取りをしているのでしょう

が、秘書も沢山逮捕されての現役では、日本国家の大損

失なのであります。私は番組でも小沢さんの政治スタイ

ルは国益にならないと力説しました。現に国民大多数は

彼を支持してはいません。最近は「小沢さん」から多くが

「あの小沢め」となったのは彼のとんでもない感覚からで

あります。何故、彼が外国人に参政権を認めさせようとし

ているのか…政治目的の行く末は政治利権なのではな

いかとの私の友人の見解でした。政治を国民の為にな

す者が何故に多数のビルに投資して政治活動の為に増

やさなければならないのか、ここに義のなき政治が見え

隠れするから、秘書逮捕につながったのです。正しけれ

ば秘書は逮捕もされないし、国民も許せとばかりに世論

は動いたでありましょう。日本の危機とは何も外国からの

侵略だけではありません。

　その政治家が本当に国士なのかどうかであります。有

名な番組に昨年、出演させていただきました。（テレビタ

ックル）対馬の危機がテーマでした。その後に危機なん

か存在しないと何と対馬市長が東京新聞（偏向新聞と聞

きますが）にコメントしているのにも驚きました。私は対談

したことありますが（島の市長ですから）韓国からの団体

を普通の来島と考えていた様子で（実際は対馬制圧コー

スとして過去の朝鮮軍の来襲記録に基づきツアー募集

していたが延期になった）私の指摘で市長は「そうでし

たか…」と言う有様。しかも、対馬市の調査実態のないま

ま韓国人の土地所有は0.0数％と根拠に乏しい内容を

全国に発信したものですから、それを信じてしまったマ

スコミも多かった次第です。これは現在も進行していま

す。問題の竹敷海上自衛隊付近のリゾート（韓国資本）

の経営者が上五島の土地も購入していた事が判明しま

した。更に新たに中華人民共和国に塩製造工場を経営

する親会社（東京）が自衛隊の裏手側になりますが元、

海軍ドック跡付近の水産加工場を買収しまして塩加工場

としています。これは最新の対馬事情なのであります。

　さて、小沢さん！それでも外国人に参政権が必要です

か？絶対に認めてはなりません。永久に日本は日本の国

民の手で世界秩序維持の為にも先々の大総乱を次世代

に残してはならないのです。全国の政治家諸氏は間違っ

た判断してはなりません。何と対馬市議会に三名の馬鹿

もんがおりました。聞くと安易な感覚です。対馬の民団関

係者は参政権に反対する実力者を教示して欲しいと何と

私にまで連絡が入りました。明らかに挑戦ですね。しか

し、皆さん！日曜討論に10回も出演させて下さって…私

は本当に感謝しています。今、世論を高めないと日本は

沈没破壊されます。内なる敵も残念ながらいます。しかし

ながらここ数年、対馬の危機が全国に報道されて、皆さ

んが注目して下さる事が危機を回避する方法です。私は

早く憲法を改正し、この日本の国が外国同様に平和を

守る最後の方法としての国防力の充実に動いてくれる事

を願っているのです。

　今、沖縄問題が試金石です。沖縄の軍事抑止力がゼ

ロになれば、再び有事の際には焦土となるのは戦略の要

地だからです。対馬もそうであります。小沢さんも言ってい

ます。米第七艦隊があれば日本は守れる！アホな事は言

っちゃいけませんよ…。小沢さんのビルだって守れない

時代も来る…。日本が独自で国を守れない事は理解して

います。ですが米国だって事情もある。日本や同盟国有

利に防衛する為の戦略がある…。沖縄や日本が断る事

は明日から無防備になることに等しい。ちょっとは防衛で

きても地上露出の基地は全てミサイルで破壊される…。

日本が危ないから米国との安保で保たれている現実を

国民も理解しておかなければならない。核廃絶は人類大

多数の願いではありますが、皆さんは現実の厳しさを今

後に知る事になる。よく平和論者が語ります。この地上か

ら兵器も根絶しなければならない。私が「それでは家の

鍵も捨てる事出来るのか？」と問うと「それは出来ませ

ん！家と国家は違います、友納さん」と言います。何の事は

ありません。

　沖縄県民の方々の負担軽減は一致して賛成です。対

馬だって、米軍の基地が僅かながらでもよいから入って

欲しい…これは朝鮮半島の不安定な有事発生率を抑止

できるし、何と申しましても自衛隊だけでは大規模争乱に

は対処できない。事実、島民有志には待望心も芽生えて

おります。こう書きますと、他国のスパイ諸氏が働いて、対

馬が逆にヤバイと必死に抵抗してきます。迫り来る中国

海軍の進出もあります。中国は他国に脅威は与えない…

トンデモナイ…すでに日本領海も侵しています。中国は

信頼できないが経済面では我が国との結びつきは大き

い。我 は々常に侵略には反撃する強い国家に成長しなけ

ればならない。侵略がなければ仲良くやれるという事で

す。中国さんもどうぞ後者を選択されるように、我々は監

視いたします。

摯に受け止め、理解し、実行する責任があると私は考え

ます。これは地方自治体も同じことではないでしょうか。

私は過去の福岡市議会にて９．１１直後に危機管理部

署の必要性を訴え、その設置に成功しました。これは全

国政令指定都市で初めての取り組みとなりました。平成

17年の福岡西方沖地震も起こることを事前に予測し、

その取り組みを訴えましたが、この当時の行政担当者

は地震など来ないと豪語して私と喧嘩になりました。更

に新型インフルエンザの市内での発生も１年以上前か

ら市議会で予測し強力に準備を訴えて参りました。

　政治行政の真の使命は、国家国民の生命と財産を守

るべく、危機を事前に予測して対策を講じることだと考

えます。「未来のことなど分かるわけがない、起こった後

の対処を迅速に行えるよう努力するべきだ」という批判

的な意見をぶつけられたことがありますが、そもそも事

後の対処というのは事前にある程度の予側準備を行っ

ているからこそ迅速に出来るのであって、何の予側準

備もしていないのに迅速な対処などできるわけがない

のです。

　これからありとあらゆる自然災害や有事が我国に降

りかかるでしょう。海外に目を向ければ、日本近海の国

際政治における極東アジア情勢の現実は非常に緊張し

ています。特に中国の目的の見えない軍備増強、北朝

鮮の核開発とミサイル発射問題並びに拉致問題です。

国内においても、大地震や水害などの自然災害は年々

増加していますし、福岡では今後、直下型大地震の可能

性も危惧されます。

　このような有事が起こった際に、まずは自国で対処で

きるように、国と地方で協力し、被害予測・対策を取らね

ばなりません。また、諸外国で救援を行ってくれる国は米

国をおいて他になく、これまで日本が支援をしてきた中

国や北朝鮮、ロシアからの災害支援は期待できないで

しょう。現在日本は日米安全保障条約に基づいて米国

と共同歩調をとっていますが、万一、米国の救援を受け

る場合に米国と同様のシステムを日本にも作っていれ

ば、大規模自然災害及び有事の際にも米国の救助機

関とスムーズに協力ができ、多くの人命を救うことにつ

ながると確信しています。そのために我国政府は国内の

人材を早急に活用し、一刻も早く、米国と同等のシステ

ムを設けて、ありとあらゆる有事に備えるべきです。その

ための猶予は、もはやないのです。またそうすることが、

国民の間に、危機に対する準備の意識が芽生えるきっ

かけになると確信します。

水城　四郎さん　福岡市議会議員　

　昨年夏に米国国務省の個人招聘

プログラムに選ばれ、国土安全保障

省（ホームランドセキュリティ）にお

いて有事・危機・災害・テロ対策にお

ける米国の最先端の取り組みと極

東アジアにおける安全保障政策について、国務省・国

防総省・連邦危機管理庁をはじめ五つの州を訪問させ

て頂き、現場視察ならびに実務訓練と、実務者との協議

を行って参りました。米国の現状と我が国の現状とを比

較し、問題点について指摘します。

　我が国の現状について、先日、津波警報が出された

際、テレビで首相からも国民に津波に対する注意談話

がなされたが、民放局はテレビ放送で首相の注意談話

中、突然コマーシャルを入れて放送を中断するという

事態が起こりました。これは、我が国の災害に対する認

識の低さを如実に示しており非常に残念でなりません。

米国では、緊急事態発生時、民放がコマーシャルを中

断してでも協力する協定があります。しかし、我が国の民

放局を責めることはできません。なぜなら現政権のスロ

ーガン「生活が第一」を遵守して、自らとスポンサーの

利益を最優先させたにすぎないからです。

　しかし私は、「生活を第一」に考えるのであれば、表面

上の政策だけではなく、生活の基盤を支える安全保障

や危機管理体制について、もっと真摯に取り組まねばな

らないと考えるのです。　

　今日、災害が頻繁に発生する中、「地方分権」と声

高々に叫ばれています。分権を進めるならば、市民の生

命、財産を守るための災害対策や危機管理体制は地

方自治体が確立しなければなりませんが、その取り組

みは優先順位が低く、脆弱であることを痛感しています。

　地方は福祉を中心に目の前の生活の政策に没頭す

るのみで、全国地方自治体の行政の危機管理政策はば

らつきがあり、遅れています。

　かつてヨーロッパでは分権を進めたときに、州同士

の法律の整合性がとれず人命救助に問題が出ました。

その反省から、国民の生命を第一優先に、災害対策だ

けは国と地方が統一して進めています。我が国は、この

事例を学び、国と地方で歩調を合わせて危機対策に取

り組む必要があります。

　危機管理について、民意を問う時間的余裕はありま

せん。普天間基地問題が示したように、一般国民がこの

国全体の危機管理をすることはできないのです。世界

中どこの国でも、国益・国家の安全保障と国民の民意は

常にぶつかっています。この矛盾を国民に粘り強く説明

することが政治や行政の責任であり、国民はこれを真
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最西端の国境の島　与那国島
石垣島から124km、台湾まで111kmの
日本の最西端に位置する国境の島。正式
な日本の東西南北端の中で唯一、一般の
交通機関で誰でも自由に訪れることがで
きる場所である。


